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第一章










大嫌いな男




　私の人生なんて、Ｂ級映画のようなものだ。低予算で短期間に作られた、質の悪い映画。ありきたりなシチュエーション。ありきたりなキャラ設定。冴さえない俳優たちに囲まれ、誰が主人公なのかわからないくらい存在感の薄いヒロイン。淡々と物語は進行し、大した盛り上がりも見せずに終わっていく。どんでん返しも存在せず、『ああ、やっぱりラストはこうなったのね』と呆れてしまう、雑な伏線の張り方。

　私は刺激を求めるでもなく、どこにでもいそうな男と適当に恋をして、なんとなくそのまま結婚して……そして女を終えるのだと思っていた。

　そんな、味気ない人生。親に反抗するでもなく、大きな挫折を味わうわけでもなく、ただ平凡に時が過ぎていく。

　……それでいいと思っていた。……それで幸せだと思っていた。

　あなたに会うまでは。




「なんでこんなに時間がかかるんだ！　もっと要領よくできるだろうがっ！」

「……すみませんでした」

　精巧なガラス細工職人が、手間暇かけて作った芸術品のように整った顔立ち。綺麗な形をした眉を寄せ、営業第一課長、鬼の王子こと鬼おに木き隼はや人とは激げき昂こうしていた。

　彼が横浜支社から異動してきたのは一ヶ月前。王子のような甘いルックスに反して、厳しい態度。そこから鬼木という名前をもじって、いつしかみんなから〝鬼の王子〟と呼ばれるようになった。

　私は怒られているのにもかかわらず、鬼の王子の綺麗すぎる顔立ちを冷静に眺めていた。

　見み惚とれていたわけではない。むしろ逆だ。その完璧さが憎い。

　ストライプ柄に細身のスーツ。毎朝きちんとセットされた、艶つやのある黒髪。萎縮してしまうくらい厳しい口調で怒鳴っても、会社の女の子たちから批判されることはない。男性社員には厳しいが、女性社員には大きな声で怒鳴るということはないから。……私を除いては。

　深ふか川がわ美み月づき、二十五歳。大手食品メーカーに入社三年目の私は、ひと通り仕事も覚えていたし、用心深い性格だから、ミスをすることも少ない。営業事務をしていて、商品の受発注や請求書、資料作成など営業担当者をサポートする仕事をしている。

　営業一課に所属しているのは二十人弱。その中で、私のなにが気に食わなかったのかはわからない。私だけ、鬼の王子をチヤホヤしなかったのが気に入らなかったのか。まさかそんな子供みたいな理由で嫌うはずがないとは思っていても、こうも毎日のように理不尽に怒られていては、彼の人間性を疑ってしまう。

　私は誰に対しても媚こびを売らないし、ましてや左手の薬指に、指輪を堂々とはめている男に色目を使わない。〝結婚している〟とわかった時点で、どんなに好みの男であろうが、〝男〟として見ることはない。




「なんだ、その目は。反省しているのか？」

「……はい、反省しています」

　鬼の王子は、冷たい眼差しで私を見つめると、ニヤリと口元をほころばせた。

「じゃあこれを、今日中に終わらせておいてくれ」

「え……？」

　手元には分厚い書類の束。時刻はもう十六時を回ろうとしていた。この量を今日中に終わらせようとしたら、何時までかかるか……。

「不満げな顔だな。今日は用事でもあるのか？」

　まつ毛を伏せ、書類の束を見つめた。

「……いえ」




　すぐにトイレに駆けこみ、メールを打つ。

　―――――――

　宛先　拓たく也や

　題名　残業決定

　本文　ごめん！　今日行けなくなった！

　―――――――

　肩を揺らしながら息を整えていると、握りしめていたスマホから、振動が伝わってきた。

　慌てて画面をスライドさせる。

　―――――――

　題名　RE：残業決定

　本文　わかった

　―――――――

　……終了。お互い絵文字もなければ、甘い言葉もない。これで付き合っているのかと疑いたくなる。トイレの壁にもたれ、前髪をかき上げた。

　こんな時、煙草たばこが吸えたらどんなにいいだろうか。今まで吸ったことは一度もないけれど、煙草はきっと、こういう時のためにあるのだろう。

　煙草の煙を吐くような深いため息を漏らし、私はオフィスに戻った。










突然のキス




　案の定、同僚たちは次々と帰っていき、私はひとりで書類とパソコンを交互に睨にらみながら作業を進めていた。

　誰にも頼れない。誰にも愚ぐ痴ちれない。ついには電気も消されてしまい、私のデスクのパソコンだけが光を放っていた。

　……なにをやっているんだろう、私は。拓也とのデートもすっぽかして、こんな雑用を押しつけられて。

　拓也とはもう、二ヶ月も会っていなかった。家に帰っても、疲れて眠るだけ。こんな毎日がずっと続くと思うと、嫌になる。というより……怖い。恋愛も仕事も一生懸命やっているつもりなのに、充実感がまったくない。

　私の人生……これでいいの？

「まだやっていたのか」

　後ろから耳元で囁くように聞こえたのは、大嫌いな人の声。溢あふれ出そうになっていた涙を飲みこんだ。

　誰のせいで。喉まで出かかった言葉を必死で押しこみ、無視して作業を続ける。

「誰かに手伝ってもらえばよかっただろう」

「……私の仕事ですから」

　鬼の王子は、私のデスクに手をかけ、寄りかかった。私の右手と、鬼の王子の左手が触れそうなくらい近い。

「お前は俺の言いたいことが、わかってないな。いつもひとりで抱えこもうとする」

「私には、協調性がないということでしょうか？」

「いや、もっと頼れと言っているんだ」

　意外な言葉に胸がドクンと高鳴った。

　……頼れ？

　パソコンから目を離し、鬼の王子の顔を見上げると、彼はまっすぐに私を見つめていた。力強くて、綺麗で、思わず吸いこまれそうになる。

「お前さ、なんでいつもつまんなそうな顔してんの？」

　潮が引いていくように、私の血液が一瞬にして引いていく。いつもつまらないと思っていたことは事実で、それを見透かされていたのだと思うと驚いた。

「なあ？　生きてて楽しいか？」

　この言葉で、私の頭の中のなにかが切れた。次の瞬間、鬼の王子のネクタイをつかんで立ち上がると、彼は面食らったような表情を見せた。

　殴られる、とでも思ったのだろうか？　その意に反して、そのまま彼に抱きついた。ふわりと爽やかな香水の匂いがする。

　困惑している鬼の王子の顔を見上げ、ニヤッと不敵な笑みを浮かべた。

「これを見たら、奥さんどう思うでしょうね」

　白いシャツにくっきりと残された、口紅の跡。私はしたり顔を浮かべてから、真っ青になっている鬼の王子に、侮ぶ蔑べつの眼差しを向けた。

　私のことを、なにも反抗できない女だと思ったあなたが悪い。妙にすっきりした気持ちで椅子に座り直し、再びパソコン画面を見つめた。

　……やってやった。私は笑いたくなる気持ちを押し殺し、クールな表情を作るのに必死だった。

「どうせなら、もっと大胆な反撃に出ろよ」

　鬼の王子の冷静な声。ただ虚勢を張っているだけかと思って、ちらっと視線を向けた途端、綺麗な顔が覆いかぶさってきた。

　バサバサバサッ……と、書類の束が、音を立てて崩れ落ちる。

　一瞬、なにが起きたのかわからなかった。押しつけられた唇。ふさがれた両手。

　鬼の王子は悠然と瞼まぶたを閉じている。どんなに抵抗しても、唇は離れてくれなかった。無理やり口内に侵入し、舌を絡ませる。唇の重なり合う音が部屋に響く。

「……っ……っ……！」

　悲鳴を押し殺すように、何度も唇が離れては触れた。そのキスは、単に唇を押しつけ、触れるだけが目的のキスではない。身体の芯が熱くなるような、濃厚で、刺激的な、〝大人のキス〟だった。

「なっ……！」

　やっと唇が離され、言葉を発することができるようになったにもかかわらず、私は叫ぶことも、非難の言葉を浴びせることもできなかった。鬼の王子は妖よう艶えんな瞳で私を見つめ、名残惜しそうに、ゆっくりと身体を離していった。平手打ちしてやりたいくらいなのに、その綺麗な顔を傷つけたくないと思ってしまう。

「あんまり無理するなよ」

　仕事を押しつけた張本人なのに、平然とそんなことを言う。

　この男は……鬼だ。結局、私はなにもできずに、オフィスから出ていく鬼の王子の背中を見つめた。










浮気発覚




「まだ終わってないのか？」

「……ハイ、すみません」

〝あの日〟からすでに数日が経過していた。鬼の王子の態度は、まるでなにもなかったかのように変わらないままだ。

　セクハラで訴えてやろうかと何度も思ったけれど、実行に移すことができなかった。

　右耳に吐息が吹きかかる。鬼の王子は私のデスクに左手を置き、寄りかかった。私は自然と、左指にはめられているシンプルな銀の指輪に目を落としてしまう。胸がぎゅっと締めつけられたかのように痛かった。

　……近いよ。

　鬼の王子は私のパソコンを覗きこみ、ここはこうした方がいいだとか、いろいろ指示をしてきた。私はそれよりも、鬼の王子の整った横顔をつい見つめてしまう。高い鼻。くっきりとした二重のライン。そして……薄い唇。

「おい、聞いてるのか？」

　数日前の、あのキスのことを思い出していた私は、慌てて顔を背けた。

「あっ、ハイ、すみません」

　しっかりしてくれよ、と言いながら、鬼の王子はため息と共に自分のデスクに戻っていく途中で新人の女の子に捕まり、仕事の質問を受けていた。決して優しいわけではない。口調は厳しいし、威圧的だ。けれど、論理的で簡潔に話す鬼の王子はたしかに仕事ができるので、新人の女の子は、尊敬と明らかな好意の目で、質問に答える王子を見つめていた。

　そんな様子を見るとイライラする。見ないようにしていても、女の子の猫撫で声が神経を苛立たせる。数日前までは気にも留めていなかったのに。なぜか嫉妬のような感情が湧き上がったのと、鬼の王子に話しかけられて少しドキドキしていた自分自身に対して、さらに腹が立った。

　鬼の王子は、もっと話したがっているように見える女の子を上手にかわすと、ホワイトボードの前に立った。ポンッとペンの蓋を取ると、鬼木と書かれた自分の名字の隣に左手で〝外出〟と書いた。

　――出かけるんだ……。

　女の子たちからやる気が奪われていく。私はほっとしたような、少し残念なような、複雑な気持ちをもてあましていた。

　それよりも、鬼の王子の利き手が左手だったことに、今さら気づく。

　細くて長い指、関節が少し骨ばっていて、血管が浮き出ている男らしい手。こんな手で身体を触られたらと、淫みだらな想像をして頭を振った。

　左手の薬指には今日も、指輪がはめられていた。利き手が活躍する度に主張する指輪。その存在が……憎い。

　そこまで考えて、私はハッと我に返った。

　私はなにを考えていたんだろう。憎いだなんて……まるで指輪に嫉妬しているみたいじゃない。このままじゃいけない。あんな奴にドキドキするなんて、欲求不満なのかもしれない。

　仕事と家との往復で、女としての楽しみから遠ざかっていた。今日は仕事を早く終わらせて、拓也の家に行こう。合い鍵も持っているし、久々に拓也に会って、拓也に抱かれたら、きっと鬼の王子のことなんて忘れられる。

　私は両手でパンっと頬を叩き、気合を入れて仕事に取りかかった。




　――それは、余りにも突然の別れだった。

　五年付き合ってきた恋人との思い出は、苦い最後のせいで、すべてが嫌な思い出に変化してしまった。楽しかった思い出も、甘い言葉も、どこからが真実で、どこまでが嘘だったのかわからなくなる。




　拓也のマンション前のコンビニで、彼と鉢合わせした。隣には、部屋着を着た女の子が立っている。……そんなにかわいいとは思えなかった。スッピンだったからかもしれないけれど。でも、私はこの子に負けたらしい。

　部屋着にスッピンで家の前のコンビニに来るということは、ふたりがどんな関係にあるのか、わからないくらい鈍感ではない。彼は私を見て、あっとひと声漏らしたけれど、次の瞬間には、まるで知らない人を見るかのように私の前を通り過ぎていった。

　そのことがなにを意味するのか。わからないくらい鈍感な女でありたかった。

　私が拓也に話しかけたら、どうするつもりだったのだろう。

「どういうこと!?　その女は誰よ！」

　このひと言で、コンビニは修羅場と化す。けれど、私はなにも言わなかった。そしてなにもなかったかのようにコンビニを出た。

　完全なる敗者。なにも買っていないのに、「ありがとうございました」と元気よく挨あい拶さつする店員が恨めしい。

　外に出ると、ポツリ、ポツリと雨が降ってきた。

　……拓也はあの女の子を取るんだ。五年付き合ってきた私じゃなく、あの子を……。

　私は次第に強くなっていく雨に打たれながら、さっきのコンビニでビニール傘を買えばよかったと後悔した。水たまりが跳ねてストッキングが汚れても、かまわずハイヒールでカツカツと歩く。

　……本当に悲しい時は涙も出ない。泣き叫べれば、どんなにいいかと思った。人目を気にせず、わんわん泣きたい。けれど、私の目からは涙さえ溢れてこない。

　そんなに好きではなかったのか……。五年も付き合ってきたのに……。こんな時ですら、人目を気にしてしまう自分が悲しかった。

　悲しくて、悔しくて……。

　そしてやっぱり、惨めだった。










あやまちの一夜




「なにやってんだよ」

　突然差し出された傘。私だけに降っているような雨から守ってくれたのは、白馬の王子様ではなく、鬼の王子様だった。

　この偶然が、よかったのか悪かったのか。左手に光る指輪はなにも教えてくれない。

「課長……どうして……？」

「取引先の会社がこの近くなんだ。やっと今、打ち合わせが終わったところだ」

　鬼の王子は、濡れた私をハンカチで拭いてくれた。犬や猫を拭くような、無造作な手つき。眉やマスカラが落ちてしまうと思ったが、抵抗しなかった。乱暴な優しさでも、優しさと名のつくものに寄りかかりたかったから。

「風邪ひくぞ」

　いつもとは違う態度の私に、心配する顔を見せておきながら、手を引っ張って連れてこられた場所は、ラブホテル街。

「あ……あの、課長……？」

　どういう意図でこんな場所に連れてきたのか。困惑の色を浮かべる私に、鬼の王子は平然とこんなことを言い放った。

「お前が濡れてるから」

　……濡れてるから？　濡れていたらラブホテルに入るの？　なにもホテルじゃなくても喫茶店に入るとか、家まで送るとか、いろんな方法があるじゃない？

　鬼の王子は、さも当然のようにラブホテルの中に入っていった。固まっている私を見て「なにやってんだよ、早くしろよ。風邪ひくぞ」と言い放つ。

　無理やり手を引っ張られているわけではないけれど、この強引さ。呆れながらも、一応は私の身体を気遣ってくれているようなので、少しだけ嬉しくもあった。こんな優しさを、優しさと呼べるのかどうかはわからない。それでも私は、鬼でも悪魔でも、誰でもいいから側にいてほしかった。

　すべてがもう、どうでもよかった。私の身体に触れるであろう指に、指輪がはめられていたとしても。もう、なにも考えたくなかった。




　ホテルに入ると、鬼の王子はだるそうにネクタイを緩めて、ベッドの上にどかりと座った。緩められたネクタイに、外された第一ボタン。少しだけ見える鎖骨が妙にセクシーで……。私はゴクリと喉を鳴らした。

「なに突っ立ってんだよ。早くシャワー浴びてこいよ」

　……この人は、どうしてこんな時でも上から目線で物を言うのだろう。

「あ……ハイ」

　仕事を頼まれた時のように返事をして、シャワールームに向かった。……私はなんで、従順な部下を演じているのだろうか。

　鬼の王子には逆らえない。私の本能が、彼から命令されたいと願っている。嫌いになれないのは、そのせいかもしれない。




　シャワーを浴びて、バスローブに着替えて部屋に戻ると、鬼の王子は布団もかけずにベッドに横になって寝ていた。近づいて寝顔を覗きこむ。かわいい寝息を立てて眠っているその姿は、昼間の恐い形相からは、想像がつかないものだった。

　……キスしたい。この胸に飛びこみたいと思った。この人を私のものにしたい。そんなことまで……思ってしまった。

「課長……？」

　優しく問いかけると、鬼の王子は「うう……ん……」とかわいい声を出して、ゆっくりと目を開けた。濡れた髪が鬼の王子の額にかかる。鬼の王子は、寝ぼけ眼まなこで私を見つめた。私も目をそらさずに、鬼の王子を見つめる。

「お前……ズルいよ……」

　ズルい？　なにが？　私から言わせれば、こんなかわいい顔を見せるあなたの方が数倍ズルい。

　鬼の王子は私の頭に手をかざすと、ぐいと力を入れて引き寄せた。重なる唇。シトラス系の爽やかな香りがする。ああ……これだ、この感触だ……と思った。私はこれに飢えていた。あの日、情熱的にキスをしたあの時から。私はこれに飢えていたんだ。この味、この感触、この匂い、この気持ち。

　そして……この人に。

　貪むさぼるようにキスをして、身体が火ほ照てってなにも考えられなくなった時、鬼の王子はゆっくりと唇を離した。どうして？　潤んだ瞳で鬼の王子に訴えかける。

「俺……シャワー浴びてくるから。帰るなら、今のうちだぞ」

　……帰る？　今さら？

　私の身体を離して、ベッドから起き上がり、シャワールームへと向かう鬼の王子。背中を見つめると胸が苦しくなった。行かないで！　言うより先に、私の手が鬼の王子の手をつかんでいた。

　驚いて振り向く鬼の王子。恥ずかしいとかイケナイことだとか、そんなこと考えもしなかった。鬼の王子は一瞬驚いた顔を見せて、辛そうに顔を歪ませている。

「俺がどんな気持ちで、お前から離れたと思ってるんだ」

　もう離さない、鬼の王子はそう言って、私を強く抱きしめた。

　唇が重なり合い、息もできないほど深く、舌を絡ませる。そのままなだれこむようにベッドに押し倒され、鬼の王子の左手が、私の胸を乱暴に持ち上げた。

　吐息の重なる音が、荒々しく、淫らに響き渡る。服を脱ぐのを待つのもじれったいほど、早く鬼の王子の身体に触れたかった。ワイシャツのボタンを私が開けて、滑りこむように鬼の王子の滑らかな背中に指を這わせる。重なり合った身体が、まるで最初からひとつの身体だったかのように、とても自然に肌に馴染んだ。

　重なる唇。重なる手。重なる足。重なる……身体。

　ベッドのスプリングが揺れる度、快感が脳のう髄ずいまで刺激して、私の身体は小刻みに震える。

　鬼の王子は甘い媚び薬やくのように私を虜にした。

　もう、離れられないかもしれない。薄れていく意識の中、ふとそんなことを思った。










オフィスの秘め事




　朝起きると、隣で寝息を立てている男……。それは紛れもなく、私の上司。

　いつの間に腕枕してくれていたんだろう。そんな優しさに嬉しくなって、胸がきゅっと締めつけられる。

　身体に残る倦怠感を振り払うように身を起こし、時計を見て絶句した。急いで着替えて、慌ててホテルを出る。

　悲しいことに、今日も会社。今からなら、家に帰って着替える時間はあるだろう。私は置手紙も残さず、彼を起こそうともしなかった。

　一夜限りの思い出。大人にはそんなこともある、そう自分に言い聞かせて、やっと朝日が昇り始めた街並みを、ハイヒールで駆け抜けた――。




　私はなにもなかったかのように、いつも通りに出社した。見ると、いつも誰よりも早く会社に来ているはずの鬼の王子の姿はなかった。

　そのあと、始業時間ギリギリに鬼の王子が出社し、女の子たちは珍しそうに鬼の王子を見ていた。

「寝坊かな？」

「珍しい～。あれ？　スーツ、昨日と一緒じゃない？」

　その言葉に、ドクンと胸が鳴るのを感じた。女はなんて目ざとい生き物なのだろう。そうか、家に帰る時間がなかったんだ。いや、朝帰りなんてできるはずないか……。そんなことしたら、奥さんに浮気してきましたって公言するようなものだ。

　パソコンに隠れながらチラリと鬼の王子を盗み見た。いつも通りの冷静な顔。綺麗にセットされた艶髪。シャワーを浴びたあとの彼は、前髪を下ろすと少し幼く見えた。

　昨日の出来事を思い出して、身体が熱くなる。仕事場での冷静な姿と違って、私を抱きしめている時の顔は、切なげで色っぽかった。

　私は、鬼の王子の顔が見られない。あれは遊び、遊び、遊びなんだ。大人の火遊び。ハマっちゃいけない。あれは……一度だけの……。




　午後の会議用にコピーをとっていると、単調な仕事に眠気が襲ってきた。

　ガコン、ガコン、ガコン。

　大きなコピー機が揺れながら役目を果たす。そろそろ新しいコピー機を買えばいいのにと思いながら、デスクから隔離された空間でうとうとしていた。

　ガコン、ガコン、ガコン……。

「まったくお前は薄情な女だな」

　耳元で吐息がかかるように言われ、完全無防備だった私は、身体が一気に目覚めた。

　振り向かなくてもわかる。このシトラス系の匂いは……昨晩燃えるように愛し合った男。

　鬼の王子は、「おはよう」と目を細め、爽やかな笑顔で私に挨拶をした。

「あ……おはようございます……」

　視線をそらし、うつむいた。一気に身体中が熱くなる。

　コピー機がある場所は、オフィスの隅で薄い壁一枚が死角となり、社員たちからは見えない。その危うい空間を楽しむかのように、鬼の王子は私の背中に身体を近づけ、密着してくる。

「なんで起こしてくれなかったの？　起きた時、お前がいなくて、すげー寂しかったんだけど」

　まるで恋人に対する会話のように、フランクに話しかけてくる鬼の王子。

　私の心臓は、うるさいほど悲鳴をあげていて、古いコピー機の音にも負けないくらいだった。

「あ……あのっ！　し……仕事中なんで……っ！」

　身体中の勇気を振り絞って言葉を発した。早く……この場から逃げ去りたい。でも、それを望んでいない私もいる。

　わけがわからなくなった頭で、立っているだけでやっとの状態だった。

「そうか……」

　鬼の王子は残念そうな顔を浮かべ、密着していた身体を離した。ほっとした安堵の気持ちと……物足りない寂しい気持ちが入り乱れる。

「ひとつ言っておくけど、そのコピー、全部裏面を印刷してるぞ」

　鬼の王子は去り際にコピー機を指さして、サラリと言う。

「えっ!?」

　慌てて、できあがった紙を拾い上げた。

「あんまりボーッとしてるなよ」

　鬼の王子の言う通り、出てきた紙には、なにも印刷されていなかった。思わず恥ずかしさが込みあげてくる。

　いつから気づいてたの!?　私が裏面を印刷していることに気づかないくらい動揺してるってわかってて、あんなに身体を密着させてきたの!?

　鬼の王子は真っ赤になっている私を見て、ニヤリと意地悪な笑みを浮かべ、去っていった。

　……この……鬼がっ!!




　それからは、寝不足だということを忘れるように、がむしゃらに働いた。いつも以上にキビキビ働くものだから、同僚たちからは「今日は気合入ってますね」と驚かれる始末。動揺しているなんて思われたくない。鬼の王子を意識しているなんて、悟られたくない。そんな思いでいっぱいだった。

　仕事もプライベートも両立できる、大人の女だと思ってほしかった。

　あなたとの関係なんて、一夜の戯たわむれにしかすぎないのよと、行動で示したかった。

　あんな奴……！　あんな奴……！　あんな奴……。

　でも、そう思えば思うほど、目で追いかけている自分がいた。










魅惑の王子




　――それからの数日間はなにもなかったかのように過ぎていった。

　あの一夜は幻だったのか。そんな風にさえ思えてしまう、鬼の王子の変わらない態度。私は毎晩、あの日のことを思い出してしまうのに。鬼の王子にとっては、ひと晩の遊びだったんだ……。

　そうしたかったのは私自身なのに、妙に切ない気持ちになる。唯一感謝するなら、五年付き合った彼氏に裏切られた悲しさが、どこかに飛んでしまったということ。

　私は彼のなにが好きだったんだろう。優しくて誠実そうなところに魅かれたわけだけど、誠実どころか、平気で二股して謝りもしない、最低な男だった。

　私はこれまで、堅実な道を選んで生きてきたはずなのに、あの日から歯車が狂ってきた気がする……。




「深川、ちょっといいか」

　突然鬼の王子に呼ばれ、肩がビクッと上がった。意識していることを悟られたくない。周りにも……もちろん本人にも。

　今のは突然呼ばれて驚いただけ。決して、鬼の王子の突起した喉ぼとけから発せられる甘い重低音に、ドキドキしてしまったわけではない。

「……はい」

　眉一本動かさない冷静な顔を作り、鬼の王子のデスクに向かった。

「今日予定あるか？」

　……え!?　こんな大っぴらに!?　みんながいるのにそんなこと言って、大丈夫なの!?

「な……ないですけど……」

　途端に慌ただしく高鳴る胸を押さえながら、搾り出すように言った。

「そうか。じゃあ、これやっておいてくれないか？　残業になってしまうかもしれないが……」

　渡された書類。なんだ……仕事か……。私はなにを期待していたんだろう、自分自身に嫌気がさしてくる。

「はい……わかりました」

　か細い声で答えると、自分の席に戻った。

　ハァ……。大きなため息が零こぼれる。

「深川さん、災難ですね。金曜に残業なんて」

　同僚の島しま田だ君が、私のため息に気づいて声をかけてくれた。私と年齢は一緒だけれど、島田君は大学院まで行ったので、入社は私より二年遅い。

「ううん、大丈夫。帰ったって、やることなかったし」

　私のため息は仕事が理由じゃないの。そんな本心は言えるはずもなく。

「マジすか!?　深川さん、綺麗だから引く手あまただと思ったのに」

「そんなことないわよ」

　……誘いなんてまったくない。一夜を共にした相手からも……。

「……じゃあ、今晩誘ってもいいすか？」

「え……？」

　真剣に見つめる眼差し。……それは、どういう意味で誘ってるの？　遊び？　それとも真面目に？

「あ……でも、今日は仕事があるから」

　私は、渡された書類を島田君に見せるように上に掲げた。

「そ……そうっすよね～」

　島田君は照れ笑いを見せて、自分の席に戻っていった。

　誘われると身構えてしまうのは、私が固い女だからなのだろうか。真意がわかるまでは安易に誘いに乗れない。

　楽しければいいなんて恋愛は、したくない。遊びの対象にもされたくない。それなのに、どうして私は、鬼の王子の誘いに乗ってしまったんだろう。未来が重なることなんて、絶対にない相手なのに……。




「お疲れ様でした～」

　今日は金曜だからか、みんな嬉々として早々に帰っていく。週末の疲れなんて微み塵じんも見せず。

　時計の短針が八の字を指した頃、オフィスには、真剣な眼差しでパソコンを見つめる鬼の王子と私だけが残った。少しだけ、嬉しかったりもする。ふたりきりの空間。急いでやればすぐに終わるのに、わざとゆっくりやって真剣な鬼の王子の表情を盗み見する。

　大変そうだな……。

「だあぁぁ～～」

　突然、鬼の王子が叫びながら背中を伸ばした。驚いて見つめると、私の視線に気づいた鬼の王子は、ニヤリと笑った。

「終わりそうか？」

「あ……はい！」

　私は急いで最後の確認を済ませると、できあがった書類を持って鬼の王子のデスクに行った。

「サンキュ」

「いえ……」

　鼓動がうるさく鳴り響く。顔を直視することができない。

「深川のおかげで、土曜出勤をなんとか免まぬがれそうだよ」

　鬼の王子は顔をくしゃっとさせて笑った。

「土曜も出勤しているんですか!?」

　驚いて聞くと「まぁ、繁忙期だけな」と苦笑した。鬼の王子は要領がいいからなんでもソツなくこなしてしまう人なんだと思っていたけど、陰で誰よりも努力をしている人だったんだ……。完璧すぎて近寄りがたいと思っていたから、少し親近感が湧いた。

「俺もそろそろ終わりそうなんだけど、手伝ってくれたお礼に一杯奢おごるよ」

　サラリと言われた言葉。驚いて目を見開くと、鬼の王子は「ん？」と不思議そうな顔をした。

　あ……、私ったら、いちいち大げさに捉えすぎ！　鬼の王子は単純に〝上司〟として誘ってくれたのに。それを変に深読みするなんて、自意識過剰な女だって思われてしまう。

「そう……ですね！　なにも予定ないですし、ご馳走になろうかな!?」

　慌てて取り繕つくろったせいで、なんだか変なテンションで返事をしてしまった。

　けれど鬼の王子は嬉しそうに「おう！　じゃあ、あと十分待って。すぐに終わらせるから」と声をかけてきた。

　私は「ハイ」と明るく返事をして、急いでトイレへと走った。




　化粧崩れしている顔を慌てて直しながら、胸はドキドキと高鳴っていた。あの鬼の王子の表情に下心は見えない。でも……でも……でも……。

　今までの関係だったら、鬼の王子の誘いは、仕事の延長線上のものだろう。けれど、ひと晩を共にした相手と飲むというのは、別の意味合いになるのではないか。

　私は口紅を塗りながら、冷静さを取り戻していた。

　いや……でも、あの表情。やっぱり私の考えすぎかもしれない。考えれば考えるほどわからなくなって、色々な思いを振り払うかのように頭を左右に振った。

「やばっ！　もう十分過ぎてる！」

　腕時計に目をやって、ポーチに化粧小物を詰めこむと、慌ててトイレを出た。




「ちわ～っす」

　鬼の王子は、年季が入った暖の簾れんを、慣れた様子でくぐった。

　雰囲気はいかにもサラリーマンが好きそうな、昔ながらの大衆酒場といった感じ。机や椅子は木造で、カウンター席には常連客だと思われるおじさんたちが、おいしそうにビールを飲みながら、テレビ中継の野球を見ていた。

「おう、久しぶり！　なんだ今日は、べっぴんさん連れてきて」

　カウンターの奥から、白い割かっ烹ぽう着ぎを着た板前さんが声をかけてきた。

「バカ、会社の部下だよ」

「こんな綺麗な人が部下だったら、会社行くのも楽しいだろ」

　ケラケラと笑う様は、豪快で親しみが持てる。

　まぁね、と鬼の王子は冗談とも本気とも取れる返事をして、店奥のテーブル席に座った。

「課長……こういうとこ、よく来るんですか？」

　四人がけのテーブル席に腰をおろしながら聞いてみる。

「まあな、お客さんに連れてこられてから、気に入ってな」

　なるほど……。私はキョロキョロと店の内装を眺め見た。壁にはメニュー板が掲げてあり、水着のお姉さんがビールを持っている古いポスターが貼られている。正直に言うと、こんな所に来たのは初めてだった。なんだか少しだけ居心地の悪さを感じて、縮こまってしまった。

　無愛想なバイトの女の子が注文を取りに来ると、鬼の王子が「俺、ビール」と言ったので、慌てて「あ、私もビールで！」と続ける。本当はあんまりビールは飲めない。でも、こんな所でカクテルを頼むのも気が引けたし、むしろカクテルなんて置いてあるのかも疑問だった……。

　ビールとお通しの枝豆が運ばれ、軽く乾杯をしてビールを飲んだ。おいしそうに飲む鬼の王子を見ると、私までおいしく感じてしまう。

「ここのつくねが旨いんだよ！」

　嬉しそうに話す鬼の王子を見て、つい頬が緩んでしまう。

　またひとつ知ってしまった。鬼の王子の素顔。高級ホテルのバーなんかでバーボンをひとり飲んでいそうという想像は覆された。鬼の王子って意外と庶民派？

　居心地の悪さはすぐに吹き飛んで、自然体で鬼の王子と接することができた。

　事実、ここのお店の料理はとてもおいしかった！　高くてお洒落な飲み屋に連れていかれていたら、変に意識してしまっていたかもしれない。鬼の王子の意外な一面を知ることができて、幻滅するどころか、もっともっと惹かれている自分がいた。

　屈託なく笑う笑顔も、本当は気さくな人柄も、ちょっとおじさんぽい所も。知れば知るほど……鬼の王子に魅了されていく。左手の薬指に指輪がはめられていることなんて、忘れてしまうほど……。










重ねた罪




　居酒屋を出ると、心地よい夜風が身体を包みこんだ。お酒で火照った身体にはちょうどいい。

「少し歩くか」

　鬼の王子もそう感じたのか、ゆっくりと歩き始めた。鬼の王子の半歩後ろを歩いていく。隣を歩くのはなんだか気が引けた。

「もうちょっと一緒にいないか？」

「え……？」

　どういう意味なのか、お酒で回転が鈍っている頭で必死に考えた。もう一軒行こうと言っているの？　それとも、もうちょっとこうやって、歩いていようと言ってるの？それとも……。

　鬼の王子が突然歩みを止めたので、右肩に鼻がぶつかってしまった。

「……あっ！　すいません！」

　鬼の王子を見上げて慌てて離れようとすると、ぐいと腕をつかまれる。抱きしめられたかのように、身体が近かった。背伸びをして、ほんのちょっと顔を近づければ、キスができてしまうほど……。

「あ……あの……」

「周りくどい言い方は嫌いだから端的に言う。君を誘ってるんだ。今晩一緒にいてほしい」

　心臓が爆発したかと思った。

　ムードもなにもない庶民的な居酒屋に連れてこられたので、今日は絶対に〝ない〟と思っていた。鬼の王子は私のことを部下としてしか見ていないんだと、慣れないビールを飲みながら、ほっとした気持ちと寂しい気持ちを隠しながら笑っていたのに。

　なにも答えられずにいる私を見て、鬼の王子はなおも続ける。

「あんなことをしておいて、嘘だと思うかもしれないが、〝あの時〟は下心なんてなかったんだ。お前の……弱っている姿を見て動揺していた。とにかく早く乾かさなきゃと思ったんだ」

　下心がなかった……？　喜ぶべきことなのかもしれない。鬼の王子の誠実さがわかったから。

　けれど私たちは一線を越えてしまった。下心がなかったと言われて、ズキンと傷ついている私がいた。

「でも今は違う。俺の頭の中は今、煩ぼん悩のうまみれだ。今すぐその柔らかな唇に食らいつきたくて、ウズウズしている」

　カァァッと顔が赤くなっていくのが自分でもわかった。こんなに正直に、こんなに情熱的に求められたのは初めてだった。私も今すぐにでもキスがしたい。背伸びすれば届くその距離が、近そうで遠くて、欲しくてたまらない。

「君が欲しい」

　まっすぐに見つめられて、私は気がついたら鬼の王子の背中に手を回して、唇を押しつけていた。鬼の王子もすぐに応えてくる。私の背中を力強く抱きしめ、その手は撫でるように下に移動していった。

　息を吸うのももったいないくらい、深く舌を絡め、大きく口を開いた。さっき飲んだビールの味がする。こんなに情熱的にキスをしたのは初めてだった。

　こんなに男の人が欲しいと思ったのも、初めてだった……。




　タクシーに乗り、目的地に着くと、ボーイらしき人が恭うやうやしく礼をして、ドアを開けてくれた。ずっと上まで見上げてしまうほど高い高級ホテル。飲み屋が庶民的だったので、あまりのギャップに愕がく然ぜんとしてしまう。居酒屋で見せた顔とはまったく違う、凛り々りしい顔で悠然と中に入っていく鬼の王子。私は驚きつつも、彼の後ろについていくので精一杯だった。

　磨き上げられた大理石。よく教育された従業員たち。ロビーの真ん中に噴水があり、贅ぜいを尽くした造りとなっていた。

　早々にチェックインを済ませ、私のもとに歩いてくる鬼の王子。私の腰に手を回して、エスコートするようにエレベーターに乗った。密閉された空間が、会話を遮断する。私は必死に背筋を伸ばして、平気なふりをした。本当は、震えていた。これから起こる出来事に、恐怖すら感じていた。盛り上がっている時はなにもかも忘れてしまうくらい積極的になれたのに、いざ冷静になってしまうと、恐くてたまらなくなる。

　隣の端整な顔立ちをした男は、私の恋人ではない。既婚者で、なおかつ私の上司だ。禁きん忌きに震える私を、彼はどのように抱きしめるのだろうか。




　カードを差しこむと、部屋の照明が一気に花開いた。

　私は大きすぎるダブルベッドを見ないように歩き、カーテンを開ける。

　全身鏡のように大きい窓からは、宝石のように輝く都会の景色が広がっていた。

「キレイ……」

　思わずため息を漏らすと、鬼の王子が後ろから抱きしめてきた。

「あの奥は海なんだ」

　耳元にキスをされたような囁き。崩れ落ちてしまいそうなくらいドキドキしていたけれど、胸の鼓動が聞こえないように、背中から抱きしめられた手を握った。

「オーシャンビューなんですね」

「夜だと、ただの黒い塊かたまりだ」

「朝が楽しみです」

「俺は、夜がずっと続けばいいと思ってる」

　鬼の王子は私の身体を回転させて、夜景をバックにキスをする。甘い、甘いキス。撫でるように触れ合う唇は、とてもロマンチックだった。

　鬼の王子がおもむろに服を脱がせ始めたので、私は慌てて身体をよじる。

「シャワー……浴びてきます」

「一緒に入る？」

「は、入りませんっ！」

　真っ赤だ、と鬼の王子が笑うので、私は逃げるようにバスルームへと走った。

　どうしてこんなに、彼はズルいんだろう。その言動にいちいちときめいてしてしまう。どうすれば私がドキドキするのかわかってやっているんじゃないか。手のひらで転がされているような気がする。

　大人の女にならなくちゃ。遊びだって、割り切ってる女を演じなくちゃ。じゃないと重い女だと思われる。鬼の王子に嫌われてしまう。




　私が上がると、入れ替わるようにして鬼の王子がバスルームに入っていく。私は、甘い匂いのするボディークリームをマッサージするように身体に塗りつけた。

　落ち着け……。落ち着け……。深呼吸をして自分に言い聞かせる。

　私は後悔しない。どんなことになっても、後悔しない。

　よし、大丈夫！と思った時、財布やタイピン、携帯などが無造作に置かれたサイドテーブルに、指輪も置かれていることに気づいた。

　指輪を見ると、胸がぎゅっと締めつけられた。どうしてこんな、見える所に置いておくのよ。涙が出る前の、ツンとした鼻の痛みを感じながら、心の中で鬼の王子を非難した。

「どうした？」

　後ろから突然声をかけられたので、びっくりして勢いよく振り返った。

「いえ……なにも……」

　真っ白いバスローブ姿から胸板が零れ、目線のやり場に困る。鬼の王子は後ろから私をぎゅっと抱きしめて、耳元で囁いた。

「涙目になってる」

「コンタクトがちょっとずれただけです」

　私は慌てて目尻を押さえた。どうしよう！　見られた！

「あの日も涙目だった」

　鬼の王子は抱きしめた手に力を込めた。あの日……？　ああ、拓也が浮気をした日か……。そうだ、あの日から始まったんだ。

「悩みがあるなら……言ってほしい」

　切なげな声が胸にキュンと響く。けれど、誰が言えるだろうか。悩みのもとはあなただと……。

「本当に、コンタクトがずれただけですから」

　向き直って笑顔で言った。

　きっと私は……これから嘘が上手くなる。そんな気がした――。

　鬼の王子の指の腹が、私の頬を優しく撫でる。吐息が額にかかるくらい顔が近い。まっすぐに見つめるその瞳は、とても綺麗で、吸いこまれそうなくらい透き通っていた。その瞳が、声も出さずに誘惑してくる。言葉に出すよりも直接的で、積極的な瞳の威力に、私は思わず、逃げるように瞼を閉じた。

　すると、鬼の王子の吐息から、ふっと小さな笑みが零れたような感覚がした。緊張しているのが伝わったのかもしれない。それとも……。

　唇に柔らかいなにかが触れる感触。私はこの感触を知っている。身も心も一瞬でとろけさせる魅惑の口づけだ。

「ん……」

　優しく丁寧に唇が重なり合い、温かい舌先が敏感な部分を撫でるようにゆっくりと動き出す。前回の燃えるような激しい愛撫とは違って、繊細なガラス細工を扱うような、優しく慈愛に満ちた動きだった。

　鬼の王子の手が私の身体を支えるように背中に置かれ、スローモーションのようにゆっくりと、身体がベッドに横たわっていく。

「課長……」

「ん？」

　鬼の王子が、私の髪を撫でながら、慈いつくしむような眼差しを向けた。

「……なんでもありません」

　好きです、とは言えなかった。鬼の王子は軽く微ほほ笑えむと、甘いキスを落とした。

　張りつめるような緊張感も、鬼の王子の手によって解かれていく。それにともなって、私の身体は熱く敏感になり始め、ささいな刺激にさえも声が漏れる。

　しっとりと艶なまめかしい身体が重なり合い、お互いの肌の感触に溺れていった。




　――朝、カーテンを開けると、建物が並んだ奥に、コバルトブルーの輝きを放った海が広がっていた。

「想像以上だ……」

　清すが々すがしい朝日を浴びながら、自然とにっこり笑っていた。

「ん……おはよう」

　寝ぼけ眼でベッドに横たわりながら言う、鬼の王子が愛しい。

　微笑みながら「おはようございます」と言うと、鬼の王子は驚いたように目を見開いた。

「びっくりした。女神に見えた」

「え？」

「朝日に照らされた深川があまりにも綺麗だったから、びっくりしたんだよ」

　上半身を起こし、はにかむ笑顔でそう言った。言葉が返せなかった。冗談なんだろうと思っても、やっぱり嬉しかったから。

　朝食はルームサービスを取って、外の景色を見ながら、ふたりでゆっくり食べた。そのあと、鬼の王子の強引さに負けて、昨晩は嫌がっていたお風呂に一緒に入ることになった。泡風呂にすることを条件に。

「もう身体の隅々まで見たのに」

　と、私が真っ赤になる台詞だとわかっていて、あえて言う意地悪王子。

「き、昨日は暗かったから！」

　いいからいいからと言って私の手を引っ張り、泡でいっぱいになった浴槽にふたりで入った。

　鬼の王子が私を後ろから抱きしめながら、私の身体を洗う。優しく何度も撫でるように、スポンジを使いながら。時々首筋にキスを落として。

　湯船に入りながらなので、その動きはまるで、おままごとのようだった。直接的に身体を触られると私が嫌がるので、「スポンジを使いながらだったらいいだろ？」と言われ渋々頷いたけれど、マッサージをするように入念に身体を洗われると、とても気持ちがよかった。身体の力が抜けて、鬼の王子の胸板に背中をもたれかけてしまう。

　されるがままとなった私が許可することなく、お湯深くに手を入れて、身体中洗われても、私は抵抗しなかった。

　こんなことをしていると、一緒にお風呂に入るのも悪くないなと思ってしまう。まるで幸せな恋人たちのよう。たとえ偽りでも、この気持ちよさにすがっていたい。

「また、ふたりきりで会ってくれるか？」

　ぼーっとしていた頭が、このひと言で冴え渡る。

「……はい」

　もう戻れない。引き返すことなんてできない。私はもう、鬼の王子を好きになってしまった。罪の意識も吹き飛ぶほどに。彼の手にかかれば、私の陳腐なプライドや理性を壊すことなんて簡単だ。

　離れたくない。

　泡に包まれながら、私からの二度目のキスを、鬼の王子に落とした。どうして、こんなに情熱的になってしまうんだろう。

　湯船に消えていく泡の中で、ふとその疑問だけが残った。










背徳者




　翌週、私はなにもなかったかのような顔で出勤することができた。鬼の王子も私を見てもいつもの冷静な顔を崩さない。たった一日会わなかっただけで寂しさが募っていたから、仕事とはいえ会えて嬉しかった。そんな気持ちを必死に隠しながら仕事をする。そして昼休み、私は同僚の女の子たちの輪から外れる。いつからひとりで食べるようになったのか。自分からか、意図的にか。それすらも覚えていないくらい、私は自然にひとりになった。

　数人でゾロゾロと行動して、誰かの愚痴や噂話を聞くのは疲れる。正直どうでもいい。周りの目さえ気にしなければ、ひとりで昼食を取った方が気が休まる。〝昼休み〟という名の休息に、どうしてわざわざ神経を使う必要があるのか。

　私はいつものようにひとりで昼食を食べ終え、トイレへと向かった。奥の個室から出ようとした時、数人が入ってくる物音が聞こえた。

「聞いた!?　グループ会社の水みず野の部長、不倫してたらしいよ！」

　このひと言で、出ようとしていた手が止まった。

「奥さんが会社に乗りこんできたんだってね！」

「キャー、修羅場っ！」

「えっ!?　不倫相手は誰なの!?」

「それが……」

　私は大きく深呼吸をして個室から出た。いつまでも引きこもっていたって仕方がない。女の子たちはトイレの台に化粧ポーチを広げ、念入りに化粧を直しているところだった。

　突然個室から私が出てきたので、固まる彼女たち。誰も入っていないと思っていたのだろう。少し気まずそうに視線を泳がせた。

「深川さん……聞いてました？　今の話」

　いつも髪を内巻きにカールし、マスカラをたっぷり塗っている女の子が言った。この子は同じ部署で営業事務の宮みや沢ざわさん。新入社員なのに生意気だって誰かが言ってたっけ。

「ああ……うん、ごめん。聞こえちゃったから」

「じゃあ、いいか。誰が不倫してたと思います？　なんと経理の船ふな越こしさん。意外ですよね～」

　宮沢さんは嫌悪感を滲ませた顔で言った。

　え～そうだったんだ～！と、その話を知らなかった女の子が声を上げた。どうしよう……この会話に交ざりたくないのに、勝手に仲間にされてる……。

「男になんか興味ないみたいな顔して、やってること不倫なんて、とんだ悪女ですよね」

　同意もできずに、この場からさっさと逃げるタイミングを計っていると、

「それで部長は、今後どうなるの？」

　という問いで固まってしまった。

　……純粋に気になる。経理の船越さんの今後よりも、不倫した部長の行方。私たちの関係がバレた時、鬼の王子はどうなってしまうのか。

「クビらしいですよ」

　宮沢さんは顔色ひとつ変えずに、鏡を見ながら口紅を塗って言った。

　……クビ？　胸がドクンと鳴った。

「当然ですよ。不倫は法律で罰せられるんですよ。会社内の女の子に手を出して、奥さんが乗りこんできたんじゃ、会社もそれ相応の処遇を与えないわけにはいかないでしょう？」

　私は震える唇から、小さな声を出した。

「不倫は犯罪ではないと思うけど……」

「でも、奥さんに訴えられたら、賠償金とか払わなくちゃいけないんでしょ」

「まあ、クビにならなくても、会社にいづらいよね」

　私はそんなに罪深いことをやっているのだろうか。ただ好きなだけなのに。

「深川さんって、浮気とか不倫とか、絶対許せない人でしょ？」

　宮沢さんは私を指さした。なに、この子。私、一応先輩なんだけど。

「え？　いや……まあ……」

　深川さんって潔癖症っぽいもんね～と、周りの子たちが口を揃えた。

　確かに以前の私にとって、不倫は不潔なものだった。周りの迷惑も考えない、自分勝手な行為。そんなことをする人は、人間の恥だとさえ思っていた。動物じゃないんだから、理性で抑えればいいのに……と。

「でも……ふたりは愛し合っていたんじゃない？」

　思わず口に出してしまって、しまったと思った。宮沢さんが嫌悪感を顔いっぱいに広げていたから。

「愛していたらなんでも許されると思ったら大間違いですよ！　奥さんの気持ちはどうなるんですか!?　それに……部長には子供もいたんですよ！　好きだからって理由で子供の心を傷つけてもいいなんて、最低だと思いませんか!?」

　泣きたいくらい、胸にズシンと響く。けれどその一方で、顔を真っ赤にさせながら熱弁する宮沢さんを見て、唖然としてしまっている自分もいた。

　どうしてここまで熱くなるの？

　はっと我に返った宮沢さんは、気まずそうに視線を外した。

「ごめんなさい。深川さんが不倫していたわけじゃないのに。私の父も不倫していたから……つい……」

　みんながシン……と静まり返った。いつも明るくて派手な宮沢さんの意外な一面を知ってしまった。

　奥さんの気持ち……真剣に想像してみたことがあっただろうか。もしも逆の立場になったら、ふたりが憎くて仕方なくなるかもしれない。愛していればなおさら……。

　けれど、どんなに想像してみようとしても、ああ、きっと辛いんだろうなで終わってしまう。〝もしも〟をリアルに考えられない。結局は他人事。バレなければいいと思っている私がいる。




　午後の間中ずっと、宮沢さんの怒った顔が頭から離れなかった。

　不倫は悪……。私は悪女……。そう罵ののしられた気がして……。

　鬼の王子とふたりきりで会っていた時は、ただこの人と一緒にいたい、課長が好き、それだけが頭を占めている。漠然とした切なさはあったけれど、一緒にいられるだけで幸せな気持ちに満たされていた。

　でも、宮沢さんに言われてから、突然色々なことが不安になり、ネットで不倫というワードで検索をしてみた。……わかっていたはずだった。遊びだってこと、この恋は恋なんて綺麗な言葉で包みこんではいけないということ。わかっていたはずなのに、本当は全然わかっていなかったのかもしれない。

　ネットは不倫する女性を罵倒する、悪意に満ちた書きこみで埋め尽くされていた。それを震える指先でスクロールしながら読んでいく。まるで自分に対する悪口が書かれているようで、読めば読むほど傷つくとわかっているのに止まらなくなる。気づけば何時間も似たようなサイトや書きこみを見つけて、貪るように読んでいた。

　結婚している男の人は、家庭を壊す気なんてまったくなく、ただ恋愛ゲーム感覚で楽しんでいる。好きだとか、奥さんとは上手くいってないだとか、そういうことを言えば簡単に騙されて、簡単に身体を許してくれるから、平気で嘘をついて関係を長引かせようとするらしい。

　そうか、私は鬼の王子にとって都合の良さそうな女だったんだ。口が堅そうで、文句も言わず、簡単に抱ける女。そう思われていたんだ。

　悔しくて腹が立つのに、仕方ないかと思っている自分もいた。私も、鬼の王子を利用していた部分がある。彼氏に振られて、寂しくて、男の人の肌が恋しかった。だから、鬼の王子だけを責めることはできないし、なにより私は奥さんを傷つけるようなことをしている。

　普通ならここで、この恋はもう終わらせた方がいいと身を引くべきなのに、私は必死にこの恋を終わらせない方法を考えていた。

　恋なんかじゃない、これは恋愛じゃない。お互い割り切って付き合えばいい。私は冷めた大人の女になろうと思った。そうなりたいと思った。割り切って付き合えないほど好きになっていることはわかっている。それでも、そうなれたなら、鬼の王子と付き合っていける。都合のいい女にされているとわかった時点で、終わらせればいいのに、それができないほど深く鬼の王子にはまっていた。

　まるで、麻薬のように正常な理性を破壊して、どんな言葉も忠告も心に響かないほど鬼の王子に溺れていた。

　それから二日後、鬼の王子から食事に行こうと誘われた時、私は自ら『時間がないのでホテルで会いましょう』とメールを返した。

　自分からホテルに誘うのは生まれて初めてだった。本当は普通の恋人同士のように、駅前や人通りが多いところで待ち合わせをして、楽しく会話をしながら食事をする。そして、少しいいムードになった時に、自然の流れでホテルに行くことが理想だった。

　でも、私は決めていた。割り切った関係になるんだと。すべてわかっているんだと伝えたい気持ちもどこかにあった。鬼の王子のズルさも、偽りの優しさも、私はすべてわかった上であなたに会っているんだと知ってほしい気持ちが。

　だからメールもそっけなく返したし、ホテルで会った時も、嬉しい気持ちを隠して、わざと視線を外して冷たい対応をした。

　好きだからこそ、都合のいい女にされていることが悔しくて、どこか憎くて、鬼の王子を邪険に扱う素振りを見せてしまう。

　本当は、仕事以外で鬼の王子と会うことは少し気恥ずかしくて、嬉しくて、その胸に抱きつきたいと思っているのに、私は壁を作って距離をとっていた。

　そんな私の対応に、鬼の王子は戸惑った様子を見せた。

「なんかあったのか？」

「なにもないですよ」

　私はため息をひとつ零してベッドに腰かけた。

「会社では毎日会っているけど、ふたりきりで会うとまた違う感じがするな」

　鬼の王子は少し照れ臭そうに、私の隣に座った。近づいた距離に、思わず胸がドキドキする。でも私はそれを必死に隠した。

「そうですか、別に変わらないですけど」

　心にもないことを口にする。ふたりで会う時の鬼の王子は、会社での怖いイメージとかけ離れていて、まるで別人と会っているようだと思った。

「早くふたりきりで会いたかった」

　鬼の王子から甘い言葉をかけられる。以前の私なら喜んでいただろうけれど、ネットの書きこみを見てしまった私は素直に喜べない。

　……ただ早くやりたかっただけでしょ。

「深川はそんなに嬉しそうじゃないな」

　少し悲しそうな素振りを見せる鬼の王子。これも計算だってわかってるんだから。

「そんなことないですよ、嬉しいですよ」

　私は冷めた気持ちで言った。こう言えば喜ぶんでしょ。恋愛ゲームがしたいんでしょ。

　鬼の王子は私の言葉に嬉しそうな顔をした。けれどそのあとに、とても言いにくそうな顔をして左手の薬指にはめられている指輪に視線を落とす。

「あのな、この指輪のことなんだけど……」

　私は慌てて言葉を遮さえぎった。実は家庭が上手くいってなくて……なんて既婚者の常じょう套とう句くを聞かされるような気がしたからだ。

「ああ、結婚のことですか。私、全然気にしてませんから。ていうか、むしろ課長が結婚していることの方が都合がいいっていうか」

「……どういうことだ？」

「私、恋愛のあの面倒くさい感じが苦手なんです。だから、ホテル以外ではなるべく会わないことにしませんか？　なるべく早く帰るようにして、お互いの時間を尊重するために休日には会わず、電話やメールも簡潔にしましょう」

　それは、奥さんにバレないようにするために私が勝手に考えたルールで、こう提案すれば鬼の王子は喜んでくれると思っていた。私が我慢すればいい、そう思ったからこその提案だったのに、鬼の王子は不服そうな顔を浮かべている。

「深川がそれでいいならいいんじゃないか」

　投げやりな様子で言われたことに、私は少し傷ついた。鬼の王子にとっては、この方が絶対都合がいいはずなのに。でも、これみよがしに喜んだら私が傷つくと思ったから、心の中ではラッキーだと思っていても、心とは裏腹の態度をとったのかもしれない。もしかしたら奥さんにはバレない絶対の自信があって、恋愛ゲームを楽しみたかったのに予想外の反応をされたから、つまらないと思っているのか。それとも、自分にまったく興味がなさそうだった私を落とせたと思ったのに、意外と自分にハマってなかったことが気に食わないのか。

　理由はどうであれ、私は私のルールを貫き通すことに決めた。それは、鬼の王子と少しでも長く一緒にいたいから。誰かに対する配慮などと偽善の言葉を並べ立てて、結局私は自分のことしか考えていない。鬼の王子をズルい男だと心の中で非難しておきながら、一番ズルいのは私だった。

　そんな自分が、時々とても嫌になる。







第二章










すれ違い




　会うと、人目を避けるようにすぐにホテルに入る。外で食事は取らない。

　そう勧めたのは私。いつどこで知り合いと鉢合わせになるかわからないし、恋人のようにデートをするのが嫌だった。

　私たちは恋人じゃない。鬼の王子には奥さんという本命が存在する。それなのに、愛されていると錯覚してしまいそうで恐かった。これ以上好きになるのが恐かった。

　自分への戒いましめ。この恋は……決して許されるものではない。




「もう帰るのか？」

　ベッドに座ってブラジャーをつけている私に向かって、鬼の王子は名残惜しそうに言った。

「夜が明ける前に帰らないと、また遅刻ギリギリに出社することになりますよ？」

　鬼の王子はなにも言わずに、煙草の煙を深く吸いこんだ。

　寝煙草をする男なんて嫌いなはずだった。ベッドに灰が落ちたらどうするんだと憤ふん慨がいしてしまう。……なのになぜ、彼だけは許してしまうのだろう。

　できることなら嫌いになりたい。たったひとつでも、嫌いなところを見つけたい。

　本当は、このまま寝てしまいたかった。脱ぐと意外とたくましい鬼の王子の胸板に顔を埋め、痺れた身体を指一本動かさずに、朝まで眠ってしまいたかった。

　……けれど、そんなことできない。こんなにしょっちゅう家に帰らなかったら、奥さんが怪しみ出すだろう。

　私の……戒め。

　さっと着替えて、「じゃあまた明日。会社で」と言ってホテルを出た。

　お別れのキスも、甘い言葉のひとつも言わず。

　帰り支度をする気配のない鬼の王子を、ひとりホテルに残して。




「おい島田！　これはなんだ!?」

　午後特有の気だるい空気がオフィスを包む中、鬼の王子の怒号が響いた。

　突然名前を呼ばれた島田君は、肩を一瞬ビクッと上げてからオドオドと鬼の王子のデスクに向かった。みんなの眠気が一気に消え去り、鬼の王子と島田君の行方を心配そうな目で見つめていた。

「この発注書の数字はおかしいだろ!?　計算間違えたんじゃないのか!?」

「いえ！　何度も確認したので、そんなはずは……」

　そう言って島田君は慌てて自分のデスクに戻り、発注書のもとになった書類を取って、鬼の王子に渡した。

　書類を確認する鬼の王子。オフィスにただならぬ緊張感が走る。

「おい……これ去年のデータだぞ」

「え……？」

　島田君は凍りつき、鬼の王子から書類を取って、まつ毛に付きそうなくらい書類を近づける。

　不気味な静寂。書類を顔から離すと、島田君は勢いよく頭を下げて「すみませんでした！」と叫んだ。

「俺が気づかずに発注してたら、どうなっていたと思うんだ」

「はい……すみません」

　頭を下げたまま謝り続ける島田君。

　見ているこちらも胸が締めつけられそうだった。

「……で、これ納品はいつなんだ？」

「……明日です」

「明日ぁ!?　今すぐ発注しないと間に合わないだろうが！」

「……はい。まさか間違っているとは思わなかったので……」

　ふざけんなっ！　鬼の王子がデスクを叩き声を荒らげる。あまりの音の大きさに、みんなも自分が怒られているように身を縮ませた。

「すぐやり直せ！　なんとしてでも今日中にやり直せ！」

　鬼の王子の怒気を帯びた大声が響き渡る。

「ですが……これを作るのに三日近くかかっていまして……」

「それはお前が仕事するのが遅いからだろ!?　いいから早く作り直せ！」

　島田君は半べそ状態で、自分のデスクに戻った。

　短髪で肩幅が広い島田君。学生時代は野球部だったらしく、その時の名残か肌が少し黒い。人懐っこくて少し照れ屋な島田君が、こんな悔しそうな顔をするのを初めて見た。

　鬼の王子が背広を持ち、恐い顔をしてオフィスを飛び出す。ホワイトボードには〝外出〟と書かれていた。




「島田君……」

「はい？」

　顔を上げた島田君の瞳は潤んでいた。男の人の涙には、ドキっとしてしまう。

「手伝うよ。ひとりじゃ大変でしょ？」

　島田君は少し驚いた顔をしてから、悲しそうに首を横に振った。

「俺の……ミスですから」

　視線を下げる島田君。断られても私は食い下がった。

「でも、このままじゃ間に合わないかもしれないよ？」

「深川さんにそんな迷惑かけられないです。自分の仕事もあるのに……。それに、自分のミスは自分ひとりで挽ばん回かいしたいんです」

　島田君の言いたいことはわかる。でも……。

「もし間に合わなかったらどうするの？　こちらの勝手で先方に迷惑がかかるんだよ？　これがきっかけでもうウチとは取引してくれなくなるかもしれないし。今の島田君、強がってるようにしか見えない。頼るのも仕事だよ？」

　私にしては珍しく強めに言った。島田君は私をまっすぐに見つめると、書類の半分を手渡す。

「……お願いします」

　男の人が女の人に頼るのは、きっと勇気がいることなんだろう。それでも頭を下げてお願いしてくれた島田君は偉いと思う。

　ニッコリと微笑み、パソコンと向き合うと、なんだか不思議なデジャヴを感じた。

　さっき私が島田君に言った言葉……。どこかで聞いたことがあるような……。あっ！と口に出しそうになって、慌てて顔を下に向けた。

　そうだ……私が毎回、鬼の王子に叱られていたことだ。

『なんでお前はすぐにひとりで抱えこもうとするんだ！　そんな安いプライドなんて捨てちまえ！』

　……私は鬼の王子のように暴言を吐いたりはしなかったけど。怒られていた時は、あなたには安いプライドに見えるかもしれない、でも私には大事なプライドなのよ、と心の中で反抗していた。

　今ならわかる。鬼の王子が言いたかったことが。

　私は今まで、誰かに頼るのは負けだと思っていた。自分の仕事は無理してでも自分で解決するべきだと思ってやってきた。自分にはそれができると思っていたし、ひとりで解決してこれたと自うぬ惚ぼれていた。

　仕事はひとりでするものじゃないのに。たくさんの人の協力があって、会社は回っていくのに。自分の力だけではどうしようもないこともあるし、誰かの力を借りることで、できることもたくさんある。

　自分本位だった。きっとこういう考え方が、職場で私が孤立する原因だったんだ。それを心配して、誰にも怒られることがなかった私を、あえて鬼の王子はきつく叱ってくれていたんだ。

　今までなにに対して肩肘張って生きてきたんだろう。こんな簡単なことなのに。鬼の王子の見えない優しさに心から感謝した。




　発注書作成は予想以上に大変で、できあがった頃には夜になっていた。

「うわ～。やっと終わった～。すんません深川さん、こんな遅くまで」

　島田君は椅子に座ったまま、大きく伸びをした。

「ううん大丈夫。それより明日、納品間に合わなかったね」

『今日中に終わらせろ！』と言っていた鬼の王子。今日中には終わったけれど、もう就業時間はとうに過ぎている。

　そのことなら、と島田君は嬉しそうに話し出した。

「課長が方々に頭下げに行ってくれて、優先的に運んでくれることになったんです。だから今日中に発注書を完成させれば、明日予定通りにお客さんに届くんですよ。間に合ったんです！」

　そう……だったんだ。あのあとすぐに出かけたのはそういう理由だったんだ。

「いやぁ、俺もう課長に頭上がらないっすよ～」と言いながら、島田君は頭をかき、まんざらでもなさそうな顔で笑った。

「島田君は今日、あんなに課長から怒鳴られたのに、怒ってないの？」

「怒る!?　まさか！」と言って島田君は否定した。

「課長は厳しいけど、言ってること正しいし、褒める時はすんげ～褒めてくれるんすよ！　だから課長を嫌っている人なんて、いないんじゃないですかね？」

　男の人からも支持されていたんだ。私はてっきり、厳しいしモテるから、うとまれていると思ってた。

「なんせ鬼の王子ですからね～！　アメとムチを使いこなす天才！」

　自分の好きな人が同性から褒められているのを聞くのは嬉しい。自然と顔に笑みがこぼれる。その表情を見た島田君が不安そうに「深川さんも鬼の王子ファンですか？」と言った。

　私は「まさか！」と言って、手と頭を横に勢いよく振って否定した。

「そうですよね、課長は既婚者ですもんね」

　と安堵の表情を浮かべて微笑む島田君。胸がズキンと痛んだ。

　既婚者が相手でも恋はするんだよ……。

「そうそう、課長、直帰しないで、会社に戻ってくるらしいですよ」

「え？　そうなんだ、もう遅いのに」

「発注書の確認に来るんじゃないですか？　俺、信用されてね～」

　当然か、とケラケラ笑う島田君。一時は目に涙を浮かべるほど落ちこんでいたのに、もう立ち直っている。

　いいなぁ、こういう性格。私だったら、家に帰ってもしばらく引きずって落ちこんでしまう。

「お礼にこれから一杯どうですか？って言いたいところだけど……」

「え？」

「課長より先に帰るわけにいかないんで、とりあえず今日は自販のジュースで勘弁して下さい」

　とりあえず今日は……という言葉が引っかかったけれど、喜んでご馳走になることにした。




　廊下に出ると真っ暗だった。「なんかお化け屋敷みたいっすね」と島田君が笑う。廊下の電気を探していると、島田君が私の手を取って、面倒くさいからこのまま行きましょうと声をかけてきた。

　狭くて真っ暗な廊下を、手を繋いでゆっくりと歩く。このドキドキが手を繋いだことによるものか、暗くて恐いからなのかはわからなかった。

　ただ、島田君の手は、鬼の王子よりもがっしりとしていて、指が太くて大きいということだけはわかった。

　自動販売機が置かれている場所には、休むためのソファが置いてある。異なるメーカーの自動販売機が三つ並んでいて、照明が消されていてもそこだけは明るかった。

「なににします？」

「あ……じゃあコーヒーで」

　島田君は同じコーヒーをふたつ買うと、「座りますか」と言って一本のコーヒーを私に手渡した。

　私は意図してソファの端に座ったのだけれど、島田君は私との距離を空けずに座る。太ももが触れ合う。自動販売機からこぼれる明かりだけが頼りで、島田君の表情は、はっきりとは見えない。

　プシュ……。ゴクリ。

　コーヒーが喉を通る音がやけに大きく聞こえて、気まずさを感じた。

「深川さんって……彼氏いるんですか？」

　突然の問いにむせてしまうかと思ったけれど、なんとかこらえる。

「いや……いないけど……」

〝彼氏〟はいない。嘘は言っていない。

「じゃあ俺、立候補してもいいですか？」

　ゴクン……。コーヒーを飲む音が静かな廊下に響き渡った。

「え、えぇ？」

　過度の動揺と恥ずかしさで変な声になってしまった。立候補？　これって……告白？

「俺、真剣です。今はまだ頼りないかもしれないけど、仕事もすげ～頑張るんで。深川さんを守れるくらい強くなるんで……」

「いや……あの……」

　島田君の顔が見られなかった。あまりにも真剣で熱い気持ちが伝わってきて……。

　このまま不倫を続けていくより、健全な恋愛で幸せになった方がいいに決まっている。今の辛い恋よりも、安定した恋を選んだ方がいいに決まっている。でも……。

「あ、私……」

　うつむいていた顔を上げ島田君の方を見ると、両腕をガシリとつかまれた。

　真剣な瞳……。その瞳が瞼によって閉じられ、ゆっくりと近づいてくる。

　え……？　え……!?　えぇ～!?

　拒むこともできず、どうしようかあたふたしているうちに、顔はどんどん近づいてきた。

「ちょ……まっ……」

　顔を背け、キスを拒否すると、今度は強く抱きしめられ、有無を言わさず唇を押しつけられる。

「ん……っ！」

　最初は少し抵抗していたけれど、抱きしめられた胸が温かくて、いつしか身体を預けていた。

　なんだか……ほっとする。鬼の王子のようにドキドキはしないけれど。こんなキスも悪くないなぁと思ってしまう。

　唇が離れ、ゆっくりと目を開けると、島田君の目が見開いていた。

「……課長っ！」

　……えっ!?

　驚いて後ろを振り向くと、無表情で扉から顔を出す鬼の王子の姿があった。私は慌てて島田君から離れるようにソファから立ち上がった。

　見られた？　見られたよね!?　心臓がうるさいほど悲鳴を上げていた。鬼の王子の顔が恐くて見られない。どうしよう……なんて言い訳すれば……。

「課長……あの……」

　島田君が気まずそうに目を泳がせていると、いつもとまったく変わらない口調で言った。

「発注書できあがったんだろ？　早く見せろ」

　島田君は気にしていない様子に安心して、すぐに気持ちを切り替えたようだった。

「はい！　こちらです」

　島田君が先導するように、暗い廊下を歩いていく。鬼の王子も平然と島田君のあとに続く。

　その瞬間、鬼の王子の足がふと止まった。

　ゆっくりと振り返ると、優しい口調で「深川、気をつけて帰れよ」と、そう口にした。




　涙が出そうになった。嬉しかったのではない。悲しかった。

　私と島田君がキスをしている現場を見ても、態度を変えることのない鬼の王子。それはまるで……私に対して興味などないと言われているようで……。

　見てなかったの？　ううん、そんなはずない。じゃあ、なんで？　なんで……？




　誰もいなくなった廊下でひとり、ぼーっと佇たたずんでいる私。自然と涙が頬を伝っていた。……理由はわかっている。

　鬼の王子は結婚しているから。私を怒る権利なんてない。私は……愛されてすらいなかったんだ……。










閉ざされた心




　帰路の途中で、スマホが鳴った。

　画面を見て発信者が鬼の王子だとわかると、いつもは嬉しくてドキドキしているのに、今の私は空虚な気持ちでメールを開いた。

『いつものホテルで会おう』

　胸がざわついた。どうして今日？　もう夜も遅いし、明日も会社はあるのに。

　やっぱりキスしていたことについて追及されるのだろうか？　けれど私を非難する権利なんてない。私が誰と付き合おうが、誰とキスしようが、誰と寝ようが……。鬼の王子には私を束縛する権利なんてない！

　いつもなら逸はやる気持ちを抑えられなくて急いでホテルへと向かうのに、私はゆっくりゆっくりと歩いた。彼に対する、怒りにも似た感情を押し殺しながら。




　指定された部屋番号の扉をノックすると、鬼の王子が怒った表情でドアを開けて、私の手をぐいとつかんで中に入れた。

「痛っ……」

　本当はあまり痛くなかったけれど、反抗心から口に出た。壁に私を押しつけて、睨みつけるように直視する。

「島田とはどういう関係なんだ？」

　……なんだ、やっぱり怒ってたんだ。怒ってるのに冷静な顔していたんだ。私との関係がバレないように……。

「別に……なにも……」

　ズルい。

　顔をそらして言った。結局、あなたは自分が一番かわいいのよ。怒りと悲しみがふつふつと湧いてくる。

「なにもない相手とキスするのか？」

「……」

　私は嘘は言ってない。島田君とはなにもない。あれは半ば強引なキスだった。けれど私は、そのことを鬼の王子に言う気にはなれなかった。

　視線を合わせようとしない私に、大きなため息をつく。

「こんな猫みたいに気まぐれな女なのに、なんで離したくないんだろう」

　自嘲するように言った姿に無性に腹が立つ。……好きな時に抱ける都合のいい女を、離したくないだけでしょ？

「俺、よっぽどお前にまいってるみたいだ」

　……嘘つき。奥さんがいるくせに。

　鬼の王子は力強く唇を押しつけ、「消毒だ」と言って貪るようにキスをした。

　シャワー浴びてないから嫌だと言ったのに、強引に服を脱がされる。

「ダメだ、お仕置きだ」

　……なにがお仕置きよ。自分勝手でわがままなだけじゃない。

　それでも身体がこんなにも熱くなってしまうのは、鬼の王子が好きだから。どうしようもなく……好きだから。

　いくらけなしたって、嫌いになろうとしたって拒むことなんてできない。たとえ薬指に指輪がはめられている手で触られても、私は啼なくことしかできないんだ。憎たらしいくらい愛してしまった。すべての常識や理性を破壊してしまうくらい。

　あなたを好きすぎて憎いと思う私は……狂気でしょうか？




　ただ好きなだけなのに……。そんなことを言ったって、誰も同意はしてくれないだろう。

　鬼の王子を本気で好きになってしまったのは、いつからだろうか。

　キスをされた日？　初めて身体を重ねた、あの雨の夜？　それとも……。

　最低な男だと思うのに、嫌いになれない。むしろどんどん好きになっていく。冷徹な仕事人間だと思っていたのに、本当は周りをよく見ていて、細かな気配りをしている。叱る人間がいないから、あえて自分が嫌われ役を買って出た。

　私を叱っていたのも、もっと周りと仲よくやってもらいたかったためだろう。口調は厳しくても、本当はとても優しい。ああ見えて結構甘えん坊で、私がそっけない態度を取ると寂しそうな顔をする。

　そんな彼が、愛おしくてたまらない。好きになりすぎて、おかしくなりそうだった。彼の左手の薬指が憎い。彼を束縛するものが憎い。

　一度だけ、揺れるベッドの上で言われた「好きだ」という言葉。私はそれに対して、聞こえないふりをした。

　……好き？　どれくらい好き？　私のなにが好き？　奥さんよりも好き？　奥さんはどんな人？　奥さんとはどこで出会ったの？　子供はいるの？　家でのあなたはどんな顔をしているの？

　ねぇ……奥さんのこと、愛してる？

　聞けない質問は、胸の内に溜まっていくばかり。なにひとつ聞けない。聞きたくない。困らせたくないから、好きなことを隠している。あなたとは遊びなの、こんなこと慣れてるわ、と慣れない大人の女ぶってみる。

　今の関係を早く終わらせて、〝健全な〟新しい恋をしたいと思っていても、今の関係のままでいいから繋がっていたいと渇望している自分がいる。

　結局、島田君には「好きな人がいるから」と言って断ってしまった。島田君は寂しい目をして「ですよね～」と言って、いつもの明るい笑顔を見せた。ズキンと胸が痛みながらも、いつも通りの笑顔を向けてくれる島田君の優しさが嬉しかった。




　私はきっと、選択を間違えている。切るべきなのは鬼の王子の方なのに……。

　バカなことをしているとはわかっている。自分を傷つけているだけなんて、百も承知。倫理的に許されない恋だということも。誰にも応援してもらえない、孤独な恋ということも。

　わかっている……それでも、愛している。










砂時計




「旅行に行かないか？」

　ベッドから起き上がり、帰り支度をする私の背中に向かって、投げかけられた言葉。

「旅行、ですか？」

　振り向くと、鬼の王子はベッドに横になりながら、無邪気な笑顔を見せていた。

「そう。今度の週末、仙台に出張が入ったんだ。金曜の夜に軽い接待があって、そのままビジネスホテルに泊まることになってるから、土曜に仙台観光して日曜に帰れば、問題ないだろ？」

　旅費は全部俺が払うからさ、と鬼の王子は付け足した。

　旅行……。私たちのことを誰も知らない所に行って、一日中一緒にいられるのはとても素敵なことに思えた。もとから出張が入っているなら、奥さんに嘘がつきやすいし、バレる心配も少ない。私はふた呼吸置いてから、「行きます」と返事をした。

　鬼の王子は嬉しそうに頬を緩めると、私の手を引っ張って抱き寄せた。

　ベッドに横になりながら、鬼の王子の胸に耳を寄せる。本当は帰りたくなんてない。このまま一緒にいたい。できることなら、ずっと一緒に。

「土曜の朝に来る？　それとも金曜の夜に来る？」

「仙台だったら新幹線で二時間弱くらいですよね？　金曜の夜に接待があるなら、私が仕事終わりで向かえば、ちょうどいいかもしれません」

　少しでも長く鬼の王子の側にいたかった。一回でも多くの朝を共に迎えたかった。

「向こうでなにする？」

「……温泉、とか？」

「温泉か、いいね」

　不倫旅行といったら温泉かなと思ってなんとなく口に出しただけなのに、呆あっ気けなく決定してしまった。ベタだろうがなんだろうが、鬼の王子と一緒にいられるならそれでいい。

　鬼の王子は、目を細めながら私の頭を撫でた。頬に感じる鬼の王子の胸板の体温。鼓動も、肌の感触も、匂いも、すべてが愛おしくて、切なかった。

　週末になれば、このまま瞳を閉じて眠ることもできるんだ。そう思うと、待ち遠しくて、嬉しくて、心が躍った。

　胸板に軽くキスを落とす。

　好きだと言えない私から送る、精一杯の愛情表現。




　新幹線はがら空きだった。窓の外を覗いても、真っ暗で風景はまったく見えない。窓ガラスが黒い鏡となって私を映す。やたら長いトンネルを抜けながら、頬杖をついて自分を見るのは退屈だった。

　嬉しいのにどうしてだろう。まるで夜逃げや家出をしてきたような気分。

　静かな車内に、墨汁で塗りつぶしたような黒塗りの窓ガラス。きつく唇を閉じた私は、どこか寂しげだった。




　仙台駅の改札を出ると、鬼の王子が壁に寄りかかって待っていてくれた。私を見つけ、笑顔になってくれた鬼の王子のもとに、急いで駆け寄る。

「接待はどうしたんですか？」

「もう終わったよ」

　吐く息に、少しだけお酒の匂いが混じっていた。ちょっと詰めこみすぎてしまった私の大きなボストンバッグを、鬼の王子が持ってくれる。

　隣を歩くと、なんだか胸がくすぐったかった。

　ここには私たちを知る人は誰もいない。閑散とした夜の駅構内を並んで歩く。空気が少しだけ、軽く感じられた。

　仙台駅からほど近いビジネスホテルに、鬼の王子は入っていった。

　いつものホテルとは違う、縦長の簡素なホテル。細長くて大きいルームキーをロビーで受け取り、パソコン数台が置かれている机と、自動販売機が置かれている廊下を渡って、エレベーターに乗りこむ。

　キョロキョロと落ち着かずに辺りを見回している私を見て、鬼の王子は「もしかしてビジネスホテル初めて？」と言った。

「はい。私は出張することなんてないですから。でもビジネスホテルって、ホテルとそんなに変わらないんですね」

「それはどうだろう。部屋を見ても驚かないでくれよ」

　鬼の王子は困ったように笑うと、ルームキーを差しこんだ。

　驚くなと言われたのに、ちょっとだけ驚いてしまう。余計なものはなにひとつないシンプルな造り。ベッドが二台と、書斎に置かれるような机の上に、小さなテレビと電気ポットが置かれていた。

　この部屋は清潔だけど窮屈な感じがする。似ているようでやっぱり違う。これがビジネスホテルかと感心した。

「狭いだろ？　嫌なら別のホテル取ろうか？」

「全然大丈夫です！　むしろ、新鮮で楽しいです」

「ビジネスホテルが新鮮か。もしかして深川家って金持ち？」

「まさか。普通の一般家庭ですよ。ただ、内向的だったから世間をあまり知らないんです」

　外に出ることを嫌がって、狭い世界で自分たちの価値観だけがすべてだと、それを私に押しつけた両親。井の中の蛙、大海を知らず。まさにこの言葉がぴったりな、そんなふたり。

　私は嫌な思い出に、そっと蓋を閉めた。

「いつもツインに泊まってるんですか？」

　私は話題を変えた。

「そうだなぁ、シングルの時もあるけど、ツインの方が多いかな。ビジネスホテルのシングルって牢獄みたいに狭いんだよ。だからお偉いさん方は嫌がるの。わがままだよなぁ、会社の経費なのに」

「でも課長だって、いつもツインに泊まっているんでしょ？」

「そう。お偉いさん方のわがままの恩恵に、ありがたくあずかってるわけ」

　屈託なく笑う顔は、いつものオフィスでの恐い表情からは想像ができないほど優しさで満ちていた。いつものホテルで見せる、少しだけ寂しげで威圧的な態度ともまた違う。場所が変わるだけで、距離が縮まった気がした。

　お互いとても自然に素になれる。狭い部屋の中で感じる解放感。

　東京から離れている時くらい、罪を忘れていいですか？




　ベッドがふたつあるのに、わざわざシングル用の狭いベッドでふたり横になった。私が鬼の王子の胸板に頬を寄せると、鬼の王子が私の肩を抱きしめる。とても安心して、幸せを感じた。

　不倫に幸せなんてあるはずがないと思っていた。でも私は今、たしかに幸せを感じていた。

「明日どこ行く？　俺ちょっと調べてたんだけどさ……」

　そう言って、鬼の王子は一冊の旅行専門雑誌を取り出した。

「その雑誌、私も買いました！」

　起き上がってバッグから雑誌を取り出すと、黄色い表紙の同じ雑誌が並んだ。

「お～、偶然だなぁ」

　宮城の観光名所が紹介されている雑誌は書店に何種類も並んでいたのに、同じ雑誌を選んでいたことが嬉しかった。同じ雑誌を読みながら、同じ気持ちを持ってページをめくっていたらいいなと思う。

　私はすごく楽しみにしていたから。

「宮城っていったら牛タンだろ？　昼飯、ここがいいんじゃないかと思うんだけど」

　鬼の王子が指をさした店舗を見て、私は声をあげた。

「あ～！　私もここがいいなと思って印つけてたんです！」

　私は三角に折ったページを開いて、赤ペンで丸をつけた牛タン定食を見せた。

　牛タン特集で同じページに数店舗牛タンの写真が載っているにもかかわらず、同じお店に目をつけていたことに、私たちは目を合わせて、ぷっと笑い出した。

「好み一緒だな、俺ら」

　笑いながら何気なく発せられたひと言が、とても嬉しかった。返す言葉も見つからないほど。

　鬼の王子はベッドに横になりながら、雑誌を楽しそうにめくっている。

　そんな横顔を見つめながら、さっき放たれた言葉の余韻に浸っていた。

「どした？」

　鬼の王子が首を傾げる。好みが一緒だなと言われたくらいで、泣きたくなるほど嬉しかっただなんて知ったら、呆れるだろうか。

　少し涙目になった顔を見られたくなくて、勢いよくベッドにダイブして鬼の王子の横に寝転がると、ベッドが揺れた。

「うおっ！　弾き飛ばされるかと思った」

「ちょっと揺れただけです！」

　怒った顔の私に、鬼の王子は軽いキスを落とした。

　おでこを寄せ合いながら、笑い合う。それから少しふざけた冗談を言ったり、一緒に明日観光する場所をああだこうだ言い合ったりして。狭いベッドの上で肩を寄せ合って、笑いながら雑誌のページを指さす。

　鬼の王子と一緒にいる時間に、明日も楽しみだと思うのは初めてだった。こんなささいな時間さえも大切に感じる。

　この日のセックスは、子供がじゃれ合うようなものだった。小鳥が啄ついばむようにキスをして、身体を触られると、くすぐったくって笑ってしまった。私が笑っても、鬼の王子は嫌な顔することなく、むしろ私をからかうように、わざと脇の下や背中など、くすぐったい所を重点的に責めてきた。

　笑い声が、だんだん啼き声に変わっていく。すると、鬼の王子の瞳が鋭くなり、私の身体を支配していく。思わずのけぞった私の背中を抱えられ、胸の先端を甘噛みされると、痛みにも似た痺れるような刺激に、甲高い声がベッドの上に響いた。

　私たちは、結局ひとつのベッドで眠った。

　狭くてとても窮屈だけれど、抱きしめ合いながら寝るのは私がずっと夢見ていたことだった。鬼の王子の吐息を聞き、鬼の王子の肌の感触を味わいながら寝られる。大好きな人が隣にいてくれることは、当たり前なんかじゃない。とても贅沢なことなんだ。いつも当たり前のように恋人がいた私は、そんなことに気づくことさえなかった。

　刹那的な幸せは、幸せの濃度を濃くする。限られた時間の中で、限られた幸せを噛みしめた。




　翌日、少し早めにお店に行ったにもかかわらず、もう行列ができていた。慌てて行列に参加して席を待つ。

　仙台駅構内にある『牛たん通り』と呼ばれるその通りは、名前のごとく牛タン屋が軒を連ねている。宮城は牡か蠣きやフカヒレなど海の幸がおいしいことでも知られているので、牛タン屋の他に寿司屋などもあるそこは、いつも観光客で賑わっているらしい。

　そのうちに、思ったよりも早く店内に入ることができた。

　活気ある店内で、とりあえず雑誌に載っていた牛タン定食を注文した。なんだかワクワクして落ち着かない。楽しみにしていて朝食をわざわざ抜いていたので、お腹も、いつ鳴り出してもおかしくなかった。

　必死に腹筋に力を入れて鳴らないように我慢していると、ぐきゅるるるというなんともかわいらしい音が聞こえた。

　やばっ！　鳴っちゃった！と動揺してお腹を押さえると、目の前の鬼の王子が耳を赤く染めながら「すまん」とひと言呟つぶやいた。ばつが悪そうに、人差し指で頬をポリポリかきながら、目を泳がせている鬼の王子を見て、思わずぷっと吹き出してしまう。その途端、腹筋の力が緩まり、きゅるるるる、となんとも間の抜けた音が響いた。

　鬼の王子は一瞬なにが起こったかわからないといった顔で固まり、音を出したのが誰なのか気づくと、豪快に笑った。

「もう、笑わないでくださいよ！」

「お前だって笑っただろう。あ、やばい、笑うとまた腹が鳴る」

　私たちはお腹を押さえて、おでこを寄せて囁き合う。

「俺ら、恥ずかしいな」

「ですね」

　そしてまた、ふたりで笑い合う。両手でお腹を押さえながら額を寄せ合って笑うふたりに、他のお客たちはなにがそんなにおかしいのだろうと小首を傾げた。

　気のよさそうな柔にゅう和わな顔をしたおばさんによって運ばれてきた牛タンを見て、鬼の王子と私は一瞬目を丸くした。

「これ、牛タン？」

　思わず鬼の王子が呟いてしまったのも無理はない。写真である程度の想像はついていたけれど、実物を見るのとでは全然違う。まるでステーキのように分厚い肉は、いつも焼肉屋で食べているペラペラのスライスされた肉とは似ても似つかない風貌だった。

　あまりの分厚さに噛み切れるかなと思いながら、恐るおそる口にしてみたら、とろけるような柔らかさにびっくりした。

「えっ!?　これが牛タン!?」

　私も思わず声に出してしまう。分厚く切られた牛タンは、おそらくホルモンのようにコリコリしているのだろうと思っていたのに、ステーキよりも柔らかい食感に度肝を抜かれた。

「俺たちが今まで食べていた牛タンってなに？　別物？」

「これが本場なんですかねぇ」

　すっかり感心しながら、ほのぼのとした空気が包む。土地柄なのかなんなのか、すっかり毒気が抜かれたようにゆったりとした時間が流れ、心もお腹も満たされていくのを感じた。

「いい所だな」

　お店を出ると、鬼の王子は独り言のように呟いた。そして私たちは、ごく自然に手を繋ぎながら歩き出した。




　松島へ行き、遊覧船に乗る。潮の匂いと、趣のある松の木が、とてもしっくりと心に入った。

　日本三景といわれる松島の景色は、絢けん爛らん豪ごう華かで圧倒されるような類のものではなかった。優雅でしっとりとした、わびさびの世界だ。

　余計な装飾はいらない。素のまま、ありのままを受け入れて、その美を最大限に褒め称えている、そんな気がした。

　潮気を含んだ風が髪を揺らす。船の欄干に腕をかけながら、鬼の王子はじっと松の木を見つめていた。横顔がとても美しいと思った。

　あまりにも整ったその顔は、今まで出会ったどんな男の人よりもかっこよかった。思わずシャッターを押すと、カメラに気づいて振り向いた鬼の王子が少し困ったような表情を浮かべている。

「すみません。写真撮られるの、嫌いですか？」

「ひとりで写るのはね。昔よく盗撮されて、それを勝手に売られたりしたから」

　その言葉は、鬼の王子が昔からどれほど人気があったのか窺うかがい知るのに十分な表現だった。気の毒ではあるけれど、身近にこんなかっこいい人がいたら、写真に収めたい気持ちもわからないでもない。

　ＣＤジャケットのようによく撮れた横顔を、もったいないと思う気持ちと戦いながら消去しようとすると、腕をつかまれ、横に立たされる。

「でも、ふたりで写るのは大歓迎だ」

　鬼の王子はにこやかに顔をほころばせると、腕を伸ばしてふたりの顔が写るように顔を近づけた。

「ふたりで写ってもいいんですか？」

「当たり前だろ？」

　遠慮している私に、当然のように微笑んだ。もし、写真を奥さんに見られたら……。喉まで出かかった言葉を飲みこむ。今日は、そのことは考えないようにしようって決めたんだ。

　私は鬼の王子の肩に頭を寄せる。撮った写真を液晶画面に表示させると、そこに写っているのは幸せそうに微笑むふたり。

　まるで本当の恋人同士のようだった。

　人目を盗んで、こっそりとキスをした。潮気ある風に濡れた唇は、ちょっぴりしょっぱくて。その味を味わうように、何度も何度もキスをする。途中から人に見られても構わないという気になった。ここには、私たちを知る人は誰もいない。そう思うと、いつもより大胆になれた。

　私たちの背景には、目の覚めるような濃い緑色の松の葉が、さやさやと音を立てて風になびいていた。




　遊覧船に乗ったあと、ゆっくりとした足取りで仏閣を歩いていた。

　緑の匂い、土の匂い。木々の間からこぼれるように降り注ぐ柔らかな日差し。こんなに穏やかな気持ちになれたのは久しぶりだったのに、どうしても無邪気に心から楽しむことはできない自分に気がついた。重たい鉛のようなものが心にどっしりと居座っている。理由はもちろん……わかっている。どうしても暗く重たい鉛のような影は、私から離れてはくれず。その影を見ないように細心の注意を払っていたけれど、注意をし続けていることが実は、常に縛られていることに気づいていなかった。

　ふと、梅の木に囲まれている墓碑に足を止める。

　小こ太た郎ろう、紅こう蓮れん尼にと名前が並んでいて、その下に比ひ翼よく塚づかと彫られてあった。

　ここが……、と思わず心の声が唇からこぼれそうになる。すると、足を止めた私の視線の先に比翼塚を発見した鬼の王子が、驚くような記憶力で墓碑が建てられた悲恋の話を語り出した。

「昔、観音様の申し子だと噂されるほど、賢く容姿も優れていた小太郎は、商人の娘と結婚の約束をしたそうだ。でも、小太郎は死んでしまっていて、それを知らずに嫁いできた娘は、夫妻に帰るように勧められたけれど、結局、嫁として松島に残った。夫妻に尽くし、彼らが亡くなったあと、娘は髪をおろして紅蓮尼となった。ふたりの墓碑は別々の場所にあったけれど、六百四十余年を過ぎても一緒になれないふたりを、せめて同じ場所に墓碑を並べてあげたいと、紅蓮尼と小太郎の比翼塚が建てられたそうだ」

　感心し目を見張る私に、「……って観光雑誌に書いてあった」とまるで昔から知っていたかのように話した鬼の王子が、照れ臭そうに手の内を明かした。実は私もその部分を読んでいたのだけれど、ここまで詳細に覚えていた鬼の王子はすごい。一読しただけで、ほとんど完璧にストーリーを言えちゃうなんて。

「悲しい話だけど、なんだか心温まるよなぁ」

　鬼の王子の澄んだ眼差しが、墓碑に向けられる。

　この世では結ばれなくても来世で結ばれるように。そんな願いが込められた比翼塚。私は愚かにも自分を重ねてしまった。

　この世では結婚できなくても、来世では……。鬼の王子の相手は、もう存在するのに。邪魔をしているのは私なのに。それでも。

　私はこの墓碑に願わずにはいられない。いつか鬼の王子と、比翼の鳥となって空を羽ばたきたい。誰にも咎とがめられることなく、自由に大空を。




　その時、すくい上げるような風が躍って、梅の芳潤な香りが身体を包み、髪の毛を揺らした。解ほどけた真珠のネックレスのようにパラパラと香りは拡散していき、やがて土に溶けこんでいった。

　繋いだ手と手。鬼の王子の左手にはなにもはめられていなかった。けれど、目を凝らさなければ見えないくらい薄く、ぼんやりとした、日焼けによって白く残った指輪の痕があることに、私は目ざとく気づいてしまっていた。




　比翼塚をあとにした私たちは大きな本堂へ向かい、参拝することに。合掌し、目を閉じると、ある想いが湧き上がってきた。

　……ごめんなさい。

　誰に対する謝罪なのかは、自分でもわからない。ただ自然と溢れ出るように、心の中で謝っていた。

　……もしも罰を受けるなら、私ひとりだけにしてください。

　会社のトイレで聞いた噂話を思い浮かべていた。不倫したグループ会社の部長と経理の女の子の末路。こんなこと、神様仏様が願いを聞いてくれるわけがない。でも、願わずにはいられなかった。

　……好きなんです。ごめんなさい。

　泣きたくなった。すがりついて、誰かに許してもらいたかった。

　瞼を上げると、鬼の王子が包みこむような優しい笑顔を向けてくれていた。それだけで、救われた気がした。

「真剣に祈ってたな。なに、お願いしたんだ？」

「……秘密です」

　子供のように不満げな顔を隠そうとせず、むぅとした顔を見せる鬼の王子。愛おしくてたまらない。

「そうだ、おみくじ引きましょ」

　鬼の王子の手を取って引っ張るように歩き出すと、鬼の王子はやれやれといった顔をして歩き出した。

　受付の横に、お守りやパンフレットが売られている小さな売店があった。そこに、ひと際目を引く大きなだるまがひとつ、どっしりと座っていた。穴が空いているだるまの頭の中を覗くと、小さなだるまがびっしりと入っている。このだるまがおみくじらしい。どの子にしようか選んでいると、一体のだるまと目が合う。だるまは手作りなのか、ひとつひとつ顔が微妙に異なっていて、私と目が合っただるまは、たくさんいるだるまの中でもとても恐い顔をしていた。眉間に皺を寄せている顔が、オフィスでの鬼の王子の顔と重なって、私はこのだるまを選んだ。

　小さなだるまのお尻におみくじが入っていて、私はそのおみくじを引っ張り出すと、紙を広げた。氷のように固まった私の手のひらに広げられたおみくじを、鬼の王子が覗きこむ。

　鬼の王子は目を丸めて驚くと、なにも言わずにポンポンと私の肩を叩いた。その肩が小刻みに震えていて、笑いを必死に押し殺しているのがわかる。

　……大凶って。

　これを引く方がかえって難しいんじゃないの!?　あ、あ、ありえない!!

　真っ青になっている私に、鬼の王子は言った。

「まあ……ぷっ……うん、ゴホッ。これ以上悪くなることはないから、逆にいいんじゃないか？　捉え方次第だな、うん」

　笑いを必死に噛み殺している鬼の王子に励まされても、全然心に入ってこない。だ、大凶……。

「課長はどうだったんですか!?」

　語気に怒りを含んで鬼の王子のおみくじを見ると、今度は私が目を見張ってしまった。

「……大吉って」

　思わず零れた私の言葉に、鬼の王子は気まずそうに目を泳がせた。

　な、なにこの違い。天と地、月とすっぽん、天国と地獄!?　おみくじを持ちながらわなわなと震えている私を見て、鬼の王子は慌てて私を励ました。

「でも、ほら。中身読んでみろよ。意外といいこと書いてあるぞ。それに比べて俺のは――このみくじにあたる人は、人の上に立つ身分なり。ただし災い起こるとも自身気づかざるときは、のぞみ事叶わず。よく信心してつつしみあるべし――だってよ。なんだよ〝のぞみ事叶わず〟って」

　鬼の王子に言われて、中身をじっくり読んでみた。

『よろこび事、おそくあり。のぞみ事、叶う』

　たしかにいいことは書いてあるけど、それは大凶だからあんまり気を落とさないための優しさなのでは？　おみくじにも気を遣ってもらってる私って……。

『考えすぎは災い事まねく。正直にして信じるべし』

　大凶ばかりに気を取られていた私は、お互いのおみくじに書いてあった大事な箇所を軽い気持ちで見過ごしていたのだった。




　そして、大凶の余波は思わぬところで不運を招いた。やっぱり不倫しているのにお参りに来たことで神仏を怒らせちゃったのかな。

　大凶のおみくじのことばかり考えていたら、私はうっかり足を踏み外した。あっと思った時は空を見上げていて、その一瞬のちに、小さな池に大きな水しぶきがあがった。

　ふくらはぎほどの水量しかない池にお尻から飛びこんだ私に、鬼の王子は一瞬真っ青な顔をして、それから私の無事がわかると、見事なほど豪快に笑い出した。濡れたのは背中からお尻にかけてだけで、どこも怪我なんてしてないし、池もかなり浅かったのが不幸中の幸いなのだけれど。鬼の王子が気持ちいいくらい豪快に笑うので、恥ずかしいとかそういう気持ちはすっ飛び、顔を赤くして「もう、笑わないでくださいっ！」と怒鳴りつけていた。




　予約していた旅館に濡れた身体のまま行くと、女将さんが目を丸めて驚いていた。鬼の王子のジャケットを借りてふてくされている私の横で、鬼の王子が私の身に降りかかった不幸について説明すると、女将さんもこらえきれずに笑い出した。

　……もういいよ。存分に笑ってちょうだい。変に同情される方が悲しくなる。

　露天風呂を備えた客室を予約していた私たちは、すぐに温泉に入った。旅館名物だという露天風呂は、檜ひのきの香りが心地よく、竹藪や、盆栽ほどの小さな松の木が植えられている。部屋からも一望できる海の景色がふたりだけのもののようで、とても贅沢な気持ちになった。

　最初は鬼の王子に後ろから抱きしめられながら、肩まで浸かっていたのだけれど、外の雄大な景色にだんだん開放的な気分になってきた。

「おいで」

　鬼の王子が自分の膝を軽く叩く。誘われるがままに、その膝に座る。向き合うと、ほんの少しだけ私の顔が彼よりも高い位置にあるので、前髪がしっとりと濡れた、その色気ある美しい顔をじっくりと見ることができた。鬼の王子は上目遣いで私を見つめた。そして、そっと濡れた指先で私の髪を撫でる。

「寒くないか？」

「いいえ、大丈夫です」

　背中に冷たい夜風が当たっていた。そんなこと気に留まらないくらい、私の身体の奥が熱くなっていく。鬼の王子の顔を両手で挟むようにして、上からキスを落とした。いつもとは逆の立ち位置。それが新鮮で、私はどんどん大胆になる。

　息もできないほど深いキスをしているのに、鬼の王子は私の背中が夜風に当たっていることを心配してか、お湯をすくって撫でるように背中にかける。その指の動きが、さらに私を刺激して、のけぞるようにして浴槽の縁に身体を預けた。すると今度は冷たい外気が胸をさらう。おおいかぶさった鬼の王子は、私が心の中で求める通りの強引さで激しく唇を重ね合わせ、胸をもみ上げた。

「あっ……」

　思わず声が漏れると、鬼の王子は唇を首筋に移動し、そして顔を胸にうずめた。頭の芯が痺れるような甘い刺激に酔いしれる。遠くの方で、波しぶきの音がした。

「続きはあとでたっぷりさせてくれよ」

　鬼の王子が妖艶な微笑を浮かべ、私の身体から離れる。そして呪じゅ縛ばくが解けたように冷静になった私は、自分がした行為を思い出して顔が赤くなった。私の身体を心配してくれたから鬼の王子はあそこで止めてくれたけど、もしあのまま続けていたら、最後までしてしまったかもしれない。外でそんなことをしてしまいそうになった自分自身が信じられなくもあり、恥ずかしかった。




　露天風呂から上がると、ブルッと嫌な寒気がした。

　池に落ちた時、予想以上に身体を冷やしていたのか、上がったあとも芯が冷えているようで、寒くて仕方がなかった。

　でも浴衣ゆかたの中に分厚いインナーを着るのは、なんだか色気に欠けると思って我慢。キャミソールを着るのもやめた。

　これもいけなかった。

　薄い浴衣一枚で、頭がガンガン鳴っているにもかかわらず、平気なふりをしてご飯を食べて……。今日一日くらい、なんとか乗り切れるだろうと思っていた。

　そしていいムードになってきて、ようやく鬼の王子を喜ばせられると思ったのに、私は途中で力尽きてしまった。




　……大凶の呪いだ。そうに違いない。

　私は鬼の王子に怒られて、身体を震わせながら、羽織っている毛布を身体にきつく巻きつけて反省中。

　今回は鬼の王子は笑うことなく、心からの心配を顔に滲ませていた。自分の不注意でこんなことになるなんて。転んで池に落ちてしまったことより、体調を崩して鬼の王子を心配させてしまったことに凹んだ。せっかく楽しく過ごしていたのに。これじゃ全部が台無しだ。

　このにっくき大凶め……。おみくじが悪いわけでもないのに、心の中で罵倒して、八つ当たりしていた。




　鬼の王子に無理やり寝かしつけられ、私の額には水を絞った冷たいタオルが置かれている。

「ごめんなさい」

　熱のせいで潤む瞳で、鬼の王子を見上げながら言った。

「なんで謝る」

「だって……」

　私は鬼の王子から視線を外して、掛け布団を見つめながらごにゃごにゃと呟いた。

「え？　聞こえない」

　鬼の王子が私の口に耳を近づける。

「……エッチできなくて、ごめんなさい」

　口に出すと、熱のせいではなく顔が真っ赤になった。すると鬼の王子は顔をほころばせて、布団をかぶって顔を隠した私の頭を撫でた。

「そんなこと気にするな」

「でも……」

　せっかく泊まりに来たのにできないなんて……。私はなんのために鬼の王子と旅行に来たのか。私は鬼の王子と一緒にいられるだけで幸せだけど、鬼の王子は違う。私の存在意義がなくなってしまう。

「おいおい、俺を鬼き畜ちくかなんかだと誤解しないでくれよ」

「違うんですか？」

「おいっ！」

　鬼の王子は怒りながら笑った。

　熱で朦もう朧ろうとしている私に、鬼の王子は優しい表情でずっと手を握ってくれていた。温かくて、とても安心する。身体を重ねなくても、側にいていいんだと思わせてくれる。

「どうしてそんなに優しくしてくれるんですか？」

　ふとこぼれた疑問に、鬼の王子は耳を赤く染めて恥ずかしそうにぷいと横を向いた。

「言わせるな」

　……言ってくれないとわからないのに。

　鬼の王子がいつもより優しかったからか、熱で頭が回らなかったのか、おそらくどちらのせいもあると思うけれど、普段なら恐くて聞けないことなのに、頭に浮かんだ言葉そのままを口にしていた。

「どうして、私だったんですか？」

　鬼の王子が目を見張る。短い言葉でも正確に意味を読み取ってくれたようで、鬼の王子はひと呼吸置いてから話し出した。

「どうしてだろな。いつから、なんて聞かれてもわからないんだ。こういう答えって女の子はズルいって思うんだろ？　でも仕方ない。本当にわからないんだ。初めてキスした時かもしれないし、初めて結ばれた日かもしれない。もしかしたら少しずつ惹かれていったのかもしれないし、初めて会った日かもしれない。ああでも、初めて会った日のことはよく覚えてる。会った瞬間から目が離せなくなった」

　……それは初めて聞く話で、とても意外だった。

　初めて会った日のことを思い出してみる。女性社員が騒ぐ中、私はとても冷静に鬼の王子を見ていた。とても綺麗な顔をしているけれど、眉間に皺を寄せながら、一人ひとり、まるで値踏みするように視線を流すその目が恐くて、できればあまり関わりたくないなと思った。

　けれど、それから鬼の王子は、なにかと私に文句をつけて怒鳴りつけてきた。悔しくて、見返してやりたくて、憎たらしかった。

「最初は気取った女だなと思ったんだよ。……まあ、綺麗だなと思って一瞬目を奪われたことは事実だけど。でも笑わないし、いつも淡々と仕事していて、ミスなく完璧にこなしてた。でもすぐに気づいた。こいつはひとりで仕事してるって。自分ひとりで抱えて、ひとりで仕事している気になってるって」

　綺麗だと言われて一瞬心が浮き立ったのも束の間、鬼の王子は真面目な顔をして仕事中の私のことを語り出した。

「今はもう気づいてると思うけど、仕事ってひとりじゃできないだろ？　いろんな人間が支えてくれて、初めて回っていくんだ。どんなに優秀な人間でもひとりじゃできない。誰かに助けてもらわなきゃなにもできないんだ。それに気づいてほしくて、誰にも怒られたことなさそうだったから、俺が怒ってみた。俺、男には厳しいけど、女には怒鳴らないだろ？　女の子はさ、期待してるから怒ってるのに、傷ついて辞めてしまうから、怒鳴らないようにしてたんだ。辞めたら意味ないから、最初はちょっときつめに注意する程度で」

　そう、鬼の王子はどんどん私に厳しく当たってきた。だから、嫌われているのかもしれないとさえ思ったほどだ。私が、当時のことを思い出して眉間に皺を寄せているのに対して、鬼の王子は思い出し笑いをしながら言う。

「そしたらさ、俺を睨みつけて、これでどうだと言わんばかりに仕事をさらに正確に早く仕上げてくんの。こいつは案外、根性あるなと思って、ちょっと難易度の高い仕事を頼んで、周りと協力する大切さを学んでもらおうと思ったら、信じられない早さでひとりで解決してきた。そんなに仕事ができるなら、なんで言われたことしかやらないんだろうと思ってさ。厳しくする程どんどん成長していくから、俺もつい男みたいに扱っちゃって」

「要は私のこと、女として見てなかったってことですね」

「いや、それは違う。女として見てなかったら無理やりキスなんてしてない。冷静さを失うほど、お前に惹かれてた」

　眩暈めまいがするほど、甘い言葉だった。

「俺、なに言っちゃってんだろ。ほら、早く寝ろ」

　鬼の王子は口に手を当てて、赤くなった顔を隠していた。もしかして、照れているの？　無理やり寝かしつけようとする仕草がとても愛らしくて。

「ずっと、手を握っていてくれますか？」

　私のわがままに、鬼の王子はとても優しい笑顔で「もちろん」と言った。鬼の王子がこんなに優しい顔をするなんて、怒鳴られていただけの頃は想像もつかなかった。

　こんなに好きになってしまうだなんて。

　大きな手に包まれながら、私は安心して眠りに落ちた――。




　行きとは違い、帰りの新幹線は混雑していた。子供の笑い声や、駅弁の匂い。左を見ると、窓の外には田園風景が広がっていて、右を見ると安心したように眠る鬼の王子の横顔。

　昨晩、鬼の王子はほとんど寝ずに看病をしてくれた。朦朧とした頭でも覚えている。氷をタオルに包んで額や首筋を冷やし、汗が出たら小まめに拭いてくれた。そんな献身的な看病のおかげで、私はすっかり体調がよくなった。

　時間が進むにつれ、近づく夢の終わり。田園風景を抜けて、電車が人工的な街並みを横切っていく度に、私の心はささくれだっていった。

　繋いでいた手を解く。鬼の王子は深く眠っていて気づかない。私は独りになった手を膝の上に置いた。その手で、服をぎゅっとつかむ。唇を固く閉じ、大きく深呼吸をして目を瞑つむった。

　……元に、戻るだけ。私は再び自らの手で十字架を背負う。

　目を開けると、窓に薄く自分の顔が映った。ただ見つめているだけなのに、まるで私自身を睨みつけるような瞳。

　夢のような時間はさらさらと流れて、やがて消える。

　白く輝く砂の粒子のように。










罪を背負う




　奥さんの存在は、いつも私の心を重くする。

　どんな人なのか気にならなかったわけではない。むしろ、気になりすぎて聞けなかった。見たこともない奥さんの顔を想像しては、頭を振っていた。

　考えないように、考えないように。そう自分に言い聞かせる度に、鉛のように重くなって肥大化していって、見えない鎖にがんじがらめにされているようだった。

　それでも、奥さんの存在はどこか非現実的だった。テレビに映る芸能人のように、現実に存在するとはわかっていても、自分の世界とは別の世界の住人で、二次元的存在だったのだ。

　それなのに、どうしてあんな話を聞いてしまったのだろう。

　女の子数人が、鬼の王子のデスクを取り囲むように立っていた。猫撫で声が神経を逆撫でするのはいつものこと。私は、彼女たちの姿を見ないように、いつも以上にパソコンに顔を寄せていた。

「課長の奥さんってどんな方なんですかぁ？」

　キャアキャアと騒ぐ彼女たちの声が、氷の刃のように胸に突き刺さった。タイピングしていた指先が止まって、背中に冷たい汗が伝う。

「あ、俺も興味あります！　課長って奥さんの話、しないですよね」

　興味津々といった様子で事務用の椅子にもたれかかり、男の子たちも会話に交ざり出した。

　気になるけど、聞きたくない。耳をふさいでこの場から逃げ出したい衝動に駆られた。目をぎゅっと瞑って、平常心を呼び起こそうとする。

　トイレに行くふりをして何食わぬ顔で部屋を出ようか、そう思っていた時、鬼の王子の視線を感じた。

「奥さんの写真とかないんですかぁ？」

「見たぁ～い！」

　盛り上がりを見せる鬼の王子のデスク周辺で、当の本人だけが焦った顔をして私の方をチラチラと見ていた。その視線に気づいた時、無性に腹が立った。私を気にしてしゃべらないそのちっぽけな優しさが、余計に私を惨めにさせた。私のくだらないプライドが目を覚ます。

　聞いていないふりをして、仕事が忙しい様子を装った。奥さんに嫉妬しているだなんて、死んでも悟られたくない。次から次へと飛んでくる質問に、曖昧に返事をする鬼の王子。そんな彼に助け舟を出すかのように、部長までもがその話に加わった。

「鬼木の嫁はなぁ、小柄で細くて、愛嬌のあるかわいらしい子だぞ」

　部長の言葉に、みんながわっと盛り上がった。

「部長、課長の奥さんに会ったことあるんですか？」

「まぁな。結婚式にも出たからな」

「へぇ、そうだったんですね」

「鬼木は照れ屋だから部下には話さないけど、俺にはよくノロけてくるぞ」

「ちょっと、部長！」

　鬼の王子が困った様子で部長を止めた。けれど、盛り上がっていく周囲の反応が楽しいのか、部長は話を終わらせない。

「うわ～意外だ！　課長でもノロけるんですね！」

「鬼木は愛妻家だからな。家柄もしっかりとしたお嬢さんだし、おっとりとしていてかわいくて、鬼木にはもったいない嫁だな」

　ハハハハと部長は豪快に笑った。男の子たちも楽しそうに笑う中、話題を振った女の子たちの顔が引きつっていた。

　その様子を察した部長が、

「まあ、お前たちがいくら束になったところで敵かなわない子だよ。くれぐれも鬼木の嫁に対抗しようなんて気を起こさないことだな」

　と言って、ほら仕事に戻れ、シッシッと犬や猫を追い払うかのように手を振る。女の子たちは、ぶーぶー文句を吐きながら自分のデスクへと戻っていった。

　……聞かなければよかった。

　陳腐なプライドなんか捨てて、やっぱりあの時トイレに逃げこめばよかった。

　両手が震えていた。仕事を続けようにも、頭になにも入ってこない。部長の言葉が、何度も頭の中で反すうされる。小柄で愛嬌のあるかわいらしい子。家柄もよくて、お嬢様。そんなお嫁さんに夢中な鬼の王子。

　結婚式。私の知らない過去。

　私じゃない女の子が純白のウェディングドレスをまとい、鬼の王子の優しい眼差しを受けて、誓いの言葉を述べる。そんな様子を思い浮かべて愕然とした。自分と奥さんとの違いをまざまざと突きつけられた。わかっていたはずなのに、なにもわかっていなかった。しょっちゅう会ってくれるから、奥さんとは上手くいっていないのだと思っていた。心のどこかで、私は奥さんより愛されていると思っていた。私との関係がありながら、奥さんと別れないのはきっと、複雑な事情があるんだろうって、自分の都合のいいように解釈していた。

　すべて偽りだったのに。

「好きだ」なんて言ったあの言葉を、どこかで信じていた。心の拠り所にしていた。ベッドの中で男が囁く言葉なんて、信用してはいけないのに。わかっていたのに。私だけは別だなんて、恋を知らないウブな乙女じゃあるまいし。




　一時間後、仕事がまったくはかどらなくて、気分転換のためにトイレに行くと、オフィスに戻る廊下で、鬼の王子と鉢合わせになった。今は顔も見たくないのに……。うつむいて、軽く会釈だけして横を通り過ぎようとすると、鬼の王子に呼び止められた。

「なんですか？」

　自然と言葉がきつくなる。歯を食いしばり、爪の痕がつくくらい、きつく握り拳を作った。

「あのさ、さっきの部長の言葉だけど……」

　ああ、そうか。この鉢合わせは偶然じゃない。鬼の王子は私に〝言い訳〟するために来たんだ。都合よく抱ける浮気相手を手放したくないから。偽りの優しさを見せて、偽りの言葉を囁きかければ、バカな女は喜んで抱かれると思っているんでしょ。

　バカにしないでよ。そんなことくらい、わかってるんだから。

　わかっているけど、別れられない。それくらいあなたが好きだってことは、絶対にバレたくない。

　……私は誰よりもバカな女だ。

「ああ、奥さんのことですか？」

　私は下を向きながら、心の中とは裏腹に平気そうな声を発していた。鬼の王子は〝奥さん〟という単語が出てきたことに動揺しているようだった。

「そのことなんだけど……」

　私は鬼の王子の言葉を遮るように顔を上げ、満面の笑みを見せる。

「話す必要ないです。興味ありませんから」

　私の言葉に、鬼の王子は凍りついたように固まった。私は背筋をピンと伸ばして、口元に微笑みを携え、颯爽と鬼の王子の横を通り過ぎる。

　……百点満点だ。自分でも驚くくらい上手な嘘がつけた。足が、自然とオフィスとは反対の方向に進む。

　離れていくにつれて、張りつめていた緊張の糸が解けていき、震えが止まらなくなっていた。




　階段を昇って重厚な扉を開けると、強い風が身体を通り抜けていった。昼休みになると多少賑わう屋上も、今は就業時間中なので誰もいなかった。

　くすんだ灰褐色の空。ビルとビルの間から地響きのような音を立てて、強い風が壁のように大きな布地となってぶつかってくる。風が鳴る度に声を上げた。身体から自分の汚い気持ちを吐き出すように。

　涙が頬を伝うなんて、そんな綺麗なものじゃない。顔をぐちゃぐちゃに歪ませながら、小さな子供が駄々をこねるように大きな声で泣いた。苦しくて、苦しくて、仕方がなかった。

　鬼の王子を好きな気持ちも、憎む気持ちも、奥さんに対する嫉妬の憎悪も、全部全部吐き出したかった。自分がこんなに嫉妬深い女だなんて思わなかった。こんなに激しい気持ちを持っていたことも。

　こんな自分を認めたくなかった。でも、どんなに手放したくても、黒い感情はたしかに私の中にあって、どんなに泣き叫んでも離れようとしてくれない。

　嘘なんてつきたくないのに。鬼の王子を罵倒して、平手打ちして、目の前で泣き叫びたいのに。

　どうして私じゃないの？

　どうして私じゃダメなの？

　どうして愛してくれないの？

　風がゴオオと唸る度、私は思い切り声を上げた。

「あああああああ！」

　どんなに泣き叫んでも、やっぱり鬼の王子が好きだった。

　好きで好きでどうしようもないほど、どうすることもできないほど、好きだった。










辞表と真実




　あの日を境に、少しずつギクシャクし始めた私たちの関係。

　鬼の王子に抱かれている時もどこか上の空で、あんなに激しく求め合っていたのに、ベッドの上での営みが、なんだか滑稽に思えてきた。

　こんなことをするために、鬼の王子はかわいらしい奥さんを裏切っている。愛がないとわかっているのに、大きく足を開いて、言われるがままに体勢を変える私も愚かだ。そう思っているのに、鬼の王子から連絡がくればバカのひとつ覚えみたいに飛んでいく。

　くだらない。

　それなのに、キスをされると、とろけるような甘い気持ちになって。鬼の王子に見つめられると、バカらしいと思っていたことすら、どうでもよくなるくらい頭が真っ白になる。

　冷めきっていた気持ちもどこへやら、情緒不安定な女のように、突然鬼の王子の背中にしがみついて、声をあげた。「好き」のひと言が言えないから、代わりに悲鳴のような声で啼く。甘くもかわいくもない声をあげても、鬼の王子は相変わらず私を愛おしそうに抱きしめた。

　それが余計に腹立たしくて、虚しくなる。

　好きでもないくせに、そんな瞳で見ないでよ。優しく扱わないで。もっと激しく、乱暴に求めて。私の身体が壊れてしまうくらいに。私の心が、なにも感じなくなるくらいに……。

　もっと……。もっと……。

　……もう、限界だった。ホテルを出ると、涙が溢れて止まらなかった。

　ひとりで家に戻っても、今頃彼は奥さんと楽しく夕飯を食べているのかなと思うと、胸が苦しくなってきて、息を吸うことすらきつくなる。

　会社で会っても、薬指にはめられた結婚指輪を見ればいてもたってもいられなくなり、トイレに駆けこみ、声を押し殺して泣いてしまう。

　もうダメだ、限界だ。これ以上鬼の王子の顔を見ることはできない。これ以上近づくこともできない。




　私は鬼の王子のデスクに辞表を置いて、気分が悪いからという理由で初めて早退した。

　ひとり暮らしのマンションに帰り、ベッドに横になった。

　……明日、どうしようか。辞表を見た鬼の王子はどんな顔をしているだろうか。なんて……言うだろうか。行きたくない。このまま他の誰にもなにも言わず実家に帰ってしまおうか。でも急に辞めたら、みんなに迷惑がかかってしまう。引き継ぎはどうするの？　もう社会人なんだから、辞めるならしっかり、後処理しなくちゃ。

　ああ、もう嫌だ。こんな時までいい子ちゃんの発想。もうなにも考えたくない……。




　なにもする気が起きずにベッドで横になっていると、来客を告げるチャイムが鳴った。チェーンをかけてドアを開けると、そこには鬼の王子の姿があった。びっくりしてドアを閉めようとすると、指輪がはめられた左手でドアを押さえられる。

「入れてくれないか？」

　真剣な眼差し。少し、怒っているようにも見える。

「でも……」

　私は明らかに動揺していた。あれほど会いたくないと思っていたのに、家に来てくれて嬉しいと思っている自分がいる。断るのは簡単なはずなのに、受け入れたい気持ちが勝ってしまう。私はいつも……こうして鬼の王子の誘惑に負けてしまう。

　結局中に入れ、鬼の王子は落ち着かない様子で座布団に座った。キョロキョロと、初めて入った私の部屋を見つめる。なんだか恥ずかしかった。

　コーヒーを入れ、鬼の王子の前に置くと、王子は話を切り出した。

「辞表が置いてあったんだが……」

「はい、辞めたいと思っています」

　鬼の王子の顔を見ることができなかった。それに対して、鬼の王子は痛いほどの眼差しで私を見てくる。

「理由を教えてくれないか？」

　言えるはずがない。あなたを好きになりすぎて、仕事ができません、なんてこと。私は必死に鬼の王子が納得する理由を考えた。

「美月……？」

　ドクンと胸が高鳴った。こんな時に下の名前で呼ぶなんて！　私は頭が真っ白になって、簡単な嘘さえ思いつかない。

「俺って、そんなに頼りない存在なのか？　美月がずっとなにかに悩んでいることは感じていた。聞いてもはぐらかされるだけだったし。でも、いつか心を開いて言ってくれる日が来るって信じてた」

　首を斜めに傾げ、悲しそうな瞳で私を見る。私の手が震えている。さっきから見つめていたコーヒーの表面が歪んで見えた。もう言葉も発せられない。きっと、声も震えているだろうから。

「……どうしても辞めるって言うんなら、ひとつだけ条件がある」

　……条件？　私は瞼をそっと上げた。

「俺と結婚しろ。それなら辞めてもいい」

「……は？」

　つい間抜けな声を出してしまった。こんな時になにをとぼけたことを言っているのだろう、この人は。きっと今の私の顔は、思い切り眉根を寄せ、しかめ面をしていることだろう。

「ちょ……待って下さい。結婚って……課長、結婚しているじゃないですか」

　鬼の王子はにこりと微笑むと、左手の指輪を外した。コトンと小気味いい音がテーブルに響いた。

「これはダミーだ。俺は結婚していない。ここに配属になる前に女性社員同士で俺の取り合いになった。それで上司と相談して、ダミーの指輪をつけることになったんだ」

　ほら、俺ってモテるだろ？とイタズラ好きな子供のような顔で笑った。

「でも、部長が奥さんと会ったことあるって……」

「そもそも、ダミーの指輪をつける案を出したのは部長だからな。あれは全部、部長の思いつきだ」

「そんな……」

　じゃあ、私はなにに今まで苦しめられていたの？　存在しない相手に嫉妬して、ずっと悩んでいたってこと？

　さっきまでの笑顔から一変して、鬼の王子は真剣な眼差しで言った。

「そういうわけだから、俺と結婚することになったら会社を辞めないといけないことになると思う。部署を異動したって美月に嫌がらせをする奴が出てくると思うんだ」

　深刻な様子で語るので、本気で危惧しているのが伝わってくる。たしかに部署が変わっても、会社内には鬼の王子に憧れを抱いている人がたくさんいる。嫌がらせをされないと言い切ることはできないし、むしろその可能性の方が高いような気がする。

　でも今はそんなことより……。

「結婚してないなら、なんで言ってくれなかったんですか!?」

　私は初めて声を荒らげて叫んだ。

「結婚していないこと言おうとしたら、既婚者の方が都合がいいとか言うから。俺のこと全然好きじゃなさそうだし、そもそも恋愛の面倒くさいのが苦手って言われたら、付き合おうって言いたくても言えないだろ。しかも、ヤルことヤったらすぐ帰るしだな……」

「や……ヤルことヤったらって！　人を好きモノみたいに……！」

　怒りを露わにしている私に、鬼の王子も溜まっていたものを吐き出すように反論した。

「結婚していないこと黙っていたのは悪いと思ってる。でも、言えないような雰囲気を作っていたのは美月だろ。美月が俺のことをどう思っているかはわからないが、俺はお前が好きだ！　ずっと一緒にいたいと思ってる。そういうの、お前にとって重いかもしれないが、これが俺の気持ちだ！」

　驚きすぎて言葉が返せなかった。私の気持ちとは全く的外れなことを言って、まるで逆切れのように怒っている鬼の王子を見て、だんだん自分がなにに怒っているのかわからなくなってきた。

　今まで悩んでいたことは一体なんだったんだろう。そう思うと途端に力が抜けて、笑いが込み上げてきた。

　肩を揺らし笑い出した私に、鬼の王子は不気味そうに眉を寄せた。なんだかもう笑いが止まらなくなって、両手に顔を埋めて笑った。

　すると笑いが涙に変わっていき、笑い声はすすり泣きへと変わり、気づくと号泣していた。

「お……おい！　なんだよ、どうしたんだよ！」

　泣く私を見て、オロオロ慌て出した鬼の王子。なんだか悔しかったので、そのままなにも言わず泣き続けた。

「嘘ついてたことに怒ってるのか？　そんなに俺が既婚者じゃなかったことにショックを受けてるのか？　でもこれは上司と相談して決めたことで……。それに……いや、うん、言い訳はよくないな。すまん。でも、不倫よりも独身者と付き合った方がいいと思う。面倒くさいのが苦手でも、美月のペースを尊重するし、結婚はまた付き合うこととは違うしだな……」

　もう、全然私の気持ちをわかってくれていない。そういうことで怒っているわけじゃないし、泣いている理由も全然違う。でも、言われていることは、私がずっと欲していた言葉だった。絶対に叶わないと思っていたことだった。

　立場が逆転してしまった私たち。困っている鬼の王子がかわいくて、ついつい意地悪をしたくなる。

「許さない」

　両手を顔から離し、ゆっくりと鬼の王子を見ると、とても悲しそうな表情をしていた。

「……結婚してくれなきゃ、許さないから」

　真剣な顔つきだった私たちはお互い見つめ合うと、どちらからともなく、ぷっと笑い出した。

　そして、鬼の王子は私の手を引っ張り、力強く抱き寄せた。

「結婚しよう、美月」

　私の髪に口づけをしながら、鬼の王子はそう言った。

　薬指の十字架が解かれた鬼の王子の腕の中で、私はゆっくりと、大きく頷いた。







第三章










薬指の約束




　大きなガラス張りの窓から、太陽の光が溢れ出していた。白と黒を基調にした近代的で洗練されたオフィス。入社当時は、太陽の光がキラキラと輝くオシャレなオフィスに胸をときめかせたものだけれど、今となってはただ眩しいだけで、紫外線の恐怖に怯えている。

　職人技とも思える速いタイピングの音と、電話の鳴り響く音が、オフィス内に飛び交っていた。




「深川、ちょっと来い」

　縦に並んだデスクから外れ、窓を背にして、平社員よりも少し大きめのデスクに座っていた鬼の王子が私を呼んだ。

　感情の入っていない声で呼ばれて、私は重い足取りで向かう。

「やり直し」

　一枚の書類を私の胸に突き出し、鬼の王子は私の顔を見ることなく、下を向いて忙しそうに他の書類をチェックしていた。

「……ハイ」

　私は戻された書類を胸に抱き、肩を落として自分のデスクに戻っていく。深いため息を漏らし、チラリと鬼の王子を横目で見ると、眉根を寄せて恐い顔つきで仕事をこなしていた。

　たった今、恋人と小さなやり取りをしたとは思えない表情。……私たち、本当に付き合ってるのかな？　一瞬本気でそう思えるほど、鬼の王子のそっけない態度に自信をなくす。

　……仕事中だからしょうがないけどさ。

　椅子に深く腰を下ろし、キーボードに両手をかざすと、前の席に座っていた島田君が声をかけてきた。

「ファイトっす！」

　落ちこんでいる私を気遣ってくれたのか、島田君は太陽のような明るい笑顔で言った。

「ありがとう」

　島田君の気持ちに応えられなかったのに、以前と同じように接してくれる優しさが嬉しかった。でも、落ちこんでいたのは仕事のせいじゃないんだけど……。

　そう、ただ今私、決して公にできない秘密の社内恋愛中。相手は社内一のモテ男、鬼の王子こと鬼木隼人。

　せっかく本物の恋人になれたと思ったのに、仕事中は人が変わったように冷たい。だから、鬼の王子が私の恋人……ましてや婚約者だなんて、いまだにちょっと信じられなかったりする。




「せんぱぁ～い、これどうやるんですかぁ？」

　新入社員の宮沢さんが、巻き髪を揺らしながらやってきた。女の先輩たちからは白い目。男たちからは好奇の目が寄せられる。

　そんな目線など本人は知ってか知らずか、素知らぬ顔で私に資料を渡してくる。

「ああ……これはね……」

　受注書の計算方法を丁寧に教えると、宮沢さんは感心したように「そっかぁ！　そうやればいいんだ！」と驚きの声をあげた。

　……タメ口かい！　まぁいいけど……。

　最近の私の仕事は新人教育。今までそんなことをしたこともなかったし、周りから望まれてもいなかった。なのに、突然態度を変えた理由は……。

　寿退社をするためである。もちろん周りにはまだ内緒。急な変化に周りは少し驚いていたけれど、やる気を出したと思われて、時々褒められたりもする。

　本当は辞めるためなのに……。

「先輩の教え方ってすごくわかりやすいですっ！」

　宮沢さんは満面の笑みで言った。

「あ、ありがとう……」

　先輩って……今まで〝さん〟付けだけだったのに。本当、調子いいなぁ、この子。

「先輩って、前はなんか近寄りがたかったんですけど、最近はすごく話しかけやすいです！　他の先輩方は質問したら面倒くさそうに顔しかめるし……」

　おいおい、周りに聞こえちゃうよ!?

「そ……そうなんだ……」

　私は苦笑いしかできなかった。

「また教えてくださいね！」

　宮沢さんはそう言って、嬉しそうに自分の席に戻っていった。

　……悪い子じゃなさそうなんだけど。会社に男を落とすために来ているんじゃないかと陰で噂されているのを聞き、私もそうなのかな？と思っていた。けれどそれはまったくの誤解で、人一倍努力しているし、仕事を一生懸命覚えようと頑張っていた。何度も質問に来るのは正直面倒くさい時もあるけれど、真剣に聞いていることが伝わるので、私もいい刺激になっている。

　見た目が派手だから誤解されやすい子なのかもしれない。そんな風に思えるようになったのは、私が周りに目を配れるようになったせいなのかもしれないな。




　新着メールが一件来ていて、受信箱を開くと鬼の王子からだった。今日は直帰で早く家に帰って来てるから、美月も来ないかと誘われた。

　私はプロポーズされた日に鬼の王子からもらった合鍵を、バックから取り出して目の前に掲げた。

　思わず頬が緩んでしまう。すぐにでも駆けつけたい。




　鬼の王子の家はオシャレな高級マンションだった。エントランスはオートロックになっていて、ホールには、モダンで落ち着いた柄のソファや大きな観葉植物が置かれている。部屋はリビングがやたらと広くて、モデルルームのように洗練された内装は黒で統一され、高級感が漂っていた。私のなんの変哲もないマンションとは雲泥の差で、以前鬼の王子をあんなにも狭い部屋の中に入れてしまったことを、少し後悔したほどだ。




　早く仕事を終わらせて帰りたかったけれど、予想外に時間がかかってしまった。急いで鬼の王子のマンションに行きドアを開けると、部屋には灯りがついている。足元に目をやると、見慣れた革靴。

「お～、おかえり」

　鬼の王子が笑顔でリビングから顔を出した。

　会社での厳しい顔と、怒っているんじゃないかと萎縮してしまうほどの低い声とはまったく違う、嬉しそうな笑顔。もしもこの場に会社の人がいたら、同一人物だとは思わないかもしれない。〝鬼〟がすっかり抜けた、白馬がよく似合う素敵な王子様のようだ。

　私しか知らない王子様スマイル。そう思うと、嬉しいような、贅沢なような、ちょっぴりの優越感と、気恥ずかしさが入り混じる。自然とにやけてしまう顔を隠しながら、部屋に入った。

　リビングに行くとおいしそうな匂いが漂ってきた。

「お腹空いてる？」

「あ、はい」

「よかった、飯作ったんだ」

「え!?　課長が!?」

「俺、ひとり暮らし歴、無駄に長いから」

　だとしても、料理も作れちゃうなんて、なんて完璧な人なの。

「座ってて」と言われたから、背もたれに寄りかかることなく黙って腰かけていると、大きなお皿を持って鬼の王子がやってきた。

「料理作れるっていっても、こんなのしか作れないんだけどな」

　テーブルに置いたのは、大量にもやしが入った肉野菜炒め。

「男の料理って感じだろ？」

「はい、たしかに」

　想像していた料理は、洋食でいかにも手が込んでますって感じのものだったので、意外と庶民的で驚いた。鬼の王子は、はっきりと肯定した私の言葉に豪快に笑うと、

「これが俺の四番バッター」

　と、得意げに言った。

　誰にでも作れそうな肉野菜炒め。鬼の王子の料理の腕前は、そんなに大したものではなさそうだったけど……。

「……うん、おいしいです！」

「だろ？　俺はこれで命を繋ぎ止めてきたんだからな」

　野菜の切り方も雑だし、異様にもやしが多いけれど、味はたしかにおいしかった。

「なんか、安心しました」

「ん？　なにが？」

「課長が完璧な人じゃなくて。これで料理も上手だったら、私、なんのために課長と結婚するのかわからないですもん」

「……それって褒めてるの？」

「もちろん！　最高の褒め言葉です」

　鬼の王子は嬉しそうに、顔をくしゃっとさせて笑った。かわいいなぁ……。

　年上なのにかわいいなんて思うのはちょっとおかしいのかもしれないけど……。でもやっぱり、かわいい。

　私はこういう所にも、惹かれたのかもな……。

　夕食を食べ終え、ふたりでくつろぎながらテレビを見ていると、

「もうここに住んじゃえよ」

　と言って、突然優しく抱きしめてきた。

「ひゃっ……！」

　覆いかぶさるように抱きしめてきたので、弾みでソファの上に倒れてしまう。そして私の上から少年のような笑顔を見せた。

「ここにふたりで住むには、狭いか」

「いやっ！　充分広いと思いますけど！」

　そうかな、と言いながら、鬼の王子は頭だけ動かして部屋を見回した。どうやら、私の上からどいてくれる気はないらしい。私はドキドキしたまま、仰向けに硬直していた。

「そういえば、なんでまだ敬語なの？」

　私を見下ろしながら不思議そうに言った。こんなに近くで顔を見ると、その整った顔立ちに改めて気づく。ドキドキが治まらない。鬼の王子に慣れることは、一生不可能のように思えた。

「そ……それは……」

　敬語の理由、それは昼間のイメージが強すぎるからだ。夜は私の恋人でも、昼は恐い私の上司。怒鳴られることはなくなったとはいえ、オンオフがはっきりしている鬼の王子に叱られることなんて、しょっちゅうだ。

「まあいっか。氷の姫を抱いてると思うと、余計興奮するしな」

　……ん？　氷の姫？　眉を寄せた私に、あれ？　知らなかった？　と鬼の王子は言った。

「笑わないし近寄りがたいんで、男共から〝氷の姫〟って呼ばれてるんだぜ」

「えぇ!?」

「まあ、会社の連中からしたら高嶺の花ってやつだな」

　鬼の王子は口角を上げて笑った。高嶺の花？　私が？　まさか。けれど〝氷〟と呼ばれていたことは、ショックながらも、自分でも納得してしまった。

　私は自分から壁を作っているにもかかわらず、遠ざかっていく人たちの後ろ姿をいつも寂しげに見つめていた。でも決して、自分から話しかけようとはしない。勇気がないから。

「そういえば、課長は〝鬼の王子〟って呼ばれてるの知ってます？」

　今度は私が意地悪く微笑むと、鬼の王子は、ああそのことかと妙に冷静な顔を見せた。

「鬼木だからって鬼の王子って、随分ふざけた名前だよなぁ？　誰が鬼だよ」

　王子は悪い気はしないけど、と不満そうな顔を見せながらも、小声で付け加えた。

　鬼と呼ばれるもうひとつのあだ名の由来を、どうやら本人は知らないようだった。

〝鬼のように恐いから〟、鬼の王子。あえてそのことは言わないでおこうと、ひっそりと心にしまった。

　私の上に乗っかったままの鬼の王子は、なんだかソワソワし始め、そして私を見下ろしてニヤっと笑った。

「一緒にお風呂入ろうか？」

「え!?」

「身体洗ってやるよ。……隅々まで」

　鬼の王子の目がいやらしく光る。鬼の王子の期待を裏切らず真っ赤になる私を見て、彼は嬉しそうに笑った。




「狭い？」

　ふたりで湯船に浸かりながら、鬼の王子は私を後ろから抱きしめた。耳元にキスを落とすような囁き声。私は恥ずかしさに硬直しながら、「狭くはないですけど……近いです」と言った。

「あはは、近いか。でも俺的にはこの密着する感じがいいんだけど」

　朗らかに笑う鬼の王子。私を抱きしめる腕に少しだけ力が入った。二の腕にほどよくついた筋肉を見て、心拍数がさらに上がる。細くて長い指も、血管が浮き出た手の甲も、〝男〟を感じさせるすべてが、私をドキドキさせる。

「恥ずかしい？」

「は……ハイ」

「なんか指輪のこと言ってから、急に感情を顔に出すようになったよな。前までは冷めた様子で、こんなこと慣れてますって感じだったのに」

「これが素です。今までは背伸びしてたんです。嫌……ですか？」

「なんで？」

　なんでって……そう言われても。純情そうな女は嫌い？　面倒くさい？　大人の男は、経験豊富な大人の女がいいんじゃないのかな？　やっぱり。

　なかなか言葉にできずにいると、

「恥ずかしがってくれると嬉しいよ」

　と言ってくれた。

「ほら、俺ってＳだろ？」

「確かにＳですね。ドＳです」

　と私が睨みながら言うと、彼は声をたてて笑った。

「俺って意地悪？」

「……時々」

　あははははと、バスルームに響き渡るような声でまた笑う。反省して直すつもりはないらしい。でも、それでいい。ううん、それがいい。

　時々意地悪なところも、ドＳなところも好きだから。鬼の王子のすべてが……好きだから。

「美月はね、俺のツボなんだよ」

「え？」

　めったに呼ばない下の名前を呼んだので、驚いて首だけ後ろに振り返った。

「普段はなんにも動じないって顔してるのに、いったんスイッチが入るとエロくなる」

　鬼の王子はニヤッと笑った。

「そ、そんなことないです！」

　エロくなるなんて、そんなことっ！

「試してみる？」

　にやりと笑った鬼の王子は、私の頭を押さえて、深いキスをしてきた。

「……んっ」

　バスルーム内に唇の重なる音、舌の絡み合う音が鳴り響く。ようやく唇を離してもらうと、私は息切れをしていた。

「ほら、エロい顔になってる」

　火照った身体。鬼の王子にキスされただけで、スイッチが入ってしまう。

「……意地悪」

　潤んだ瞳で言うと、鬼の王子は嬉しそうに、

「俺って意地悪だもん」

　と言って再びキスをしてきた。

　鬼の王子の頭に両手を回し、自分から深いキスを求める。こんな風になっちゃうのは、鬼の王子のせいなのに。

　意地悪な王子に、私は今日も溶かされる……。










見つかったオフィスラブ




「せんぱぁい、チェックお願いしまぁす」

　甘ったるい声で、一枚の書類を手渡す宮沢さん。もはや恒例行事。最初の頃は独特の話し方に「ん？」と思っていたけれど、今では不快に思うことすらない。

「……うん、完璧。すごいじゃない」

　笑顔で書類を返すと、宮沢さんは得意げに「こう見えても私、頭いいんです」と言った。

　社会人としてはどうかな～と思うけれど、こういう子、嫌いじゃないかも。素直で、わかりやすくて……ちょっぴりうらやましくもある。

「宮沢さんは仕事熱心ね」

「もちろんですっ！　私の実家、貧乏だったんで、バリバリ仕事していっぱいお金もらうんです！」

　宮沢さんは拳に力を込めて言った。

「へぇ～、意外だな。宮沢さんみたいにかわいかったら、合コンに行っていい男ゲットして、早々に寿退社とか狙えるんじゃないの？」

「男に頼って生きるのは嫌いなんです。それに、そんな考え古いですよぉ～。やだもう先輩、おばさんみたぁ～い」

　お、おばさんって……。たしかにあなたと比べたら、もうおばさんかもしれないけど……。

「私、結婚してからも仕事続けたいんです！　自分の好きなことやって、一生懸命努力して、ずっとキラキラ輝いていたいんです！　だから結婚して仕事を辞めて、専業主婦になりたいなんて考える人の気持ちなんて、わかりません。先輩もそういうタイプでしょ？」

　一瞬、ドキリとした。

「あ、うん、まぁね」

　動揺した顔を悟られまいと、目線を外した。宮沢さんは「やっぱり！　だから私、先輩と気が合うなぁって思ってたんです」と嬉しそうに言った。

　宮沢さんが仕事を早く覚えてくれているから、この調子だと予定より早く会社を辞められるかもしれないと思っていた自分に、後ろめたさを感じた。

　宮沢さんは、私が辞めることなんて、なにひとつ知らないのに。

〝結婚〟に浮かれていて、なにも考えていなかった。私は仕事を辞めたらなにをして過ごすんだろう。私はなにがやりたかったんだっけ？

　私がボーッと考えていると、

「あ、そうそう、前から気になってたことがあるんですけど、ついでにいいですか？」

　と宮沢さんが言った。

「う、うん、なに？」

　慌てて笑顔を作って顔を上げる。

「先輩、どうして暗い色の服ばかり着てるんですか？　喪服みたい」

　も、喪服!?　昔から洋服が好きでセンスいいねと褒められてきただけに、宮沢さんの言葉は衝撃的だった。

「そりゃ、宮沢さんみたいに若い子から見たら地味かもしれないけど、オフィスカジュアルはこんなものよ？」

　笑顔が引きつっているのが自分でもわかった。喪服って……。

「でもぉ、洋服って性格が出ると思うんですよねぇ。センスがいいのはわかるんですけど、なんかとっつきにくいっていうか。どこか、話しかけるなオーラが出てるっていうか……」

　話しかけるなオーラが出てる？　ああ、なんだかクラクラしてきた。そんな私に宮沢さんは気づくわけもなく、服について熱く語り出した。

「洋服って自分の生き方そのものだと思うんです。オシャレに目覚めるのは、最初は好きな人ができたからとか異性の目を気にしてだけど、オシャレが楽しくなると、今度は同性の目が気になって、そして最後は他でもない自分のためにオシャレするようになると思うんです。だから洋服は自分を表す鏡なんです。無難な服ばかり選んでたら、冴えなくてつまんない女になっちゃうし、暗い服ばっかり着てたら、暗い女になっちゃいます。私は、人に文句言われないくらい仕事できるようになって、自分の着たい服を着て、自分のやりたいことを貫き通せるくらい、偉くなりたいんです！」

　宮沢さんは拳を握りしめ、頭上を見上げていた。

　……おそらく、宮沢さんの言っていることは社会的には非常識で、宮沢さんの化粧はちょっと濃いし、色彩の派手なペディキュアが見えるオープントゥのピンヒールは仕事場には合わない。でも、宮沢さんの言葉に感動してしまっている自分がいた。

　自分らしい生き方……私も見つけたい。でも、自分らしいって、なに？

　宮沢さんは語るだけ語ると、何食わぬ顔で自分のデスクに戻って、真剣な表情で仕事に打ちこんでいた。

　そういえば、いつからだろう。服を買うときに仕事場に着ていけるよう無難なものを選ぶようになったのは。昔から黒系が好きだったけれど、差し色を考えていかに崩すかを考えるのが好きだった。でも今は、小さな自己主張さえしなくなった。

　オシャレは自分の生き方そのものだと彼女が言っていたけれど、たしかに私は普通ばかりを意識して、なるべく目立たない服を選んでいた。

　私の人生そのままじゃないか。味気ない、おもしろみのない人生。それに、私はこれまで、なにか目標を持って仕事をしてきたことがあっただろうか。これまで宮沢さんのように、あれほど真剣に仕事をしてきたことがあっただろうか。

　元来真面目な性格だから、常にコツコツ目の前の仕事をこなしていたけれど、なにか目標があったわけじゃない。ただなんとなく……そう、なんとなく仕事をしてきただけだ。

　結婚して……仕事を辞めて……。大好きな人の帰りを待つ生活も素敵だと思う。でも、なにかが違う。このままじゃいけない。

　私がやりたいことって、なんだろう？




　パソコンの画面を見つめながらボーッと考えていると、私のデスクに一枚の小さなメモ書きが置かれた。

　細くて長い指。薬指にはシンプルな指輪がはめられている。ドキリとして顔を上げると、鬼の王子が何食わぬ顔で私の後ろを通っていった。

　誰かに気づかれたんじゃないかと、慌ててメモ書きを隠し辺りを見回す。……よかった。みんな仕事に集中していて、気づいていなそうだ。

　こっそりメモ書きを見ると、

『今日一緒に帰ろう。少し遅くなるかもしれないけど、待ってられるか？』

　と達筆な字で書かれてあった。

　私は顔を上げて鬼の王子を見た。しかしすでに自分のデスクに戻っていて、いつもと変わらない、少し眉間に皺を寄せた恐い顔で書類を確認しているところだった。

　彼からもらった、青い小さなメモ用紙。私はＡ４のクリアファイルにそれだけを入れて、鍵がついている引き出しにしまった。

　仕事で疲れた時や、落ちこんだ時にこれを見よう。ついついニヤけてしまう顔を隠して、再び仕事に取りかかった。




　静まり返ったオフィス。時刻は九時半をまわっていた。もう一時間前から仕事は終わっていたけれど、書類やメールを整理しながら適当に時間を潰して待っていた。

　ふたりだけの空間にパソコンのカチカチという音が響く。

「ごめんな？　遅くなって」

「いえ……」

　優しい声。仕事モードをオフにしたことがわかる。鬼の王子がゆっくりと、私のデスクに歩み寄ってきた。

「終わったんですか!?」

「うん」

「すみません！　今、電源切るんで、ちょっと待っててください」

「いいよ、慌てなくて」

　鬼の王子は慌てて帰り支度をする私を、優しげな微笑みで包みこんだ。なんだかドキドキしてしまう。鬼の王子の部屋にふたりでいる時とは違う緊張感。ここが会社だからだろうか？

　パソコンの電源を切って、慌てて書類をバッグに詰めこんでいると、鬼の王子がオフィスの電気を消した。非常灯の明かりで真っ暗になってはいないので、帰るために電気を消したのだと思った。でも、後ろから私の腰に手を回して、優しく抱きしめてきたとき、目的は別にあるということに気がついた。

「か……課長……？」

　バッグに詰めこんでいた手が止まる。代わりに私の心臓が速く動き出した。

「ん～」

　甘えるような声。私を後ろから抱きしめながら、首筋にキスを落としてくる。

「かちょ……まずいですって。ここ……どこだと思ってるんですか」

「ん？　会社」

「もぉ……わかってるなら……」

　すると私の身体を回して前を向かせ、非難する唇をふさぐようにキスをした。

「……んっ！」

　鬼の王子は、唇を離すと、イタズラをした少年のように「シー」と人さし指を唇の前に立てた。

「シーッて……課長っ！」

「大丈夫、もうみんな帰ったって」

「でもっ！」

「美月は相変わらず真面目だな」

〝真面目〟と言われて、鬼の王子を拒む気持ちが失せた。やっぱり私って真面目すぎるのかな……？

「ここでしよっか？」

「えぇっ!?」

　つい大声を出してしまって、鬼の王子から「シー」と再び咎められた。

「なななな、なにを言ってるんですかっ!?」

「ダメ？」

「ダメに決まってるじゃないですか!?」

　鬼の王子は「やっぱり美月は真面目だ」と唇を尖らせた。……いやいや！　これは真面目うんぬんの話じゃない！　これはもう、常識としてありえないっ！

　驚き、口をパクパクさせている私を無視して、鬼の王子が身体を近づけてくる。

「だってさ、美月もうすぐ辞めちゃうんだろ？　会社でイチャつけるのも、残りわずかじゃないか」

「で……でも……」

「大丈夫、美月が大きい声を出さなきゃバレないよ」

　大きい声を出すなって言われても……こんなところでしたら、明日から平常心で仕事ができなくなっちゃうっ！

「……ふっ！」

　拒むより先に彼の唇が、私の唇をふさぐ。絡められた舌先。押しつけられた熱い身体……。

「ほら、美月もスイッチ入った」

「やっ……」

　その意地悪な瞳は、私なんかよりもよっぽどセクシーで。なにもかも忘れてしまうほど……。

「課長……っ！」

　大きな背中につかまり、名前を叫ぶ。触れただけで、頭が真っ白になりそうだった。

「ちょっと！　会社でなにやってんのよ！」

　突然の第三者の声に、私たちは驚き、一瞬で身体を離す。それと同時に電気がつけられた。

　ドアから見える人影。声と体格からして女の人だとはわかるけれど、目が光に慣れなくて、顔が判別できなかった。

「課長……と……先輩……？」

〝先輩〟と言われて、顔が見えなくても誰なのかわかった。途端に顔から血の気が引いていく。

「先輩が不倫してたなんて……見損ないました」

　宮沢さんは、ためらうことなく侮ぶ蔑べつの眼差しを私に向けた。かわいい後輩だと思っていただけに、胸がズキンと傷ついた。

「宮沢さん……違うの！　これは……」

　宮沢さんは私の言葉に耳を傾けようともせず、綺麗に巻かれた長い髪を翻して、走って行ってしまった。

「あ……待って！」

　追いかけようとすると、ぐいと腕をつかまれた。

「追いかけてどうするんだ？」

「誤解を解かなくちゃ！」

「なんのために？」

「なんのためにって……」

「俺たちは結婚するんだぞ？　いいじゃないか、退職が早まったと思えば」

　私は言葉に詰まり、鬼の王子の顔を見上げた。

　……退職が、早まる？

「明日にでも公表すればいい。俺と美月が結婚すること。この指輪はダミーだってことも。そうすれば、怒っている相手にわざわざ丁寧に説明しなくてもいいだろう？」

　それは……一番簡単で、労力も少なく済む、もっともな意見だけど。

　でも、そんなのなんだか……。

「美月も言っていたじゃないか。引き継ぎが早く終わりそうだって。ちょっとくらい早まったところで問題ないだろう」

「そう……だけど……」

　でも……私は……。

「まあ、オフィス内でイチャついていたところを見られたのは失敗だったけど」

　鬼の王子は目を細めて苦笑した。私は、喉に小骨が引っかかって取れないようなもどかしさを抱え、一緒に笑うことができなかった。

　自分の気持ちを、言葉にできない。自分の気持ちが、自分でよくわからない。でも、このまま退職するのは嫌……。

「待ってください。もうちょっとだけ待ってください。中途半端は嫌なんです」

「でも……」

「宮沢さんのことは、私が明日なんとかします。だから……」

　鬼の王子は黙って私を見つめると、観念したかのようにため息をついた。

　美月はやっぱり真面目だなと笑って、私の頭をポンポンと撫でる。

　……違う。仕事を途中で放り出すのが嫌なんじゃない。

　辞めるのが……嫌なの。

　自分の本当の気持ちに気づくと、心がスッと軽くなった。けれどそのことは、鬼の王子には言えなかった。

　大好きな彼の笑顔を曇らすことになる、そんな予感がしたから。










自分らしさ




　次の日、私は緊張しながら出社した。足が鉛のように重い。

『なんとかします』と言ったはいいけれど、宮沢さんがみんなに言いふらしていたら、もう収拾はつかない。私は早期に辞めることになるだろう。

　みんなの顔色を気にしながら挨拶をすると、どうやら反応はいつも通り。まだ伝わってはいないみたいだった。




　廊下を歩いていると、角から宮沢さんが現れてぶつかりそうになった。一瞬気まずい雰囲気になる。

「お、おはよう」

「……おはようございます」

　私と目を合わそうとせず、そそくさと立ち去ろうとする後ろ姿に向かって叫ぶ。

「あっ……ちょっと待って！」

　慌てて引き止めると、宮沢さんは面倒くさそうに振り返った。

「なんですか？」

「あの……昨日のことで話があるんだけど……」

　私をじっと見つめたあと、深いため息と共に、

「昨日のことなら、心配しなくても誰にも言いませんよ」

　と、そう言った。

「そういうことじゃなくて……」とは言ったけれど、誰にも言わないという言葉に安心した自分もいた。

「宮沢さんには、本当のことを話しておこうと思って」

　宮沢さんは、なんで私に？という顔をした。自分でもよくわからなかったけれど、宮沢さんには本当のことを打ち明けたかった。女の子なのに、仕事一筋で頑張っている宮沢さんに……。

「とにかくっ！　今日の夜、空いてる？」

「……空いてますけど」

　渋々返事をする宮沢さん。でも、私はくじけなかった。

「仕事が終わったら、会社前のカフェで待ってて」

「……わかりました」

　約束にこぎつけると、私は逃げるようにオフィスに戻った。

　顔が高揚していた。胸のドキドキがあとから迫ってくる。そうか……私、自分から誘うなんて初めてだったんだ。いつも誘われるのを待っていて。同性相手にさえも緊張しちゃうなんて、私って本当、暗い女。




　オフィスの隅でキャッキャと言って集まっている女の子たちが、今日はやけに眩しく見えた。

『カフェで待ってて』と言ったのにもかかわらず、先にカフェに着いたのは私の方だった。腕時計を見てコーヒーを飲む。

　すると、息を切らせた宮沢さんが店に入ってきた。

「すみません、遅くなって」

「ううん、大丈夫。それにしても昨日といい、随分遅くまで仕事してるのね」

「早く仕事覚えたいんで。でも昨日は忘れ物を取りに行っただけです」

　宮沢さんは、店員にアイスコーヒーを注文すると、私の方を見て口を開いた。

「先輩が不倫してたなんて……ぶっちゃけショックでした」

　話題を振ってくれたのは嬉しいけど……なんて単刀直入な……。でもそういうところ、嫌いじゃないけど。

「あのね、そのことなんだけど……」

　私は両手で組んだ手を見つめながら、これまでのいきさつを説明した。課長は結婚していないこと。私たちはもうすぐ結婚すること。

　宮沢さんはさすがに驚いていたけれど、少し考えこんでからこう言った。

「でも先輩は、課長が独身ってこと知らずに付き合っていたわけですよね？　結果がよかったからいいけど、先輩のやっていたことって、不倫と変わらないと思います」

「……うん、そうだね」

　もっともな意見すぎて、なにも反論できない。宮沢さんのお父さんは不倫していた。だからこそ、不倫の痛みをいちばん理解している。

「まあ別に、今さら先輩を責めたって仕方ないですけど」

　それよりも、会社内でイチャついてたことの方が問題ですね、と宮沢さんは付け足した。……うぅっ、ごもっとも。

「それで、先輩は結婚したら、仕事どうするつもりなんですか？」

「うん、それが……」

　口ごもると、宮沢さんは、私の目をじっと見てきた。

「辞めるの……もったいないですよ」

　力強い言葉。

　胸がドクンと鳴った。

　そうだ、私はこの言葉を待っていた。だから宮沢さんに本当のことを話したんだ。引き止めてくれる誰かの言葉が欲しくて。

「先輩、頭いいし仕事できるから、仕事辞めるのもったいないですよ」

「でも結婚相手と同じ職場で働くなんて……」

「なにも今の会社でしか仕事ができないわけじゃないでしょ？　他の仕事を探すなりしたって……私だって今の会社でずっとやっていくつもりじゃないですよ」

　私は驚きと共に、再び胸がドクンと鳴るのを感じた。

「私、独立して会社持つのが夢なんです！　夢はでっかく女社長！」

　宮沢さんは得意の、拳に力を入れて話す仕草をした。

　独立……？　社長……？

　今まで考えたこともなかったプランに、唖然としてしまった。会社を辞めたら、それで終わりだと思っていた。また働くなんて考えてもいなかった。働いたとしても、バイトかパートレベルで……。

　夢はでっかく女社長！なんて、そんな冒険じみたこと、私だったら口が裂けても言えない。

「先輩、働きたいんですよね？　働けばいいじゃないですか。自分のやりたいこと。好きにやればいいじゃないですか。ないんですか？　やりたいこと」

　……やりたいこと。私のやりたいことってなんだろう？　私の好きなことってなんだろう？




　カフェを出ると、冷たい夜風が頬を撫でた。

「私でよければいつでも相談してください。やっぱり私、先輩のこと好きです！」

「え？」

「真面目で一生懸命で優しくて……。冷たそうに見えるけど、人は見かけによらないんですね！」

　宮沢さんは満開の笑顔だった。

　人は見かけによらないって……。その言葉、そのまま宮沢さんに返したいくらいだよ。

　私たちは友達のように手を振り、さよならをした。

　会社内では友達なんてできないって思ったけど、ましてや後輩なんて……。でも宮沢さんとだったら、辞めたあとでも付き合っていけそう、そう思った。




　目覚まし時計が鳴ったわけでもないのに、私の身体は律儀に、休日でもいつもと同じ時間に目を覚ます。

　歯を磨きながら、さて今日はなにをしようかと考えていた。

　もしかしたら鬼の王子からデートに誘われるんじゃないかと思って予定を空けておいたけれど、誘ってくれる様子はまったくなかった。自分から誘うこともできず、鬼の王子の今日の予定すら聞くことができず、愛人体質が抜け切れない自分に嫌気がさす。

「暇だ……」

　誰もいない部屋でぽつりとひと言呟くと寂しさが増した。とりあえずどこかに出かけようかと思って、クローゼットを開けた時、宮沢さんの言葉を思い出した。

「確かに地味だな」

　黒や茶色などダークトーンばかりが並んでいた。クローゼットを開けた時、かわいい洋服や雑貨に囲まれてワクワクするような、あの感覚がない。長い間忘れていた。私はあの感覚が大好きだったのに。

　クリーニングした時についてきた針金のハンガーに吊られた洋服たち。

　なぜか急に焦りみたいなものが湧いてきて、急いで街に出た。会社でも着られる服を探す、というケチな考え方は捨てた。会社の外でくらい自分の好きな服を着たっていいじゃない。冒険しなくちゃ。




　いろんなショップを巡って、たくさん試着した。アドレナリンが頭の中を駆け巡る。舞踊会に出席するお姫様みたい？　なんちゃって。

　数年ぶりにはいてみた膝上十センチのミニスカート。誰が決めたわけでもないのに、社会人になってまでミニスカートをはくのは恥ずかしいと思っていた。それが思っていた以上にしっくりきて、包装せずにそのままはいていくことにした。

　心が躍る。

　いつもならスルーするシフォンブラウスを買ってみたり、ヒールの高いパステルカラーのパンプスを買ってみたり。今日一日で買った服に身を包むと、今度は髪の毛が気になってきて、美容室に飛びこんだ。




　髪をセットしてもらっている間、「よろしければネイルはいかがですか？」と言われたので、フレンチネイルを施してもらうことにした。小指にひとつだけラインストーンをつけてもらう。

　上から下まで変身すると、視界が開けたようにパッと広がった。

　楽しい！

　長い間忘れていたこの感じ。一社会人だけど、ひとりの女なんだから。女に生まれてきたからには、オシャレを楽しまないと！

　ショーウィンドウに映った自分を見た時、無性に鬼の王子に会いたくなった。

　鬼の王子の隣を歩きたい。この服を見てほしい、この髪を見てほしい、このネイルを見てほしい、そして私の全部を見てほしい。

　スマホの画面に表示された鬼の王子の電話番号を見つめて、立ち止まる。もう日は暮れていた。こんな時間に会いたいなんて言ったら迷惑かな。家やホテルじゃなくて、外で会いたいって言われたら、面倒くさいよね。

　でも……。心の中での心配事とは裏腹に、私の親指は通話ボタンを押していた。胸がドキドキする。

「もしもし」

　鬼の王子の声が耳元に響くと、身体が熱くなった。

「あの、今、なにしてました？」

「ん、家にいたよ」

「あの、もし、これから特になにも予定がないようだったら、その……」

「今どこ？」

「え!?　えと、代だい官かん山やまです」

「今から合流してもいい？」

「も、もちろんです！　迷惑じゃなければ！」

　彼は、「迷惑なはずないだろ」と笑いながら、すぐに行くから待っててと言って電話を切った。

　通話ボタンを押した時よりドキドキしていた。胸に手を当てなくても、ドクッドクッと心臓の音が聞こえるほど。

　鬼の王子が来る！

　飛びはねたいほど嬉しい気持ちを押し殺して、スマホを両手で握りしめた。










美月の成長




　たくさんのショッピングバッグをロッカーに預けてしばらく待っていると、黒の外車が停まり、運転席の窓が開いた。

「美月」

　突然声をかけられて驚く私に、鬼の王子は笑顔を投げかけた。慌てて車に近寄る。

「この車、課長の？」

「そうだよ。あれ、見るの初めてだっけ？」

　コクコクと頷いて、助手席に乗りこんだ。「そういえば、こうやって外で会うの初めてだもんな」と、鬼の王子は感慨深げに呟いた。

「昼、何時頃食べた？」

「三時過ぎです」

　美容院に行っていたので、食べる時間が遅くなった。

「俺もまだお腹空かないんだよね。食べるのちょっと遅くなってもいい？」

　もちろん、と返事をすると、鬼の王子はニコリと笑って車を走らせた。

　助手席に座ると、ミニスカートが結構上がる。ドキドキしながら横を見るけれど、鬼の王子はまったく気にしていない様子だった。あれ？　今日は雰囲気違うねとか言ってくれると思ったのにな。こんなに頑張ったのになにも言ってくれなくて少しがっかり。いや、だいぶがっかりした。

「どこに行くんですか？」

「ん～、どうしよっか。行きたいところある？」

「いえ、特に……」

　どうしよう。この場合、なにか案を出した方がいいのだろうか。鬼の王子に会いたい一心で、なにも考えてなかった。

「じゃあさ、水族館はどう？」

「夜の水族館！　素敵ですね！」

「じゃ、決まり」

　そう言うと、鬼の王子はハンドルを切って右折した。

　横顔の、伸びた首筋が好き。ハンドルをさばく筋張った長い指が好き。

　左手の薬指に指輪がはめられていないことに気づいて、嬉しくなった。やっぱり今日、鬼の王子に会えてよかった。

　水族館に着くと、鬼の王子は私の手を握って歩き出した。

　夜の水族館は初めて。光る水槽と優雅に泳ぐ魚たち。穏やかに時が流れていって、とてもロマンチック。

　しん、と静まり返った夜の海の中を、散歩しているようだ。

「やっぱりこっちにする」

　握った手を離すと、私の腰に手を回した。あまりの近さにドキドキする。鬼の王子は私の頭に口づけするように鼻を寄せて、満足そうに微笑んだ。

「なんだか、恥ずかしいです」

　通り過ぎるカップルたちも、密着度が高い私たちをチラチラ横目で見てくる。

「これくらいくっついた方が、俺の女だって主張できるだろ？」

　思わず顔を見上げた。

「本当はドライブでもしようかと思って車で来たんだけど、今日の美月があんまりかわいいから、見せびらかしたくなった」

「でも、車の中ではそんなことひと言も……」

「助手席に乗った時、スカートが短くなっただろ？　動揺しすぎて言えなくなった。エロ親父だって思われたくなくて」

「エロ親父だなんて」

「本当はかなり動揺してたけど、ぐっと我慢して、いつも通りの顔作るのに必死だったんだ」

　そんな風に思っていたんですか？と言うと、

「そうだよ、俺の頭は煩悩まみれだって言っただろ？」

　と、鬼の王子が冗談っぽく笑った。嬉しくて、頬が少し火照った。

　宮沢さんは、オシャレは最終的には自分のためにするものだと言ったけれど、見せる相手がいないんじゃ楽しみも半減だ。好きな人にかわいいと思われたいのは、女性なら、いくつになっても変わらないと思う。

　それに、高いヒールをはいても鬼の王子の頭がひとつ分高いことも嬉しかった。なんにも制約されずに、オシャレを楽しめる。

　私を見る鬼の王子の顔がいつもより嬉しそうで、そのことはなによりも幸せだった。

「あとさ、美月が俺の予定聞くなんて初めてだっただろ？　だから今日はすごく嬉しかったんだ。休日はひとりで過ごしたいんだろうと思ってたし」

「そんなことないです！　どうしてそう思ったんですか？」

「前に、休日は会うのやめましょうって言わなかった？」

「あ……、それは課長の奥さんに悪いなと思ってたから」

「なんだ、そうだったんだ。美月は自分がしたいこととか話さないから、わからなかったよ」

「これからは、言うようにしますね。本当は今日ずっと、課長に会いたくて仕方なかったんです」

　新しい洋服に身を包むと、なぜかいつもより自信がついて、言いたいことが言えるようになる。これもオシャレの魔法なのかなと思った。

　魔法を身につけた私は、周りに人がいるにもかかわらず、鬼の王子からの口づけをすんなりと受け入れることができた。

　隣では大きな水槽から光がこぼれていて、色とりどりの魚と宝石のように輝く気泡が唇を重ねるふたりの姿を幻想的に照らしていた。




　小さなネックレスを付けただけで、会社の女の子は気づいてくれる。

「かわいい！　それどこで買ったんですか？」

「代官山の路地裏にある小さな雑貨屋で見つけたの。手作りみたい」

「手作り!?　え～、高そう」

「ううん、そんなことなくて……」

　自然と会話が盛り上がる。仕事以外ではほとんど話したことのない子とも、笑顔で話せた。なんだ、こんなに簡単なことだったんだ。

　数日後のある日は、首元に小さくフリルのついたオフホワイトのシフォンブラウスを着てみた。すると、男の人からもよく話しかけられるようになった。首元にほんの少しのフリルを足すだけで、柔らかい雰囲気になっているのかもしれない。それとも、私がよく微笑むようになったからか。




「最近、ますます綺麗になりましたね」

　少し日に焼けて黒くなった島田君が言った。

「そんなこと……」

　面と向かって言われて、私は恥ずかしくなってうつむいた。

「好きな人と、上手くいってるんですか？」

　少し、寂しげなトーン。まるで、まだ私のことが忘れられないと言いたげな瞳で。

「……うん」

　すると島田君は、よかったですねと笑った。その笑い声が妙に切なくて。私は一緒に笑えなかった。

　そんな私に気づいたのか、島田君は、「俺、最近、会社の野球チームに入ったんっすよ」と明るく話題を変えた。

「そうなんだ、だから少し黒くなったんだ」

「やっぱわかりますか？　野球はいいっすね！　楽しいっす」

　バットを振るフォームを見せて屈託なく笑う姿に、私もつられて笑う。

　島田君の笑顔は、周りを幸せな気分にする力を持っている。そんな素敵な才能を持った人なんだ。




　会社に行けば恋人がいて、話しかけてきてくれる人も増えて。私もちょっと明るくなって。自分から話しかけたりして。そうすると、毎日憂ゆう鬱うつで、休みの日を指折り数える日々だったのに、いつのまにか仕事そのものも楽しくなった。

　もっと新しいことを覚えたくなったし、もっと仕事したいと思った。するとなぜか食事の誘いが増えて、他部署の人から突然告白されることもあった。

　今までみんな、私を避けるようにしていたのに、なんだか不思議で戸惑ってしまう。










会議室での密事




「深川さん」

　廊下で突然話しかけられた。たしかこの人は営業二課の浅あさ田だ君。営業成績一番で、やり手だって聞いたことがある。顔もいいから女性社員に人気があるらしいけれど、女癖が悪いことでも有名だった。

「こんなところで会うなんて奇遇だね」

「そうですね」

　どこが奇遇なのだろうと思ったけれど、適当に返事をして会釈し、足早に通り過ぎようとすると、「ちょっと待って」と呼び止められた。

「あのさ、ずっと言いたかったことがあるんだけど、深川さん、俺と付き合わない？」

「はい？」

　私はつい眉根を寄せて、苦々しい不機嫌な顔を作ってしまった。

　いけない、いけない。こういう顔をするから、みんなに恐がられていたのに。

「俺と深川さん、結構お似合いだと思うんだよね。もし深川さんが付き合ってくれたら、他の女の子とは手を切るし。まあ、深川さんと付き合ったら他の女なんてカスにしか見えなくなるけどね」

　浅田君は、最高の口説き文句を言ったといわんばかりの顔を見せた。

　はっきり言って、ドン引きだった。

「こういうことは仕事中にはちょっと……」

　作り笑いを浮かべて、逃げるように横を通りすぎようとすると、腕をつかまれて背中を壁に押しつけられた。

「痛っ」

「じゃあ、仕事中じゃなければいいの？」

　浅田君はいやらしい目つきで言った。抵抗しようとすると両手を押さえられて、私の膝の間に浅田君の右足が滑りこむ。スカートを足で捲めくるように、ゆっくりと右足が上がっていく。

「今晩どう？　絶対満足させるからさ」

　耳元で生温かい息が吹きかけられる。毛虫が背中を這うような、ぞわっとした感覚がした。

　……生理的に無理！

「おい、仕事中だぞ」

　低い声がして横を見ると、壁にもたれかかって両手を組み、こちらを睨んでいる鬼の王子の姿があった。

「鬼木課長！」

　浅田君の顔色が変わる。パッと私から身体を離すと、鬼の王子に一礼して、バツが悪そうに去っていってしまった。廊下には私と鬼の王子が残されて、とてつもなく気まずい雰囲気。

　ど、どうしよう。怒ってる……。

　彼は黙って私の手を取ると、会議室に入っていった。

　カチャリと音がして鍵が閉まる。

「あの……」

　ふたりきりの空間。鬼の王子は暑そうにネクタイを緩めると、私をじっと見つめて、にじり寄ってきた。彼が一歩近づく度、私は一歩後ろに下がる。そんなことを繰り返しているうちに、大きなテーブルにお尻が当たった。

　キスができるくらい身体を密着させると、私の髪を一房すくった。

「なんか俺に言うことは？」

「ご、ごめんなさい」

「ふ～ん、謝るようなことしてたんだ」

「し、してないです！」

「じゃあなんで謝ったの？」

「それは、課長が怒ってるから……」

「なんで俺が怒ってるかわかる？」

「……私が、告白されたからですか？」

「違うよ、他の男に触られたからだ」

　鬼の王子が体重をかけて、唇を押しつけるようにキスしてきたので、私はそのまま上半身だけテーブルに寝そべる体勢になってしまった。

「触られてなんか……」

「両手をふさがれてたし、足が触れてた」

「それは無理やり……」

「わかってるけど、腹が立つ」

　テーブルに寝そべる私に覆いかぶさるようにキスをして、ブラウスの裾をスカートから引き出すと、その下に手を這わせた。お腹に冷たい指の感覚がすると思ったら、その手は上へと侵入した。

「課長っ……今は仕事中ですよっ」

「知ってる」

　私の首筋にキスを落としながら平然とした様子で言った。手は私の胸をもみ上げる。……さっき、浅田君に仕事中だぞって注意してたのに。

　鬼の王子は私のブラウスのボタンを一つひとつ丁寧に外していく。ここで抵抗したら誰かに気づかれるんじゃないかと思って、私はされるがままだった。外されたボタンが開き、レースのブラジャーが顔を出す。

　息を吸う度、胸が上下に動いて、自分の身体なのになんだかいやらしいと思った。

「フロントホックか。まるでこうなることを予想していたみたいだ」

「違っ……」

　谷間に指を差しこまれ、前で留められていたブラジャーのホックを、ピンッと勢いよく外されると、両乳房が揺れるように現れた。

「やっ……」

　恥ずかしくて、顔を腕で隠す。征服されるように上から見下ろされると、鬼の王子の顔がまともに見られなかった。

　ましてやここは会社の会議室で、昼間の明かりは私の身体を包み隠してくれない。

「最近、美月の洋服が変わった」

　舐めるように、私を上から見下ろしながら呟く。

「俺のおかげだって自惚れていいの？」

　火照った頬を隠しながらコクリと頷くと、嬉しそうな顔を浮かべた。鬼の王子が嬉しそうだと、私も嬉しくなる。

「最近仕事も頑張ってるし、辞めるのがもったいないくらいだな」

　笑って放たれた言葉に、私はドキリとした。さっきまでとは違う心臓の動きを耳奥に感じる。今がチャンスだと思って、なるべく冗談っぽく言おうとしたものの、口元は引きつっていた。

「辞めないっていうのは、どうですか？」

　口に出した途端に後悔した。心の底から。タイムマシーンがあったら、一秒前の私の口をふさいでしまいたい。

　それほど鬼の王子の顔がわかりやすいくらい曇った。ポーカーフェイスの、あの鬼の王子が。

「……辞めたくないのか？」

「まさか、そんなことないです！　辞めずに課長と結婚したら、会社の女の子にいつか殺されちゃいますもん。私は今の仕事を続けることより、課長と結婚したい気持ちの方が強いです」

　冗談っぽく言ったけど、嘘はついていない。でも、私の口から出たはずの言葉が自分の耳に届くと、空虚に響くのはなぜだろう。

「そっか……」

　鬼の王子は安堵の表情を浮かべた。その顔を見ると、グサリと大きな棘が胸に刺さった。

　……わかってしまった。鬼の王子の考えが。ううん、わかっていたじゃない。

　最初から「会社を辞めてくれ」って言われていた。

　それなのに、今頃になって辞めたくないだなんて。虫がよすぎるのは私の方。鬼の王子くらい仕事ができて忙しい人は、家庭に入ってくれるお嫁さんを望んでいるんだ。共働きをする必要がないんだから。

　きっと鬼の王子は家庭に安息の場を求めている。

　なんだかすっかり〝そういう雰囲気〟じゃなくなってしまった。

「この前、会社内でいちゃついてるの見られて、失敗したばっかりなのにな」

　鬼の王子は苦笑いしながら、私のはだけたブラウスを直した。私は無言で起き上がって、ブラジャーをつけ直す。

　私は言ってはいけないことを口走ったんだ。燃えるように熱くなっていた身体を、一瞬にして冷まさせるようなひと言を。

　鬼の王子は腕時計を見て「やべ、早く戻らなきゃ」と笑った。私も笑い返すものの、心は空白のままだった。

　仕事も結婚もどっちも諦めたくないなんて、贅沢なのだろうか。

　なにかをつかみかけて、私は自分で手放そうとしている、そんな気がした。










初めての喧嘩




　それから数日後、私の退職の日程が決まった。

　まだ宮沢さんと上の人たちしか、私が辞めるということを知らない。課長と結婚するために辞めるので、みんなに知られたら仕事がしづらくなる。だから当日まで言わないことになった。

　無事すべての業務を宮沢さんに引き継いで、私は順調に退職の日を迎えられそうだった。でも、鬼の王子と結婚できてすごく嬉しいはずなのに、なぜか心が晴れなかった。心に靄もやのようなものがかかったみたいだった。

　具体的にやりたいことがあるわけではないし、この仕事をどうしても続けたい意欲があるわけでもない。ただ、このままでいいんだろうかという焦りが日に日に募っていった。

　自分の素直な気持ちがわからない。自分のやりたいことがわからない。自分で自分がわからないんだから、伝えることなんて不可能だ。

　不安を抱え、誰にも相談できないまま、退職までのカウントダウンが始まった。

　退職の日が近づくにつれて、鬼の王子は嬉しそうに顔をほころばせ、私も合わせて笑顔を作る。これがマリッジブルーなのかもしれないと思って、これでいいんだと自分に言い聞かせる。

　大好きなのに。結婚できて幸せなはずなのに。どうしてこんなに虚しいの？




「今週末にでも美月の両親に挨拶に行こうか」

　突然切り出された言葉に、私はぎょっとした。鬼の王子の実家にはもう挨拶を終えていた。ご両親はとても優しそうな方で、結婚を心から喜んでくれていた。

「今週末、ですか？　お母さん、予定があるとか言ってたような……」

「また？　これで何回目だよ。俺、嫌われてんのかな～」

「まさか！　そんなことないですよ！」

「でもおかしいだろ、いまだに会えないなんて」

　視線を泳がす私を、鬼の王子は訝いぶかしげに見つめた。

「俺が直接、日程の確認するからさ、美月の実家の電話番号教えてよ」

「いいです！　私がしますから！」

「声だけでも聞きたいからさ。いいだろ？」

　……ああ、もう隠しきれない。私は重い口を開いた。

「実は……まだ両親には伝えてないんです」

「はあ!?」

　鬼の王子の顔色が変わる。私は下を向いて、ぎゅっと両手を組んだ。

　責めないで、怒らないで。私だって悩んでたんだから。

　そんな私の願いとは逆に、鬼の王子の声が荒立っていく。

「俺と結婚する気あるの!?」

「ありますよ！　当然じゃないですか！」

　鬼の王子につられて、つい私も声を荒らげる。

「じゃあ、なんで!?」

「言いにくくて……」

「言いにくいからって、放っておいていい問題じゃないだろ！」

　そんなことわかってる。常識を振りかざさないで。わかっていても、感情がついていかないことだってあるんだから。

「おい、美月！　聞いてるのか!?」

「わかったから！　怒鳴らないでよ！」

　鬼の王子と私は、肩で息をしながら睨み合う。一瞬の間があって、鬼の王子は目線をそらすと、ごめん、と小さくひと言呟いた。

「ちょっと、煙草吸ってくる」

　ベランダに出ていった鬼の王子の後ろ姿は、明らかにまだ怒っている様子だった。ひとり取り残された部屋で、私は茫然と立ちつくしている。

　手足が震えて止まらない。声を荒らげた自分自身にもびっくりした。

　……初めての喧嘩。仕事場で怒鳴っているのを見るのは日常茶飯事だったけれど、プライベートでは怒られたことなど一度もない。

　ショックだった。でも、悪いのは自分だ、それはわかってる。私が悪いのに、鬼の王子が謝って、私は意固地になって謝りすらしなかった。

　最低だ。いろんな感情が涙となって溢れ出す。私には泣く権利すらないのに、慰めてほしいと、ガラスで隔たれた鬼の王子の背中を見て思ってしまう。

　……なにやってんだろ、私。親に結婚報告するだけじゃない。なにをこんなにビクビクする必要があるの？

　涙を手の甲で拭くと、大きく深呼吸をして、通話ボタンを押した。内臓が一回ひっくり返ったかと思うくらい緊張する。呼出し音が、胸にズシリと重く、永遠に鳴り響くように感じた。

「もしもし」

「あっ、もしもし？　お母さん？」

　声が震えた。何年かぶりに聞く母の声だった。




　両親との間に壁を感じ始めたのはいつからだっただろうか。いつも喧嘩ばかりしているふたりを見て、私は言いたいことが言えなくなっていた。

　私がなにか父のしゃくに障ることをすれば、父は「お前の育て方が悪いからこうなるんだ！」と母を怒鳴り、私が母の前で失敗したりわがままを言えば、「お父さんに怒られるのは私なのよ！　いい子にしなさい！」とぶたれた。私は常に父と母の顔色をうかがって、いい子にならなければと思っていた。父と母がこれ以上喧嘩しないように、敷かれたレールの上をはみ出さないように必死だったのだ。

　就職をして実家を出たら、自然と疎遠になった。忙しいことを言い訳にして、実家に帰ることも、電話をすることも減っていた。




「珍しいわね、あんたから電話してくるなんて」

「うん。ちょっと言いたいことがあって」

「なによ」

　私はスマホを強く握りしめて、大きく深呼吸をした。

「結婚……しようと思って」

　数秒間の沈黙。

　その間に私の胸は、うるさいほど悲鳴を上げていた。

　反対されたらどうしよう。それが恐くて、ずっと連絡できずにいた。私は今でも両親の前に出ると途端に物が言えなくなって、自分の気持ちを押し殺してしまうのだ。

　そんな私の心配とは裏腹に、返ってきた言葉は意外なほど淡泊なものだった。

「あらそう。誰と？」

　あらそうって……。

「同じ会社の上司なんだけど」

「ふ～ん、あんたの会社の上司なら給料もいいし、いいんじゃないの？」

　目の前に小さな光が見えた気分。こんなにあっさり。しかし、結婚相手の給料を基準に考えるなんて……。

　でも、肩の荷がすっと下りたのも事実だった。

「……あ、ありがとう」

「お父さんには言ったの？」

「まさか！　まだだよ」

「今、お父さんいるから、言いなさいよ」

「えっ!?　ちょっと待っ……」

　電話ごしから、お母さんがお父さんを呼ぶ声が聞こえる。私の言葉なんか一切聞いてない。私の気持ちなんて考えてもくれてない。いつだってお母さんは自分の都合が一番で、それが正しいと思っているんだ。

「お父さ～ん、美月から電話～。結婚するんだって～」

　お母さんが大きな声で、お父さんを呼ぶ。結婚するってこと、言っちゃってるし。私、直接言ってないし。

「美月が？　誰と？」

「会社の上司だって」

「ああ、そうか」

　……全部言っちゃってるし。しかも全部、ふたりの会話聞こえてるし。

「もしもし」

　お父さんの声を聞いて、途端に緊張が蘇った。

「あ……もしもし？」

「結婚するんだって？」

「……うん」

「会社の上司って、役職は？」

「……課長」

「何歳なんだ？」

「二十八歳」

「若いな」

「うん、期待されてるみたい」

　ふ～ん、とお父さんは気のない返事をした。

「家に連れてくるんだろう？」

「うん。近々」

「まぁ、その時いろいろ話そう」

「うん」

　予想外にすんなり終わってしまった。こんなにスムーズにいくなんて。

　そうか、もう私も結婚適齢期だし、別に反対されることなんてないのか。無駄にいろいろ心配していたのが、途端にバカらしくなった。私たちの喧嘩はなんだったのだろう？

「美月」

　と、妙に力が入った声で名前を呼ばれた。

「なに？」

「幸せに、なれよ」

　想像もしなかった言葉に、一瞬頭が真っ白になった。お父さんからそんな言葉が出てくるなんて……。

　いつも無愛想で寡黙なお父さん。まともに会話なんてしたことがなかった。私の成績のことしか関心がないんだと思っていた。それなのに……。

　言葉につまって、なんて返事をしていいかわからなかった。瞳に浮かんだ涙を、電話ごしのお父さんに知られたくなくて、「……うん」とひと言だけ返した。

　照れ臭くて、それ以上話すことができない。

「じゃあ、お母さんに代わるな」

　と、お父さんは慌ててお母さんに代わった。お父さんも、照れ臭かったんだろう。私は鼻をズッとすすりながら、感動で胸が締めつけられていた。

　それなのに、あっけらかんとした母の口調によって、その感動はすぐに冷めてしまった。

「あんた、会社はどうすんの？」

「辞めるよ」

「ふ～ん、専業主婦になるの？」

「うん、そのつもり。やりたいこともないし……」

「なによあんた、アパルルはどうしたのよ」

　アパルル？　……もしかして、アパレルのこと？

「あんた大学卒業の時、アパルル関係の仕事がしたいって言っていたじゃない。お父さんに反対されて今の会社入ったけど。旦那の給料だけでも生活できるんでしょ？　なら、好きなことやってもいいんじゃない？　その、アパルルとやらを」

　お母さん、詳しいこと知らないけど、とあまり興味がなさそうに付け加えた。

　……アパルル。正確にはアパレルだけど。

　そうだった。私、アパレル関係の仕事がやりたかったんだ。そのために在学中に色彩検定の資格も取って。

　けど、お父さんに、「アパレルは大学卒業した奴が就く職業じゃない！」って反対されて諦めたんだった。一回しか親に言ってないし、私ですら忘れてたのに。お母さん、横文字苦手なのに覚えててくれたんだ。ちょっと間違えてたけど。

「お母さん、ありがとう」

「は？　なにが？」

「ううん、なんでもない」

　わけわかんない子ね、とお母さんは笑った。

　私のやりたいこと……あったじゃない。私は妙に高揚する胸を、抑えることができなかった。

　私の中でなにかが変わっていく気がする。どんどん、見えなかったものが見えてくる。やりたいことが増えていく。

　こんな気持ち、初めてだった。

　ベランダを覗くと、鬼の王子が夜空を見ながら煙草の煙を吐いていた。白い煙が空に上がっていく。

「課長」

　呼ぶと、鬼の王子はゆっくりと振り返った。

　……あ、もう怒ってない。表情と雰囲気だけでわかる。ほっとして、私は鬼の王子をぎゅっと抱きしめた。

　すると、鬼の王子は黙って私の頭を優しく撫でてくれた。不器用な手つきが心地いい。

「お父さんとお母さんに伝えました」

　数秒ほどの沈黙ののち、煙草の煙が夜空に上がるのと同じタイミングで「なんて言ってた？」と鬼の王子が聞いてきた。私は彼の胸の中に顔を埋める。

「幸せに、なれよって」

　言葉に出した瞬間、泣きそうになった。唇が震えている。いい両親じゃん、と鬼の王子が呟くように微笑んだ。

「さっきはごめんなさい」

「俺も、怒鳴って悪かった」

　ほっとした。そして私は、ある決意をした。

　もう一度、勇気を出そう。

　自分の素直な気持ちがわかった今、あと必要なのは、相手に伝える勇気だけだ。

「私、やりたいことができたんです」

「やりたいこと？」

「アパレル関係の仕事をしたいなと思って」

「アパレル？　なんでまた急に」

「急ではないんです。昔からやりたかったことです。やりたかったけど、自分の気持ちを押し殺しすぎて、自分のやりたいことがわからなくなってて」

　相手がどう思うかばかり考えていた。鬼の王子の『仕事を辞めてくれ』という言葉を優先しすぎていて、自分の素直な気持ちを見失っていた。まだなにも伝えてないのに、反対されることばかりを恐れて。

「忙しくなって、主婦業を完璧にこなせなくなるかもしれない。でも、頑張りますから！　迷惑かけないようにしますから！」

　ダメ……ですか？という言葉を発しようとして飲みこんだ。〝ダメだ〟って言われたら諦めるの？　諦めていいの？　やっと自分のやりたいことを見つけたのに。

　私は震えていた唇から、ありったけの気持ちを込めて吐き出した。

「……やらせてくださいっ！」

　口に出すと、息が上がっていた。心がスッと軽くなって強くなれた気がする。

　鬼の王子は目を丸めて驚いていたけれど、顔を真っ赤にさせて息を切らしている私を見て、プッと笑った。

「美月のやりたいようにすればいい」

　すべてを包みこんでくれるような、優しい笑顔だった。

「それに俺は、美月に家政婦みたいなことを望んでいるわけじゃないよ。完璧にこなそうなんて思わなくていい。俺は美月が笑って暮らしてくれれば、それでいい。それが俺の役目だし、幸せでもあるんだから」

　私は神様に感謝した。こんな素敵な人と一緒にいられる奇跡に。

「幸せにするからな」

　鬼の王子は、私を抱きしめて耳元で呟いた。

「安心して俺の側にいろ」

　夜空から私たちを見守るように、スポットライトを当て続けている月に、私は願った。

　ずっと……彼の側にいさせて下さい。

　心からの願いだった。

「隼人……」

　初めて課長の名前を呼んだ。

「大好き」

　顔から火が出るくらい恥ずかしいセリフは、とても自然に夏の風に溶けこんだ。

　耳を真っ赤にさせて、しばらく黙っていた鬼の王子。私が顔を見上げると、目が合った。そして次の瞬間には、ニヤッと不気味な笑みを浮かべていた。

　なんだか嫌な予感がして離れようとすると、それを制するように、ぎゅっと抱きしめられる。

「そういえば、喧嘩のあとのセックスって燃えるって聞いたことある？」

「な……なんですか、それ」

「試してみようぜ」

　鬼の王子の目があまりにもギンギンに光っているので、身の危険を感じた。

「今日は美月がもう無理って言っても続けるからな」

　……鬼だと思った。







第四章










最後の日




　そしてついに、退職の日を迎えた。私は今日、三年勤めていた会社を辞める。

　三年か……長かったような、あっという間だったような……。明日からここに来ることはないんだと思うと、妙に寂しくなる。もう鬼の王子の怒鳴り声も聞くことはないんだ……。

　いつものように朝礼が始まった。私はソワソワしながら朝礼を聞いていた。朝礼の最後に、私が今日退職することが発表される。

「え～最後に、突然ではありますが、深川美月さんが本日をもって退職することになりました」

　部長の挨拶に、オフィス内がどよめく。

　――来た。

　深川君、前へ、と言われて、しずしずとみんなの前に立った。右側には部長が。そして左側には鬼の王子が立っている。

「深川君は、鬼木課長と結婚することになった」

「えぇ!?」

　あちこちから零れる驚きの声。中でも女の子たちは顔を真っ青にしていた。

「えっえっ、どういうことですか？　課長は結婚してるはずじゃ……」

　女の子の中のひとりが勇気を出して尋ねると、部長は不敵な笑みを浮かべた。

「鬼木君が結婚してるなんて誰が言ったのかね？　まさか左手の薬指に指輪をしているからか？　指輪なんて誰だってするだろう」

　部長は得意げに言ったけれど、みんなは「だって部長、課長の結婚式に出席したって言ってたじゃないですか！」と反論した。すると部長は、あっとひと言漏らし、まずいという表情を浮かべた。

「あれは……作り話だ」

「どうしてそんな嘘ついたんですか!?」

　たくさんの人に責められ、部長は観念したかのように重い口を開いた。

「これは、退職の日を当日までみんなに知らせなかった理由と関係しているんだが、実は、前の支社で鬼木君を巡って女の子同士がもめてな。社内で取っ組み合いの喧嘩にまで発展してしまって、鬼木君が責任を取る形でうちに配属になったんだ。また今回も同じようなことが起きるといけないから、ダミーの結婚指輪をはめるのはどうだって俺が提案したんだ。だから、鬼木君が独身だったということがわかって、トラブルがあってはいけないということで、知らせられなかった。まあ、そんなこと起こるはずないと思っていたが、安全策だ、安全策」

　指輪の件はナイスアイディアだったろ？と部長は得意げに言った。架空の奥さんの作り話をしたことを反省する素振りはまったくなく、みんな呆気にとられていた。

　女子の中には怒りで震えている子もいたけれど、部長に文句を言えるはずもなく、声に出せない不満を抱え、口を金魚のようにパクパクとさせていた。

　そして部長は、「そういうことだから、さっ仕事、仕事っ！」と手をパンパンと叩いて、みんなをデスクに戻らせた。

　きっとみんな、私や鬼の王子に聞きたいことが山ほどあるに違いない。けれど、聞くに聞けないといった様子で誰も私たちに近寄ってこなかった。

　――たったひとりを除いては。

「深川さん……結婚、するんすね」

　声をかけてきたのは島田君だった。島田君に話しかけられて、嬉しいような、逃げ出したくなるような、切ない気持ちになった。あのキスの記憶が蘇ってくる――。

「う、うん。そうなの」

　島田君は悲しそうにうつむいていた。落ちこむ様子を隠そうとしないその姿に、胸がズキンと痛む。

「鬼の王子には勝てないっす。幸せになってください！」

　……ニカッと笑ったその顔を、私はずっと忘れないと思う。

　ありがとう、島田君。




　――昼休み。

　私はいつも、ひとりで外に昼食を食べに出かけていた。今日もいつものように会社を出ようとすると……。

「深川さん、最後くらい私たちと一緒にご飯食べましょうよ」

　女の子数人が、不敵な笑みを浮かべて出口をふさいでいた。……なんとなく嫌な予感。

　誘われるがままに社員食堂に行くと、ガヤガヤと賑わっていた。

「そんな不安そうな顔しなくても大丈夫よ。こんな所でイジメたりなんかしないから」

「まさか、そんなこと思ってないですよ」

　顔が引きつる。

「ここにしましょうか」

　コトンと小さな音を立てて、リーダー格の相あい原はらさんは長テーブルの端にトレイを置いた。

　独身の相原さんは会社の中でも年長者で、いわゆるお局つぼねさん。綺麗な人なんだけれど、あまり笑わず、いつも仏ぶっ頂ちょう面づらのせいか近寄りがたい。歳のわりには……っていったけど、誰も正確な年齢を知らなくて、たぶん四十手前か、それ以上か……真相は誰も聞けない。

　先に同じテーブルで食事をしていた宮沢さんグループは、相原さんグループの中に私が入っているのを見て、目を丸くして驚いていた。無理もないよね。こんな状況、私が一番驚いているもの。

「深川さんと今日で最後だなんて、寂しいわぁ」

　相原さんに合わせて、女の子たちがウンウン頷く。……本当かな？　ほとんどしゃべったことないけど。

　社食のミートソーススパゲティを頬張る。なんだこれ、全然おいしく感じない。社食の中でも一番の人気メニューなのに。みんなで食べるとおいしく感じるってアレ、一緒に食べる人によるよね……。

「でも急よね～、今日退職だなんて。普通もう少し早くみんなに知らせるんじゃなくて？」

「部長より上の方々には、お知らせしていました」

「どうして私たちには知らせてくれなかったの？」

「それは……結婚する相手が課長だからです。社内恋愛なので、もしお知らせしたらみなさんに気を遣わせてしまったり、ご迷惑になるといけないと思ったので」

　次から次へと飛んでくる質問に辟へき易えきしていた時だった。

「それよりも、どうして深川さんだけが鬼の王子が独身だって知っていたの？」

　この質問に、私は動揺して目を一瞬泳がせてしまった。それを敏感に察した相原さんは、口元をほころばせて鋭い眼光を向けた。

「もしかして、知らないで付き合ってたの？」

　相原さんの言葉に、女の子たちは身を乗り出した。突然鋭くなった顔を見て、わかってしまった。みんな、鬼の王子が好きだったんだ。だから粗探しをして、なんでもいいから私を非難したいんだ。

　不倫なんて、絶好のネタだもんね。

「ねえどうなの、深川さん。独身だって知ってから付き合ったの？　それとも……」

　私は大きく深呼吸をして、意を決して口を開いた。

「……独身だってことは、付き合ったあとに知りました」

　私の言葉に、みんながざわついた。嘘をつくのは簡単だけど、鬼の王子のことを好きだった人たちの気持ちを考えると、正直に答えたいと思ってしまった。こんなこと鬼の王子が知ったら、お前はなんてくそ真面目でバカ正直なんだって怒られそうだけど。でも、鬼の王子に恋する気持ちはよくわかる。

　私だって、好きな人は既婚者だと思っていたから諦めていたのに、突然、実は独身でしたって言われて、なおかつ結婚するなんて言われたらすごくショックだもん。ショックで、悔しくて、自分の気持ちをどこにぶつけたらいいかわからなくなる。

「深川さんって、奥さんがいてもいなくても関係ないんだ」

「既婚者だと思ってて、よく手を出せたね」

　小声でやり取りされる悪口が、すべて耳に入ってくる。わざと聞こえるようにしゃべっているんだ……。悔しい気持ちはわかっても、やっぱりこう明らかな敵意を向けられるとさすがにこたえた。

　テーブルの下で、手が小刻みに震えている。

「もうどうでもよくないですか？　鬼の王子は独身だったんだし。結果よければオッケーみたいな」

　突然の宮沢さんの言葉に、みんなの視線が一斉に集まる。相原さんたちの睨みつけるような視線に、宮沢さんの友人が、このタイミングでなんてこと言っちゃったの！と真っ青になっていた。

　しかし当の本人は意に介さず、といった様子で人気ナンバー１のミートソーススパゲティをおいしそうに食べていた。

「たしかに今回はラッキーだったかもしれないけど、もし本当に鬼の王子が既婚者だったら、不倫になるのよ、ふ・り・ん！」

　相原さんの言葉に、大きく頷く周りの女の子たち。

「でもぉ～、不倫じゃなかったわけだし。今さら言っても遅くないですか？　それに、鬼の王子に愛人でもいいから付き合ってほしいって告白してた人もいるらしいし」

　えっ!?　嘘っ！　そんなこと初めて聞いた！　周りを見渡すと、相原さんグループの女の子の何人かが、気まずそうに下を向いていた。

「不倫、不倫って、人のこと言えないですよね～。まぁ誰かは知りませんけど」

　……宮沢さん、強い。新人なのに、この度胸。

「あ、もうこんな時間。早く行かなきゃ。まったく、誰かさんが突然辞めるせいで、私の負荷、一気に増えたんですけど」

「ご……ごめん」

「仕事好きだからいいんですけどね。先輩、幸せになってくださいね」

「あ……ありがとう」

　宮沢さんは最後に、とっても優しい笑顔を見せて去っていった。

　私のこと……かばってくれたのかな？　そんなことするキャラには見えなかったのに。宮沢さんの意外な一面を、またひとつ知ってしまった。胸が熱くなって、感謝の気持ちでいっぱいになる。本当に本当にありがとう。私は何度も、宮沢さんに助けられたよ。




　昼休みが終わりに近づき、みんながゾロゾロとオフィスへと帰っていく中、相原さんたちが気まずそうに言った。

「私たち……突然だったから驚いてて。ただ、事実が知りたかっただけなの」

「はい……わかってます」

「ちょっと悔しかっただけ。鬼の王子は私たちに見向きもしてくれなかったから」

　相原さんたちは苦笑いしながら、「じゃあね」と言って去っていった。

　嫌な気持ちはしない。ただ少し、切なくなった。鬼の王子に憧れていた人は、たくさんいたんだ。私はその人たちの分まで、精一杯、鬼の王子を大切にしなくちゃ。相原さんたちの後ろ姿を見て、そう心に決めた。




　最後の仕事を終え、会社を出ると、鬼の王子が壁にもたれかかっていた。私の姿を見つけると、ニコッと笑って近づいてくる。

「課長……っ！　今日は直帰じゃなかったんですか？」

「うん。そうなんだけど、会社に戻ってきたよ」

「どうして？」

「どうしてって、美月の最後の日だろ？　お疲れさん」

　極上の笑顔に、胸がキュンと高鳴る。わざわざ戻ってきてくれたなんて……。優しすぎるよ。

「それにしてもすごい荷物だな。今日辞めるって言ったのに、どうやってコレ用意したんだろな、あいつら」

〝コレ〟というのは、私が抱えている大きな花束のこと。仕事が終わったあと、みんなからもらったのだ。

「慌てて用意してくれたみたいです。嬉しくて泣きそうになっちゃいました。それに、今度改めて送別会も開いてくれるらしいです」

「そっか、よかったな」

「はいっ！」

　嬉しくて大きく返事をすると、彼は安堵したような、優しい瞳で私を見つめた。

「どうしたんですか？」

「いや、悪かったなって思ってたんだよ。俺のせいで、みんなに知らせるの最後の日になっちゃって。もし相手が俺じゃなかったら美月は辞めずに済んだかもしれないし、辞めるとなっても、退職当日発表なんてことにはならなかったのにさ」

「みなさん、最初は驚いていたけど、最後は祝福してくれましたよ」

「それは美月の人徳だよ。美月が一生懸命仕事してたの、みんな気づいてたから」

　その言葉にぐっと胸が締めつけられて、大きな花束の中に顔を埋めた。このひと言で、三年間の努力がすべて報われた気がした。

　会社を背にして、笑い合いながら歩き出す。

　これから、鬼の王子とふたりで、新たな人生を歩んでいくんだ。

　空を見上げると、ビルからこぼれる明かりが、星々のように私たちを照らしていた。










十字架の誓約




　教会の鐘の音が響き渡る。

　厳おごそかで神聖な雰囲気が漂う大聖堂に、太陽の光が差しこんでいた。重厚な扉には、細やかなアンティーク風の細工が施してある。上質なシルクで作られたウェディングドレスを着ていた私は、その荘厳な佇まいに、思わず姿勢を伸ばした。シンデレラのように上品なシニョンでまとめ上げた髪には、大ぶりのティアラが載せられている。美しい讃美歌が耳に届くと、重厚な扉が開き、中から零れんばかりの光が溢れ出してきた。




　――数時間前。

　支度を整え、メイク室でひとり待ち時間を過ごしていると、黒の留袖を着たお母さんが無愛想な顔で入ってきた。

　ウェディングドレスに身を包んでいた私は、褒め言葉を期待して微笑みを投げかけた。すると、お母さんは私を見てこう言った。

「どう？　変じゃないかしら？」

　わざわざ一回転して見せたお母さんに、開いた口がふさがらなかった。しかも、ウキウキして見せてきたならともかく、真顔で心配そうに聞いてきたので、「う、うん大丈夫だよ」と答えざるを得ない。

　メイク室の大きな鏡で入念に留袖をチェックすると、少し安堵した表情を浮かべ、再び口を真一文字に閉じて、部屋を出て行った。

　えぇ!?　思わず眉間に皺が寄り、お母さんが出て行った扉を茫然と見つめる。今まで褒められたことなんてなかったけど、まさか娘の晴れの姿までもひと言も触れないなんて……。「お母さんらしいな……」と、ひとり笑ってしまった。

　お母さんと入れ違いで担当のウェディングプランナーの辻つじさんが入ってきた。礼儀正しく、いつもニコニコしている辻さん。結婚式の打ち合わせから今までとても親身になってくれて、私は絶大な信頼を寄せている。

「わあ！　綺麗。お姫様みたいですね」

　短期間ではあるけれど、何度も打ち合わせを重ね、多くの時間を共に過ごしてきたので、お世辞かそうじゃないかの区別はつくようになっていた。ため息を漏らすようなその言葉が心から発せられたものだとわかり、恥ずかしくてまつ毛を伏せた。メイクさんの技術によって、いつもより長くなったまつ毛が頬に影をつける。その様子に辻さんは再び、わあ、と感心してため息をついた。

　そして辻さんは自分の結婚式のように嬉しそうな表情で、ベールやリングピローの準備を始めた。その横顔を見ながら、気になっていたことを質問してみた。

「あの、私の両親の様子はどうですか？」

　すると辻さんの手が一瞬止まった。

「とても……緊張しているようですよ」

　ああ、やっぱり……。もしもずっと、あんな無愛想な顔で新郎側の親族たちに挨拶をしていたら……。

　想像するだけで、ぞっとした。

「そうですか……」

　肩を落とす私に、辻さんは慌ててフォローを入れた。

「緊張して固くなるのは、よくあることですから」

　気落ちする私を心配してくれる辻さんの気持ちが嬉しくて、私はそっと微笑んだ。

「ほら、花嫁は笑っていないと。美月さんの笑った顔は本当に綺麗ですよ」

　ほのぼのとした辻さんの笑顔に癒される。そうだ、両親が笑わないんだから、私が笑っていないと。

　最高の笑顔で、最高の日にしよう。

　鏡に映る自分を見つめ、柔らかく微笑んだ。




　教会の外で最終打ち合わせをした。

　お父さんは真面目な顔で黙々と、新郎に私を譲り渡す練習を何度もし、お母さんはベールダウンで行う動作を忘れないようにぶつぶつと呟いている。顔の色が真っ青で、あまりの緊張ぶりに、自分のことより心配でいたたまれなくなってしまった。

　それでも、教会の鐘の音が響き、この中に待っている人がいると思うと、自然と姿勢が伸びる。

　ついにこの時がやってきた。

　一生無理だと思っていた。私たちは、誰からも祝福されない。鬼の王子が待っていた女性は、私以外の誰かだと。こんな日が来るなんて、あの頃の私には想像もできないだろう。想像すら許されない身分だと思っていた。けれど……。

　重厚な扉が開かれる。オルガンの音色と子供が歌う讃美歌の高い歌声が、神聖な教会内で反響し合う。大きなステンドグラスから外の光が差しこみ、厳かで格式高い空間が、より一層際立っていた。

　同僚や友達、親戚一同の祝福の視線が注がれる。そして祭壇の前には、白い礼服に身を包み、一国の王子のような風貌で佇むひとりの男性。ステンドグラスから零れる太陽の光が眩しくて、表情まではわからなかった。けれど、これだけはわかる。

　彼が待っているのは、私だということ。

　入口近くで列席者に見守られながら、お母さんと向き合った。私が膝を折り少し屈むと、お母さんは震える手でベールを下ろした。姿勢を正し、再び向き合うと、お母さんの瞳がきらりと光ったように見えた。もしかして泣いてるの？と思ったけれど、ベールが下ろされているのでよく見えない。お母さんは役目が終わると、そそくさと後ろに下がった。そして、お父さんが隣に立つ。

　お父さんの腕に手をかけ、真紅の絨毯を一歩一歩踏みしめる。バージンロードによく映える、長いドレスの裾を引きながら、こうやってお父さんと並んで歩くのはいつぶりだろうと記憶を探った。

　……思い出せなかった。会話した記憶もほとんどない。エスコートするお父さんの表情はいつもと変わらず無表情で、ひとり娘とバージンロードを歩いている感慨深さなど微み塵じんも顔に表さなかった。

　拍手やフラッシュ、「おめでとう」と投げかける声が交差していた。参列者の中には同僚たちもたくさん来ていた。宮沢さんや島田君、そして部長の姿もあった。満面の笑顔を向けられて、感謝で胸が熱くなる。

　そして、あっという間に祭壇の前に行き着いた。最愛の人が、私を待っている。

　新郎がお父さんに一礼をした。そしてお父さんの手から離れ、大好きな人のもとへ行こうと、一歩足を踏み出したその時――。

　お父さんが私の腕をぐっと引っ張った。

　驚いてお父さんを振り返ると、強い眼差しで私を見つめていた。力強い手で腕を握られているので、新郎側に行こうにも歩けない。新郎とお父さんとの間で動けない私の様子を見て、周りはなにが起こったのかわからず、ざわざわと騒ぎ出した。

　離してと目で訴えかけるも、お父さんは頑として動かない。鬼の王子も司祭も困った顔でうろたえ始めた。いつの間にか最前列の席に立っていたお母さんも、お父さんの予期せぬ奇行に唖然としていた。

　私もだんだん本格的に焦り始め、ウェディングプランナーの辻さんが慌ててこちらに向かってくるのが視界の隅に見えた時、鬼の王子の声が緊迫する教会内に静かに響き渡った。

「お義と父うさん」

　優しく慈じ愛あいに満ちたその声に引きずられるように、お父さんは顔を上げた。

「娘さんを俺にください」

　お父さんは黙って睨みつけるように鬼の王子を見つめた。

「絶対、幸せにしますから」

　その言葉にお父さんは口を真一文字に結び、渋々ながらも私の腕を離した。

「お父さん……」

　私が声をかけると、お父さんはふてくされたように、ぷいと横を向いて、なにもなかったような顔をして最前列に加わった。

　……実家に鬼の王子とふたりで挨拶に行った日は、鬼の王子が『娘さんを俺にください』と言った時、いつもの無表情で頷いて、そのあと何事もなかったかのように鬼の王子とお酒を飲んでいたのに。娘を取られるようで寂しいとか、そんなこと今まで微塵も感じさせなかったのに。こんな土壇場で、駄々をこねる子供のような真似をするなんて。

　俺はなにもしてないぞ、と知らん顔をして平然と前を向くお父さんを、私は呆気に取られて眺めていた。

　司祭のゴホン、と咳きこむ声でハッと我に返った。慌てて振り向くと、鬼の王子は微笑を浮かべて、礼儀正しく手を差し伸べていた。その姿にほっとし、差し伸べられた手に指を添える。

　王子が姫の手を取り、さらっていくように、鬼の王子は優雅な動きで私を引き寄せた。




　何事もなかったかのように式は進行していく。

　司祭の深みのある声が厳かな教会内に響き渡ると、清浄な風が流れていくようだった。

　誓いの言葉を述べると、参列者側からすすり泣きが聞こえてきた。やけに近く、大きく聞こえるので、目の端で泣き声の方向を見ると、なんとお母さんが号泣していた。

　必死に声を押し殺そうとしているものの、耐え切れず声が漏れているといった状況だった。新郎側の両親はにこにこと嬉しそうにしているのに対して、うちの親といったら、母は号泣し父は仏頂面といった有様だ。

　恥ずかしさの奥に、こらえ切れない嬉しさと寂しさがあった。お母さんの泣き顔を見ると私も泣いてしまいそうだったので、必死で聖書を読む司祭の顔を見ていた。それでも、我慢できずに漏れたすすり泣きが耳に入ると、胸の奥が熱くなって目が潤んだ。

　……ああやっぱり、私は両親の子供なんだなと思った。

　感情表現が下手なだけで、本当は心から両親を愛している。そういえば私も、お嫁にいく寂しさを見せることはなかった。恥ずかしくて、蓋をしていた気がする。でも感謝の気持ちはたくさんあって、それがここで零れるように溢れ出た。

　私も、本番になるまで気持ちを抑えていただなんて、本当に泣けるくらい、あなたたちの子供だ。

　大きなステンドグラスから外の光が全面に当たり、祭壇に飾られた十字架に光が降り注いだ。十字架に当たった光は、大きな影となって鬼の王子と私の足元に伸びてくる。

　リングピローに載せられたふたつの指輪が差し出された。

　鬼の王子がリングピローに手を伸ばし、小さい方の指輪を手に取った。その指輪を私の左手にゆっくりとはめる。下りてくる指輪の感触が、胸にぐっと迫る。

　薬指の根元にぴったりとはまった指輪は、まるで鬼の王子が、こいつは俺のものだと主張しているかのようだった。

　そして、私もリングピローに載った大きな指輪に手を伸ばした。

　十字架がまるで目を持ち、私たちを見つめているようで手が震えた。

　この指輪は、鬼の王子が出会った当初から身につけていたものではない。宝飾店で鬼の王子と一緒に選んだものだ。

　お揃いの指輪。

　なにも恐れることはない。誰に咎められることもない。それなのに指輪に触れることをためらうように、指先の震えが止まらない。

「美月」

　私にしか聞こえないほどの音量で、鬼の王子の声が耳にすっと入ってきた。

　鬼の王子を見ると、なにもかもわかったような顔をして包みこむような優しい微笑を携えていた。まるで、大丈夫だよと言われたみたいで、力が抜けて指先の震えが収まった。指輪をぐっとつかむ。

　鬼の王子の左手に手を添え、薬指の先に指輪をはめこむと、ひと筋の涙の雫がぽとりと指輪に落ちた。

　最初は、その雫が自分の涙だとはわからなかった。泣いていることにさえ気づかなかった。鬼の王子の左手に指輪をぐっと沈めると、重く淀んだ感情が消えたような清々しさを感じた。

　顔を上げると、日の光がふたりを祝福するように降り注いでいた。この場にいる全員が私たちを祝福してくれている。私を罰するようで恐かった十字架も、私たちの愛を守る強固な使し徒とのように心強い。

「それでは、誓いのキスを」

　司祭の言葉で、鬼の王子はベールを上げ、私の肩に手を添えた。

　向き合い、対面すると、さっきまでおとぎの国の王子様のように優しい表情をしていたのが一変して、意地悪な顔でにやりと口元をほころばせた。

　……なんだか嫌な予感がする。

「神様が腰抜かすくらい、激しいキスを見せつけてやろうぜ」

　私だけに聞こえるように耳元でそっと囁かれた。罰当たりなその言葉に、私は真っ青になって鬼の王子を見つめた。

「ダメ、ダメ！　絶対ダメ！」

　小刻みに顔を揺らし、小声で制する。けれど、意地悪顔になった時の鬼の王子にいくら言っても無駄だということは、経験上わかっていた。それでも、みんなの前でそんな恥ずかしいこと、できるわけがない！

　なかなかキスをしようとしない私たちを見かねて、司祭が再び言った。

「誓いのキスを」

　すると鬼の王子が、待ってましたと言わんばかりに目を光らせた。

　あっと思った時にはもう遅かった。鬼の王子の手が、私の頭と腰に当てられ、ぐっと引き寄せられた。押しつけられた唇。強引すぎる激しいキスは、私たちの初めてのキスを彷ほう彿ふつとさせた。

　司祭をはじめ、その場にいた全員が息を呑んだ。その姿を楽しむかのように、鬼の王子は向きを変え動きを変え、深く口内に侵入してくる。

「……んっ」

　息をするのも許してもらえないほどの、激しいキス。

　新郎側の親族席からは「いいぞ～！　もっとやれ！」とヤジが飛んだ。

　そして、永遠に続くかと思うほどの長いキスは、お父さんの大きすぎる咳払いによって止められた。ようやく鬼の王子から解放されて親族席を見ると、目の前で不ふ埒らちな行為を見せつけられた世慣れしていないウブなお母さんは、驚きすぎて口を開けたまま固まっていたのだった。










夜の海辺




　ひと騒動あったものの、結婚式は無事に終わり、ホテルに隣接する海辺を鬼の王子とふたりで歩いていた。

　太陽はすっかり沈み、星明かりを頼りに砂浜を歩く。

　潮気を含んだ風が髪をなびかせ、静かな海岸は昼の喧騒で疲れ果てたように、ひっそりとしていた。

「もうウェディングドレスが着られないなんて、寂しいな」

　唐突な私の言葉に、鬼の王子は笑った。

「さっき着たばかりじゃないか」

「何回でも着たいよ。あのシルクのウェディングドレスは厳かな教会に似合ってとても素敵だったけど、違うデザインのウェディングドレスも着てみたい」

　様々なデザインのドレスを思い浮かべて、ひとり悦に入る。

「試着の時にいろんな種類のドレスも着てただろう」

　呆れたように笑われて、私はむきになって反論した。

「でも本番で使ったのは、カラードレスを含めなければ、あの一着だけだよ」

「ウェディングドレスも、お色直ししたかったってことか？」

「そうじゃなくて……。あんな素敵な服なのに一度しか着る機会がないなんて。購入したとしても家で鏡の前で着るだけだなんて、寂しすぎると思わない？」

　そうだなあ、と鬼の王子は困ったように相槌を打った。私は急にひらめき、一気に仕事のアイディアを伝えた。

「そうだ！　中古で手に入れたウェディングドレスをアレンジして販売するっていうのはどう？　一生に一回しか着られないっていう文化がおかしいんだよ。安価で販売して、どんな体型になってもそれをカバーするようなデザインを生み出したら、もっと手軽で手が届きやすい服になるかもしれない。裁縫は昔から得意だったし、一から作るわけじゃないから、それなら私にもできそう」

　興奮して話す私に驚きつつも、アイディアを真剣に考えてくれているのか、仕事の時に見せる難しい顔を見せた。

「う～ん、でも結婚式はお金がかかるからなぁ。そう何度もできないだろ」

　ごもっとも。でも私は溢れ出る気持ちを止めることができなかった。

「参列者を呼ばないで、ふたりだけで結婚式を挙げるなら、時間もコストも抑えられる。式を挙げる必要もないかもしれない。写真だけでもいいかも。私が作りたいのは、二度目、三度目のウェディングドレスなの」

「十年に一回とか節目の年に初心を思い出して誓いの言葉を述べるのもいいかもな」

　鬼の王子からも案が出てきて、私のアイディアが肯定されたようで嬉しくなる。

「そう！　素敵だね。一年に一回でもいい。家族写真を撮る時にウェディングドレスを着られたら、そのためにダイエットを頑張るかもしれないし」

　私はどんどんアイディアが浮かんできてしまい、高揚する気持ちを抑えられなかった。

「ああ、でも、ウェディングドレスのデザインはいくらでも思いつくけど、事業家の才能が自分にあるとは思えないな……」

　ぼそりと呟いた言葉に、鬼の王子は反応した。

「美月はひとりでコツコツ頑張る芸術肌だからな。上に立つ人間は嫌われ役を買って出ないといけない場合もあるし、叱らないといけない場面もある」

　部下を怒るなんて、自分にできるとは思えなかった。褒めることすらできないかもしれない。

「でもな……」と言って鬼の王子は私の頭の上に手をポンと乗せた。

「ひとりで全部の仕事をやろうなんて、思わなくていいんだ。誰しも得意不得意がある。補い合って仕事をしていけばいいと思わないか？　経営が苦手だと思うなら、誰か得意な奴に任せればいい」

　……そうだった。仕事中に何度も課長に怒られてきた根本の理由だった。

『もっと頼れと言っているんだ』

　その言葉の意味が、今大きく花開こうとしていた。

「はい、仕事の話はここまで」

　パンと手を叩き、鬼の王子は話をそこで打ち切らせた。

　その音にハッと我に返る。そうだ、今日は結婚式だったのに、なんてロマンチックじゃない話を……。

「ご、ごめんなさい。私すっかり夢中になって……」

「夢中？」

　鬼の王子は眉根を寄せて顔を近づけた。

「俺以外に夢中になるなんて、大した度胸だな」

　怒った顔がどんどん近づいてくる。あまりにも近くて思わずあとずさると、腰をぐっと引き寄せられた。

　鼻がくっつきそうなくらい近い。力強い眼力に耐えられず目を背けるように顔を横に向けると、それを制するように唇が触れた。

　腰が砕けるような熱いキス。

　星明かりに照らされながら、波打つ浜辺で何度も唇を重ね合う。

　身体の力がすっかり抜けきると、鬼の王子はようやく唇を離した。

「これだけは約束しろ」

「約束？」

　息も絶えだえに聞き返すと、鬼の王子は私の腰を両手でしっかりと抱きしめながら言った。

「一番に俺を頼れ。仕事で忙しい時も、家事に疲れ果てた時も。どんな泣き言だって受け入れてやる。俺が一生お前を守る。だから、ずっと俺の側にいろ」




　さざ波が、ＢＧＭのように寄せては返す砂の音色を作り出していた。私は返事をする代わりに、鬼の王子の首筋に手を回し、キスをする。

　鬼の王子は私の返事に満足したのか、背中をぎゅっと抱きしめ、飽きることなくキスを浴びせてくれた。










二年後




「どうしよう！　もうこんな時間！」

　パソコンのデスクの下に散らばっているレースや白い布地の切れ端。私は慌ててそれらを段ボール箱に押しこめた。

「これでよしっと」

　大きな息をついて部屋を見渡す。

　リビングの一角にある、小さなパソコンデスクが私の仕事場所。

「あとは明日にするか」

　う～ん、と両手を上げ大きく身体を伸ばしたところで『ピンポーン』とチャイムが鳴った。グッドタイミング！

「は～い」

　私は、パタパタとスリッパを鳴らして玄関に向かった。

「おかえりなさい！」

　満面の笑顔でドアを開けると、長身でスーツ姿の、甘い顔立ちの男がひとり。

「ただいま」

　数時間前までは、オフィス内で眉間に皺を寄せ、誰もが恐れる鬼の上司。でも、今のこの顔は、逆立ちしても鬼には見えない、極上の笑顔だった。

　玄関へ一歩足を進めると、長い手を私の腰に絡め、身体を引き寄せる。

「ひゃっ！」

　片手ですっぽりと鬼の王子の胸に収まった私は、顔を赤らめた。

「んっ」と言って、鬼の王子は目を瞑る。

「え？」

「え？　じゃないだろ。おかえりなさいのキスは？」

「え、え、えと……」

　毎日繰り返されるこの行事。鬼の王子は、私がそういう〝ベタで恥ずかしいこと〟が苦手だとわかっていて、あえて求めてくる。甘いマスクには似合わない、意地悪な性格。

「しないの？」

「あの……何度も言ってるように、私そういうの苦手で……」

「しょうがない、お仕置きだ」

　……お仕置き!?　鬼の王子は私の身体を引き寄せ、唇を無理やりふさいだ。

「――んっ！」

　深い、深いキス。舌が絡まり合って、息を吸うことさえ許してもらえない強引なキスだった。

　へなへなと腰が砕けて床に座りこむと、

「いけね、妊婦だったんだ」

　と上唇をペロリと舐めて、苦笑いを浮かべた。




　リビングに戻り、鬼の王子は「あ～、疲れた」と口にすると、無造作にネクタイを緩めた。この仕草がなんともいえずセクシーで好き。横目で一連の動作を見ながら、こっそりとニヤついた。

「なにニヤついてんの？」

「べ……別に……。それよりご飯をよそうから、座って待ってて」

　逃げるようにキッチンへと向かう。

　鬼の王子は不審そうな表情を浮かべながらもソファに座り、起動したままのパソコン画面を見つめた。

「お～、いい感じにできあがってきたな、ホームページ」

「そうなんだけど、ホームページ作るのって想像してたのより本当難しい。分厚い本と睨めっこしながら作ってるよ」

「いや、でもすごいよ。うちの会社のホームページだって業者に頼んで作ってもらったのに。センスあるじゃん。美月にこんな才能があったなんてな」

　褒められると、なんだか照れ臭い。でも嬉しくて、つい鬼の王子のご飯を多めによそってしまった。

「デザイナーさんにお願いしたらお金がかかるから、自分で勉強して作ってるだけだよ」

「ホームページ作りを本職にしても稼げるかもな！」

　パソコンの画面からカウンターキッチンにいる私に視線を移して、目を輝かせながら言う。

「やだ～、もう勘弁。ここまで作るのに何日かかると思うの。もう二度と作りたくないよ。それに私の仕事はホームページのデザインじゃなくて、ウェディングドレスのショッピングサイトを運営することなのっ！」

　むきになって手に持っていたしゃもじを振る私を見て、鬼の王子は意地悪な笑みを浮かべる。

「仕事っていっても、全然儲かってないけどな」

「もうっ！　それは言わないでっ！」

　……そう、私が選んだ道はネットショッピング。

　一つひとつ手作りをしているので、大量生産ができないのだ。そこで在庫の確保が必要ないネット上で売り出すことにした。

　ネットショッピングサイトに登録して品物を出品すれば、簡単にできそう……と思って始めたんだけど。これが思った以上に大変で!!

　受注、発注、そして営業まで、すべてひとりでやらなきゃいけない。

　ウェディングドレスを安価で提供することに意味があるので、中古のウェディングドレスをタダ同然で手に入れなければ、話にならない。家でできると思ったけど、実際は商品集めに四方八方飛び回って、頭下げて。会社勤めしてた時の方が数段楽だった気がする……。

　穴が空いて使い物にならなくなったウェディングドレスや色褪せてしまったもの。デザインが古く売り物にならなくなったドレスを片っ端から集め、使える部分だけを残し、または切り抜き、裁縫して生まれ変わらせる。

　集めたウェディングドレスは、有料のトランクルームをクローゼット代わりにして押しこんでいる。最初は部屋の一室をクローゼット代わりにしていたのだけれど、どんどん増えていったのでトランクルームを借りることにしたのだ。そして、できあがったドレスをネットにアップして売るだけ。ほとんど利益はないけれど、赤字にならないだけマシか……と思ってたら、まさかの妊娠発覚！

　子供ができても仕事を続けたいから家でできる仕事を、と思ってネットで始めたとはいえ、まさかこんなに早く妊娠するとは。自分でもビックリだけど、ネットショッピングという形態にしてよかったって思ってる。

「問題は写真なんだよね。今売れているのは、余った布地で作ったコサージュとかの小物類で、肝心のウェディングドレスがなかなか売れないの。ドレスだけ載せても、やっぱりわかりにくいっていうか……。やっぱりモデルに着てもらった方がいいよね？」

「美月が着ればいいじゃん。俺、写真撮ってやるよ」

「私なんかダメだよっ！」

「大丈夫だろ。美月はそこいらのモデルよりよっぽど綺麗だよ」

「……あ、ありがと」

　それにしても、地味だと言われた私が一番華やかな服、ウェディングドレスを扱う仕事を始めるだなんて。人生なにが起こるかわからない。不倫していると思っていたから、人一倍、幸せの象徴であるウエディングドレスに憧れが強かったのかもしれない。

　今はまだ、素人が始めたサイトだからお客さんはあまりいないけど、もっともっと勉強して大きくしていこうと思っている。

　やっぱりドレスは着てみないとなかなか買おうとは思えないだろうし、自分が実際結婚式でドレスを着てみて、自分の身体に合ったラインじゃなければ、どんなにデザインがよくても似合わないということがわかった。

　いつかはお客様の身体に合わせてお直しができるように、自分の店も持ちたいな。

　ウェディングドレスは若くて痩せた人にしか着こなせない、という概念を覆す淑しゅく女じょ用のウェディングドレスも作って、〝何度でも結婚式を〟というコンセプトが浸透するような宣伝方法も考えなくちゃ。

　やることはいっぱいあるけれど、まずはこのサイトを成長させて資金を集めよう。

　キャー！　夢は大きくなるいっぽうだ～！

「おっ、今日はカレーか、いいね！」

　夏野菜をたっぷり入れたカレーと、ルッコラのサラダと、枝豆の冷製スープ。食卓に並べられた料理を見て、子供のような笑顔を見せる鬼の王子。

「もう、つわりは大丈夫なのか？」

「うん。逆に食欲が出すぎて困ってるの」

「じゃ～、もう、安定し出したってことだよな？」

　ニマニマと微笑む鬼の王子。う～ん、嫌な予感。

「そ、そうだね」

　仕事はほぼ座ったままでできるので続けられたけれど、一時期はつわりのせいでほとんど家から出られず、鬼の王子にはとても心配をかけた。

　五ヶ月を過ぎた今は少しお腹も出てきて、ようやくお母さんになるんだという実感が湧いてきた。

　毎日、赤ちゃんが写ったエコー写真を眺めて元気をもらっている。まだどんな顔をしているのかわからない胎児の写真だけれど、大事な大事な、私と鬼の王子の赤ちゃん。

「ということは、アレも解禁……ってことだよな？」

「アレ？」

「決まってんだろ。夫婦の夜の営みだよ」

「ぶっ！」

　危うく口に入れていたカレーを吹き出すところだった。鬼の王子を見ると、嬉しそうに目をキラキラ輝かせている。

「あのさぁ、俺、仕事中に調べて印刷してきたんだけどさぁ……」

　おもむろに鞄からクリアファイルを取り出し、中に挟んであった紙を私に見せる。

「な……なにコレ」

　裸で重なり合う男女のイラストがたくさん……。

「妊娠中でもできる体位を調べてたんだよ」

　誇らしそうに微笑む鬼の王子。まるで夏休みの宿題の工作をお母さんに見せる子供のよう。

「な……な……な……な……」

「これなんか、いいと思わないか？　今日試してみるか」

　わなわなと震える私をよそに、鬼の王子はイラストの中のひとつを指さして言った。

「仕事中になにやってるんですかーっ!!」

　私の叫び声は、夏の夜空に高く高く吸いこまれていった。




　＊　＊　＊




　――そして、それからさらに数年後。

「見て、ＭＩＺＵＫＩブランドが特集されてる！」

　本屋で立ち読みしていたＯＬが、雑誌を開いて同僚を呼んだ。

「ＭＩＺＵＫＩブランド？　なにそれ？」

「知らないの!?　今話題のウェディングドレスのブランド。中古のウェディングドレスをリメイクして安く売り出してるの。最近、結婚記念日ごとにウェディングドレスを着て記念写真を撮るのが流行ってるでしょ。それに節目の年に夫婦だけの結婚式をやる人が増えたんだって。その流行りを作ったのが、この人！　ここに載ってる！」

　呼ばれた女性はあまり興味がないのか、手招きされてしぶしぶ雑誌を覗いた。

　そこには〝何度でも結婚式を〟というタイトルで、デザイナーの美月とその夫、そして三歳になったばかりだという、ふたりの間の子供が、美月が着ているウェディングドレスのミニチュア版のドレスを着て写っていた。

「え、この人、チョーかっこいいんだけど！」

「それは美月さんの旦那さんだって。へぇ～、子供もいるんだ。子供もかわいい～」

「そりゃ、この夫婦から生まれた子はかわいいに決まってるでしょ。鬼木隼人さんっていうんだ、この人……」

「ちょ、この人結婚してるから」

　海外で家族三人だけで挙げたという二度目の結婚式は、とても自由で楽しそうなものだった。

　髪は下ろし、花飾りだけをつけ、メイクも自分でおこなったと記事に書いてある。

「私、この人が好きなんだ。敏腕女社長の宮沢さん。こんな綺麗な顔で、しかも切れ者らしいよ！」

『海外旅行のついでにできて、手が伸ばしやすい値段のドレスで結婚式を挙げられるように、旅行会社と連携して海外旅行のオプションに加えたいと思っています』

　こう語るのは、ＭＩＺＵＫＩブランドがここまで発展することになった陰の立役者、宮沢麗れ奈な。

　美月から店舗立ち上げの際に誘われて、経営のすべてを任された。当初は美月がひとりで裁縫しリメイクしていたが、規模が拡大するにつれ、人を増やし裁縫を任せたことにより、格段に能率がアップした。人に任せることで、美月はデザインだけに没頭することができ、宮沢の手腕によってみるみるうちに会社は成功していった。

　……と、宮沢の写真の横に書かれていた。

「ふ～ん、そうなんだ。凄腕には全然見えないけど。見た目はギャルっぽい。人は見かけによらないんだね」

「へぇ～、宮沢さんって、美月さんと元同僚だったんだ。ウソ！　ふたり共、普通のＯＬだったらしいよ！　しかも営業事務！　私たちと一緒じゃん！」

「ちょっと、うちらも会社立ち上げようとか、間違っても言わないでよね」

「言わないよ。私の夢はかわいいお嫁さんになることだもん。私絶対ＭＩＺＵＫＩブランドのウェディングドレス着て、何回も結婚式する！」

「でも中古のリメイク品でしょ。初めての結婚式とか披露宴では着たくないなぁ」

「知らないの!?　ＭＩＺＵＫＩブランドは新品もあるんだよ！　美月さんがデザインして、生地も選りすぐったウェディングドレス。こっちはレンタルもしているみたい」

「そうなんだ、いろいろやってるんだね～。じゃあ、初めての結婚式もＭＩＺＵＫＩブランドにする！」

　ＭＩＺＵＫＩブランド特集の最後のページには、幸せそうに微笑み寄り添い合う、家族三人の写真が載っていた。
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　――時はさかのぼり。雑誌が発売される一ヶ月ほど前。

「特集ページの最後を飾るのは、家族三人の幸せそうな笑顔なんですから、気合入れて笑ってくださいよ！」

　カメラマンの後ろでマネージャーのように指示をしながら仁王立ちする宮沢さん。その目は真剣そのものだった。

「気合を入れて笑うって、どういうことよ」

　ハワイの真っ白な砂浜で、透けるような青色の空と海を背景に、私と鬼の王子、そして愛まな娘むすめ、優ゆ樹き菜なと三人で頬を寄せ合っていた。

「氷の姫と呼ばれるほど愛想が悪かった先輩が、なに言ってるんですか。気合でも入れないと笑顔作れないでしょうが。課長も眉間に皺寄せないでくださいね～」

「もうお前の課長じゃないんだから、その呼び方止めろよ。それに今は俺、部長だし」

　鬼の王子が呆れ顔で言うと、宮沢さんは、ああそうでした、と大して興味もなさそうに呟いて、いつもの宮沢節を炸裂させた。

「そちらもお前って呼ぶの止めてもらえます？　私は先輩と違ってドＭじゃないんで、お前って呼ばれるのが一番嫌いなんですよね」

「お、おお、すまん」

　宮沢さんの迫力に押されて、素直に謝る鬼の王子。宮沢さんは、ふんっと鼻を鳴らして横を向いた。

「宮沢、誰に対してもあんな言い方するんだろ？　よく問題にならないな」

　鬼の王子が宮沢さんに聞こえないように、小さな声で私に耳打ちしてくる。

「問題にならないわけないよ。倍以上歳の離れた取引先のお偉いさん方とよく喧嘩してる。でも本気でぶつかった相手ほど、なぜか親密になってるんだよね」

「まあたしかに、不思議と腹は立たない」

「彼女の一番の才能はそこなんじゃないかと最近思ってきた」

　私たちがこそこそ話している間、当の宮沢さんはカメラマンに現場監督ばりの威圧感で指示を出していた。さすが敏腕女社長と言われるだけの迫力がある。

　写真撮影は予定していた時間より大分早く終わった。私と鬼の王子に挟まれるように優樹菜がいて、画面いっぱいに写った三人の顔写真。誰ひとり作り笑顔ではなく、身体全体から幸せが滲み出ていた。

　私と鬼の王子は笑い下手だと思っていた宮沢さんは、最後の写真に時間がかかると思っていたらしく、とても驚いていた。




　撮影が早く終わったので、みんな自由な時間を楽しんでいた。優樹菜は木の上で羽を休めている二羽の綺麗な白い鳥を見つけ、はしゃいでいた。とても仲良さそうに頭を寄せ合っている。私と鬼の王子は、そんな優樹菜の様子を眺めながら、砂浜に腰を下ろし、肩を寄せ合っていた。

「いい所だな。落ち着くよ。今回は撮影だったからスタッフみんなと一緒だったけど、来年は家族三人だけで来たいな」

「そうだね。でも来年は四人になると思う」

「また宮沢も連れてくるのか？」

　鬼の王子の顔を見つめ、私は柔らかく微笑んだ。

「ううん。来年は、家族がひとり増えるってこと」

　鬼の王子は、時間が止まったように固まったまま動かなくなった。ようやく瞬きをひとつ落としたと思ったら、突然歓喜の声を上げて抱きついた。

　その声に驚いた二羽の鳥が飛び立った。「ああ！」と優樹菜が残念そうな声を上げたけれど、私は海の向こうに飛んでいく二羽の鳥を食い入るように見つめていた。

「比翼の鳥……」

　思わず呟いた。

「え？」

　鬼の王子が不思議そうに私の横顔を窺った。

　永遠の愛を象徴する比翼の鳥。私は、いつか鬼の王子と比翼の鳥となって大空に羽ばたきたいと願っていたことを思い出す。そして気づいたら、その願いは十分すぎるほど叶えられていた。

「隼人」

「ん？」

　優しい微笑みで、私を見下ろす鬼の王子。

「ありがとう」

「なんだよ急に」

「私、世界一幸せ」

　鬼の王子は、私が大好きなくしゃっとした笑顔を見せて手を差し出した。その大きな手を握りしめ、手を繋ぐ。すると、鬼の王子は指を絡め、ぎゅっと握り返した。
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「……こんっの、メスブタァ！」

　突然、静かなオフィス内に戦せん慄りつが走った。デスクチェアの倒れる音。女性の甲高い悲鳴。俺はいつも通り自分のデスクに座り、書類の確認をしていたところだった。

　……メスブタ？

　自分の耳に届いた怒鳴り声が自分の部下から発せられた言葉だと気づくのに、ふた呼吸分、時間がかかった。そして、その声があろうことか女性社員から発せられたということに気づくのには、さらに三呼吸分時間がかかったのだった。

　その上この怒声に、まさか自分が関わっているだなんて。

　……なにが起きたんだ？

　ガヤガヤと人垣ができているところに、みんなより少し遅れて到着したので、初めはなにが起きているのかわからなかった。

　みんなより背が高い俺は、社員の頭の上から中の様子を見ることができた。

　目に入ってきた光景に言葉をなくす。女子ふたりが髪の毛をつかみ合って、目を真っ赤にさせながら怒鳴り合っていた。

　虫も殺せないような普段のふたりからは想像もできないほど汚い言葉をお互い投げかけ合っている。髪はぐちゃぐちゃ、頬にはひっかき傷、口紅が唇からはみ出ていて、鬼の形ぎょう相そうだった。

　ぞっとしたのは一瞬で、俺は上司としてやるべきことを冷静に考えた。

　とにかく。この場を鎮めなければ。

　意を決して、もみ合っているふたりの間に入って引き離す。

「おい、やめろ！」

　引き離されて我に返ったふたりは、俺の顔を見て固まった。そしてみるみるうちに顔を歪め、大粒の涙を零し始めた。

「ふ……か、課長～」

　なぜかふたりに抱きしめられ、わけがわからずに呆然と立ち尽くした。引き離そうにもものすごい握力で、スーツを握りしめる。さっきまでの怒鳴り声が嘘のようにかわいらしい声で、ふたりはわんわん泣き崩れていた。

　……なんなんだ？　言葉を失う俺に、手を差し伸べる者はいなかった。




　それから数日後。

　会議室からひとり出た俺は、混乱する頭を押さえて壁によりかかった。

　……嘘だろ？　今まで必死に積み上げてきたものが一瞬にして崩れた。目に映る景色が歪んで見える。

「ちょっと仕事ができて、ちょっとモテるからって調子に乗ってると、こういうことになるんだよ」

　さっきまで誰もいなかったはずの廊下に、ほくそ笑むひとりの男が立っていた。

　葛かつら城ぎ信しん也や。俺と同期で役職は主任。年齢的にいえば主任でも、なかなかの有望株だが、異例の早さで課長に昇進した俺を、こころよく思っていない。

「異動だってよ。これがお前の望んだことだろ？　満足か？」

　俺がそう言うと、葛城は両手を組んで見下すように顎を上げた。

「降格は？」

「あるわけないだろ。俺が悪いわけじゃないのに」

　チッと舌打ちをする。不満を隠そうともしない。

　葛城は俺に好意を寄せる女性社員を言葉巧みに騙して、お互いに猜さい疑ぎ心しんを植えつけるよう画策した。しかし、葛城が裏で糸を引いていた証拠はどこにもない。実にあっぱれな企てだった。

　ただし、証拠はなくても、俺にはわかる。何度もこいつは俺の足を引っ張ってきた。その度に首の皮一枚つなげるようになんとか免れてきたけれど、今回ばかりは俺の完敗だ。

　人一倍努力してようやく課長になれたのに。これからだって時だったのに。進んでいたいくつかのプロジェクトをすべて手放さなければならなかった。思わず奥歯を噛みしめる。

「悔しそうだな。珍しく顔が歪んでるぞ」

　葛城は嬉しそうに笑った。

「別に。どこに行ったって、俺のやるべきことは変わらない。それに……」

　俺は眉ひとつ動かさずに涼しい顔をして、葛城の横を通り過ぎた。

「俺はちょっと仕事ができて、ちょっとモテるんじゃない。かなり仕事ができて、とんでもなくモテるんだよ。……お前と違ってな」

　耳元で葛城に囁いた。

「……調子に乗ってんじゃねぇぞ！」

　葛城の怒声が廊下に響き壁を殴る音が聞こえたが、俺は振り返らなかった。

「結婚指輪!?」

　俺の声が居酒屋内にこだました。客が一斉に振り返る。あまりにも驚きすぎて、声が裏返っていた。

　ビールを飲みながら得意げな表情を見せる俺の新上司。俺の能力を買ってくれて引き抜いてくれたのは、なんとこの本社の部長。異動と聞いて地方に飛ばされるものだと周りも俺も思っていたが、この人の強いバックアップのおかげで、俺は思わぬ形で栄転することになった。本社異動と知らされた時の葛城の顔は今でも忘れられない。だがまさか、こんな打診をされるとは……。

「いいアイディアだろ～？　これなら女性社員もなかなか寄ってこれないからな！　同じ過ちは繰り返さないようにな」

　がはははとのけぞりながら笑う様は、実に豪快だった。

　膨らんだビール腹が物悲しいが、彫りの深い目鼻立ちから、昔は結構イケメンだったんだろうと推察される。

「でも部下を騙すのは……」

「騙すだなんて人聞きの悪い！　薬指に指輪をはめるだけだ。なにも嘘を言ってないぞ。勝手に勘違いする方が悪い」

　……いや、それはどうだろう。

　胸を張って断言する部長に、苦笑いしかできなかった。

「もし鬼木が結婚することになったら、こう言ってやればいいんだ。薬指に指輪してるから結婚してると思ったって？　指輪なんて誰だってするだろうってな」

　ウィンクしながら言った部長に、返す言葉がなかった。

　……この人、楽しんでるな。

「まあ、嘘の結婚指輪をするより、本当に結婚してしまえば話は早いんだが……。いないのか？　ひとりやふたり」

　ふたりもいたら問題でしょう、と言いたかったけれどやめた。なにを言っても通じない気がする……。

「仕事で忙しくて、そんな余裕なかったんですよ」

「でも、言い寄ってくる女はたくさんいたんだろう？」

　言葉につまった。言い寄ってきた女はたくさんいた。中には遊びでもいいからひと晩だけでもと、懇願してくる子さえいた。

　けれど、会社の女性に手を出そうとは思わなかった。あとあと面倒くさいことになるかもしれないし、余計な私情を仕事に持ちこみたくなかったからだ。

「社内恋愛はしない主義なんです。かといって外で探そうにも、忙しくてそれどころじゃなくて」

「ふ～ん、でも、昔は結構遊んでただろう」

　部長はすべてわかっているんだぞと言わんばかりだった。ここで否定するのもなんなので、苦笑いを浮かべると、部長は「やっぱりなぁ！　男はそうでなくっちゃ！」と肩をバンバン叩いた。

　妙な見解だ。だが、学生の頃はそれなりに経験を積んでいたのは事実だ。女が言い寄ってくるのは今に始まったことじゃない。若くて暇を持て余していた時は、かわいい子から誘われたらそりゃ乗るだろう。据え膳食わぬは男の恥だ。

　今は仕事が楽しいから、女と付き合うなんて考えられない。それに、今回の喧嘩を見て、女にほとほと嫌気がさしていた。

「まあいいさ。とりあえず当分は俺のナイスアイディアで、女性問題から救ってやろう！　上の方には俺から言っとくから、これから宜しく頼むよ」

　ナイスアイディアかどうかはわからないが、こうして俺は、部長の提案で結婚指輪をはめることになった。




「横浜支社から異動してきました、鬼木隼人です。問答無用、厳しくいきたいと思うので、それについて来れない奴はとっとと辞表を準備しておいてください」

　キャーと黄色い歓声があがった。

　嫌われるのを覚悟で言ったにもかかわらず、いやむしろ敬遠してほしくてわざときついことを言ったというのに、女性社員はそれを〝男らしくてかっこいい〟と取ったらしかった。他の部署からも女性社員の野次馬が覗きに来ていた。

　……結婚指輪の意味あんのかよ。

　思わず頬が引きつった。女はもう懲りごりだ。なにもしてないのに勝手に勘違いして勝手に惚れて、挙句の果てに見当違いの喧嘩を起こして、俺、異動。黒幕は葛城だとわかっていても、やはり気持ちいいものではない。なるべくかかわらず、嫌われるくらいがちょうどいい。……なのに。

　女性社員の俺を見る目はキラキラと輝いていた。ああ、誰か、女に嫌われる方法を教えてください。

　――その時。ひとりの女と目が合った。

　漆黒の艶やかな長い髪。突き刺すような鋭く大きな瞳。小瓜型の顔に、固く結んだ紅い唇。黄色い歓声を上げる女性社員から一線置いて、睨むように俺を見つめている。明らかに俺に対して嫌悪感を滲ませている顔はとても冷徹で、そして美しかった。

　さっきの俺の言葉が気に食わないらしい。おもしろそうな子を見つけた。俺は胸の奥から込み上げてくる高揚感を必死に押し隠して、眉間に力を込める。




　人見知りで、プライドが高くて、愛想なんてまったくない。ちょっと人を見下す所があって、平然とひとりで生きてるんだみたいな顔をする。綺麗な顔をしていて頭がよくて用心深い。女としての可愛げには欠けるけど、意外と根性があって、負けず嫌いで、必死に食らいついてくる。ちょっとハードな仕事を押しつけてみても、必ず完璧に仕上げてきて、「できました」と飄ひょう々ひょうと言う。まるで、このくらい私には朝飯前なんだから、侮らないでとでも言いたげだ。

　……でも。俺は知っている。

　押しつけられた仕事を自分のデスクに持ち帰ると、パソコンを睨みながらサラサラの髪を手でもむように持ち上げて、焦っているその顔を。時計を何度も見ながら、いつもはつり上がっている眉を下げて、あわあわとうろたえている姿を。

　誰かに手伝ってもらえばいいのに、頑なにひとりで終わらせようとする。思わず手を差し伸べたくなるけれど、それは深川のためにならないから。心を鬼にして厳しく接する。

　いつもの氷のような表情からは想像もつかないその顔を、俺はパソコンの陰からバレないように、何度となく盗み見ていた。こんなことがバレたら、十中八九、君に〝最低ですね〟と、冷たい眼差しで刺されるだろう。

　意地悪しているわけじゃない。ただ焦った顔や、時々怒って赤くなる顔がかわいくて。たまに仕事以外でむやみに怒らせてしまうけれど、それは深川が愛おしくて。

　そんな気持ちが重なって、俺はついに、やってはいけないことをしてしまった。

　……深川に、キスをした。どうしても止められなかった。社内恋愛なんて面倒なことになる。だから絶対にすべきではなかったのに。ましてやもう、女なんて懲りごりだったというのに。

　俺はキスをした。自分の気持ちが、止められなかった。

　とりあえず、平静を装って出社する。背中に汗をかきつつ、横目でチラっと深川を見たけれど、いつもと変わりなし。上司に呼び出しされる気配もなし。

　……あれ？　気にして……ないのか？

　深川はいつもの、眉ひとつ動かさない鉄壁の牙が城じょうのような顔をして、私語ひとつ口にすることなく、黙々と仕事をこなしていた。

　……ちょっとは気にしてくれよ。

　俺は昨日あれだけ取り乱していたというのに、大事にならなかったことに、寂しさを感じてしまっていた。

　……なんだよ。

　バレないように下を向いてふてくされる。

　もうちょっと俺のこと、男として意識してくれてもいいだろ？




「……それではよろしくお願いします」

　取引先に頭を下げて、会社内ではめったに笑わない俺の営業スマイルを、お客さんに投げかける。外に出ると雨が降っていた。

「昼間はいい天気だったんだけどなぁ……」

　暗くよどんだ空を見上げて呟いた。鞄から黒地の折り畳み傘を取り出して開く。雨はどんどん強くなっていき、それにともなって気温も低くなり、冷気が頬を撫でた。

　すると目の前にひとりの女が傘もささずにびしょ濡れで歩いていた。うなだれて、見るからに覇気がない。妙に引っかかる。あの後ろ姿は、まさか……。

「なにやってんだよ」

　濡れないように傘を差し出すと、深川が顔を上げた。……心臓を突き刺すような衝撃だった。

　大きな瞳いっぱいに浮かべた涙。いつもの強気な態度とは打って変わって、はかなげで頼りない。瞬きしたら、すぐにでも消えてなくなってしまいそうだった。

　――あの時の俺はかなり動揺していたと思う。パニックになっていたといっても過言ではない。このまま雨に濡れた身体を放っておいたら死んでしまうんじゃないかと思うくらい、深川は弱りきっていた。とにかく早く深川を温めないと、と思ったんだ。

　タクシーに乗って家まで送って……。いや、家に着くまでの時間で身体が冷えきって熱を出してしまうかもしれない。タオル……タオル……いや、タオルで拭くだけじゃなく、芯まで冷えきった身体を温めないと。

　どうする？　どうする？

　必死になって考えを巡らしていると、煌々と輝くネオン街が目に入った。

　……あそこだ!!

　短絡的な考えで思わず入ってしまったはいいが、深川にシャワーを浴びさせている間、俺は自分のしてしまった行動に冷や汗をかいていた。ベッドに座り頭を抱える。これじゃ弱ってる女を無理やりラブホテルに引っ張っていくような、最低な男みたいじゃないか！

　……まあ、その通りなんだけれど。

　待っている間、よこしまな考えが浮かばなかったかというと答えはもちろん否だ。そりゃ、ラブホテルに入ったら、あわよくばと思うじゃないか。

　でも俺はそんな誘惑を、頭を振ってかき消した。

　俺は、上司だ。一線は越えない。この前だって無理やりキスしたし、ラブホテルにまで連れこんで、最低な男と思われてるだろうから、ここではきっぱり引くべきだ。そうすれば、もしかしたら逆に好感度が上がるかもしれない。……なんて計算高いことを考えたりもした。

「遅いな……」

　シャワーの流れる音が小気味よく耳に流れこむ。

　手は出さない、と決めたら、なんだか緊張感が失せて、眠くなってきた。そういえば今週はほとんど寝てなかったな。理由のひとつは単純に仕事で忙しかったから。そしてもうひとつは……キスしてしまったことが頭から離れなかったからだ。

　大きくあくびをすると、座ったままベッドに横になった。ちょっとだけ……寝てもいいよな……。

　目を覚ますと、シャワーを浴びたての深川が目の前にいた。覗きこむように見つめるその顔は、化粧が落ちているからか少し幼くなったような印象を受ける。うん、俺は化粧を落とした方が好きだ、と心の中で呟く。

　二重瞼のラインが広いので少し眠たそうに見えるが、その無防備な様子が逆に色気を引き出していた。バスローブから覗く鎖骨、濡れた髪の毛。気がついたら深川の頭に手をまわして引き寄せていた。柔らかな唇の感触。理性が吹っ飛びそうになる。このまま押し倒して、深川を抱きたい。

　舌を絡ませながら欲求をぶつけると、深川は抵抗せずに身を任せてきた。ダメだ、止まらなくなる。

　ゆっくりと唇を離し、気持ちを落ち着かせる。

「俺……シャワー浴びてくるから。帰るなら、今のうちだぞ」

　精一杯の誠意と優しさを見せたつもりだった。こんなにいきなりで、深川がいいと思うはずがない。流されるままに俺に抱かれて、後悔してほしくなかった。それなのに、俺の手をつかみ、シャワールームへと向かうことを止められた。

　潤んだ瞳で俺を見上げるその顔に、行かないで、と言われた気がした。その瞬間、必死に堪えていた気持ちが溢れ出す。

　俺は深川が好きだ。だから抱く。上司だとか、いきなりだとか、そんなこと関係ない。そのまま、なだれこむようにベッドに押し倒した。




　一夜明けて目覚めた時、深川の姿はなかった。しっかり抱きしめて寝ていたはずなのに。そういえば、こんなに深く眠ったのは数年ぶりだったかもしれない。

　ここまで安心して心も身体も満たされたのは初めてだった。だから、冷たくなっていたシーツを見た時、俺はショックで、しばらく動けなかった。

　そして時計を見た瞬間、真っ青になる。血の気が引くというのはこういうことかと、身をもって体験した。

　一夜を共に過ごした俺は、さて次はどうやって彼女を誘うか、そればかりを考えていた。しかし深川は、遅刻ギリギリに出社してきた俺を見ても、表情ひとつ変えない。少しくらい気にしてくれたっていいだろう。

　会社での、俺を避けるような深川の仕草。脈ねぇなっていうことはわかってはいたが、どうしても気持ちが抑えられなかった。




　下心を見せずに誘うのは、かなり骨が折れた。

　もし少しでも俺のよこしまな気持ちが伝わったら、途端に逃げられるような気がして。今思えば、まったく隙のないあの深川とホテルで関係を持つなんて奇跡的な離れ技、よくぞやってのけたと思う。まあ、あの時の深川は隙だらけだったけれど。弱っている女性につけ入るなんて、我ながら最低だ。でも後悔はしてない。むしろ〝隙あらば再び！〟だ。




　仕事の延長線上のようにサラリと深川を誘い、酔わせて無理やり隙を作る作戦に出た、最低男、俺。

　でも、酒に酔ったのは深川の方ではなく俺の方だった。緊張のせいかビールを浴びるように飲んでしまったからかもしれない。普段めったに酔わないのにおかしい。深川の前だと調子が狂う。

　酒のせいで頭が回らなくて、店を出たあとどうするかいい案がまったく浮かばなかった。こうなれば仕方ない、捨て身でいこう。

　振られた後の気まずさなんて、今は考えない。社内恋愛の危険性なんて考えてられるか！　俺は深川がどうしても欲しいんだ。

「君が欲しい」

　偽りのない、心からの言葉だった。

　深川は目を丸めて、俺を見つめる。今すぐここでキスしたい。そう思っていたら、深川の方から唇を押しつけてきた。

　俺の頭の中で、なにかが切れる音がした。たぶんそれは理性で、今まで上司だから手を出せないとか、抑えてきた気持ちだとか、そんなものが深川のキスで呆気なく切れてしまったんだ。




　ホテルに行き、深川を抱いた。

　初めての夜も情熱的でよかったが、その時はあまりにも夢中になりすぎて、ひどく強引だったと思う。深川の身体のことを思いやる余裕なんてなく、深川の声が嗄かれて意識が遠のくほど、激しく何度も求めた。

　今回はもっと優しくしようと決めていたのに、打てば鳴る鐘のように敏感な反応を見せる深川に、またつい悪知恵が働いてしまう。

「俺を見ろ」

　目をぎゅっと瞑っている深川に命令する。

　深川は命令通りに目を開けたけれど、俺の与える刺激に目は虚ろだった。そうか、わざと目を閉じているわけではなく、目が開けていられないんだ。そのことがわかると、俺はますます意地悪をしたくなった。

　深川の両手を片手で押さえ、身動きがとれない状態にする。そして強い刺激を与えると、深川の背中がのけぞり、悲鳴のような声が上がった。その時また目を瞑ったので、俺は再び命令する。

「俺を見ろと言ったのに、また目を瞑ったな。これ以降、俺から目を背けることを禁じる」

「でも……」

「口応えはなしだ、わかったな」

　深川は俺から目をそらさずに、じっと目を見つめながら従順に頷いた。

　片手で押さえていた深川の両手を自由にしてやる。背中から抱きしめ、「いい子だ」と囁きながら、腰を深く埋めた。




　――朝、恥ずかしがる深川を無理やり説得して、一緒に風呂に入った。

　バスタブで裸の身体を寄せ合っていれば、当然触りたくなる。思わず手を伸ばしたら怒られた。昨日、あれだけ裸で抱き合っていたのに。

　直接触れなければいいと言うので、スポンジを使って身体を触る。マッサージするように身体を洗うと、深川の力が抜けていく。なんてわかりやすい身体なんだ。

　モデルのように華きゃ奢しゃな体型かと思いきや、意外と胸が大きい。普段、胸を強調しない服ばかり着ているので気がつかなかった。くびれた腰も、丸みのある小ぶりな尻も、内太ももにあるホクロも、すべてがセクシーで色気がある。

　それに、普段の氷のような表情からは想像もつかない乱れた姿。俺が求めることを躊躇なく受け入れてくれる。吐息のような喘あえぎ声が、またいい。本人は気づいているのだろうか。男を惑わす魅力的な要素を兼ね備えているということを。

「またふたりきりで会ってくれるか？」

　すると、恥ずかしそうに「……はい」と言われた。

　普段氷のように表情を冷たく凍らせているのに、時々赤くなったり、焦ったり、恥ずかしがったり、とにかくそのくるくる変わる表情を目で追ってしまう。深川のどの顔も、俺のＳ心を刺激する！

　もっともっと困った顔が見たくて。もっともっと恥ずかしがらせたくて、ついつい意地悪く接した。ああ、俺、完全にハマってるな。

　あんまり有頂天になりすぎて、俺はうっかり本当は結婚していないと伝えることを忘れていた。ただ薬指に指輪をはめているだけだから、偽っている自覚があまりなかった。だから、次に会った時に言えば問題ないだろうと軽く考えていた。

　それよりも、部下に手を出してしまって付き合うことになったということの方が問題だと思っていた。社内恋愛なんて絶対しないと思っていたのに。でも、毎日深川に会えて、今まで味わったことのない喜びを感じている自分がいた。

　喫煙室で思わずニンマリすると、「課長、顔がダラけてるっす」と言われた。

　慌てて横を見ると、笑顔を見せる島田。

「だ、ダラけてたか？」

「嬉しいことでもあったんすか？」

「ま、まあな……」

　いいっすね～と、島田は口を大きく広げて笑った。

　野球部出身だからか、敬語が体育会系寄りになる島田は、人懐っこくて誰からも愛される存在だ。とくにおばさん連中からの人気はすさまじく、飾らず自然に気配りができて壁を作らない笑顔が奴の最大の武器だ。

　かくいう俺も、島田が好きだ。他の人には気づかれない俺のささいな表情の変化もお見通しの島田は、かなり人を見る目があると思う。ひそかに将来を有望視している、かわいい後輩だ。喫煙室には俺と島田しかいなかったので、くだけた話題で盛り上がった。




　食事もせずに、直接ホテルで会うことになった。ふたりきりでいられる時間が少しでも長く取れるので、ホテルで会うことについては賛成だった。

　だが、久しぶりにふたりきりで会ったのに、深川はまったく嬉しそうではない。そんな態度に戸惑う俺に、ショックな一言を吐き出した。

「既婚者の方が都合がいい」

　恋愛の面倒くささが苦手だと言う深川。てっきり付き合っているものだと思っていた俺は、衝撃を受けた。

　もしも俺が独身だと知ったら、もう会ってはくれなくなるかもしれない。俺が既婚者だと思ったから、こういう関係になったのか。

　既婚者の方が都合がいいなんて言われたら、嘘だったとは言えなくなった。不倫がいいなんて、どうかしている。なにを考えているかわからないと思っていたけれど、さらにわからなくなる。けれど、それでも手放そうとは思わなかった。

　深川が望むなら、俺は偽りの既婚者であり続ける。この関係を終わらせたくはなかった。

　その後、再び深川を抱きしめることができて心も身体も満たされたはずなのに、なぜか虚しさが残る。そんなこと思うなんて、これじゃ男と女の立場が逆だろと、ひとりホテルに残された俺は思った。想いが通じ合ったと思ったのに、俺の一方通行だったなんて。

　偽りの結婚指輪が、嘲笑うかのようにキラリと光った。




「私を、課長の愛人にしてください！」

　廊下で言われた突然の告白に、俺は一瞬、なにを言われているかわからなかった。

　愛人？　ああ、そうだった。俺、結婚してるって設定か。

「君の気持ちは嬉しいけど、自分のことをもっと大切にした方がいいよ」

「私、課長だったら構いません！　都合のいい女に、なりますから……」

　女性社員は瞳を潤ませて、下を向いた。おいおい、結婚指輪の意味、まるでないじゃないか。ナイスアイディアだろ？と笑った部長の顔が恨めしい。

「俺は、好きな女としか関係を持たない主義なんだ。この言葉の意味、わかるだろう？」

　すると女性社員は、顔を真っ赤にさせて俺を睨みつけると、走り去っていった。

「結婚しても、言い寄られるんだなぁ……」

　俺はため息をつきながら、偽りの結婚指輪を掲げ見た。

　するとその時――。

「当たり前じゃないですか。既婚者の方がいいっていう女だっているんですからね」

　ひとりだと思っていたのに、突然聞こえた言葉に驚いた。声のする方向を見ると、そこには両手いっぱいに書類や本を抱えて立っている、ひとりの女性社員がいた。

「たしか君は……宮沢君だったかな」

　会社にはちょっと不釣り合いな派手な格好をしてくる、新入社員の女の子。ペコリとお辞儀をした彼女は、口を真一文字に閉じていた。俺を見ても笑顔ひとつも浮かべないその姿は、深川とダブって妙に親近感を覚えた。

「〝君〟を付けて呼ぶの、気持ち悪いからやめてください。私、女の子ですよ」

「ああ、すまん」

　まったく物怖じすることなく近づいてくる彼女。

「ちょっと、なにぼけっと突っ立ってるんですか。女の子が重たい荷物持ってたら、手伝ってあげようって思うのが男なんじゃないですか？」

「おお、すまん」

　俺は慌てて彼女が抱えている荷物を取った。

「全部はいいです。半分で。私が仕事してないって思われるじゃないですか」

　そう言う彼女から渡された書類は、どう見ても半分以上の量。なぜか新入社員に顎で使われている俺は、彼女と肩を並べて廊下を歩く。

「さっきの……既婚者の方がいいって思う女がいるって……本当か？」

　俺が質問すると、彼女は信じられない！といった顔で俺を見上げた。

「ちょっと課長、まさかその顔、その年齢で、まだ女に幻想抱いてるんじゃないでしょうね。既婚者はかっこうの遊び相手ですよ。……課長、女は遊ばないとか、思ってないですよね」

　俺は口を引きつらせて、「まさか」と呟く。

「よかった。基礎知識くらいはあるんですね。既婚者はお金を持っている場合が多いし、後くされなく付き合えるし、楽なんですよ。それに人のものだっていう優越感と禁断の恋に酔いしれて、悲劇のヒロインぶれる。刺激的で自由な恋愛は、遊びに持ってこいです」

「……既婚者だってわかってて関係を持つのは、好きだからじゃないのか？」

　俺のひと言に、彼女は〝こいつバカじゃないの〟という顔をして鼻で笑った。

「好きだなんて。本気で好きになるわけないじゃないですか。傷つくのがわかっているんだから、本気になったら婚期逃すってことくらい、女はわかってますよ。なんせ現実主義者ですから。その証拠に、奥さんにバレたらさっさと手を引くのが大半じゃないですか。下手に訴えられたら困りますからね。面倒くさいことになったら、手のひら返したように逃げるだなんて、結局自分が一番好きで、恋愛ごっこして楽しんでいただけなんですよ。男はバカだから、それを〝俺に惚れてる〟って勘違いして自惚れて。自分に酔ってるだけなんですよ」

　……ずいぶん辛辣だな。はっきりすぎるほど物を言う姿に、俺は呆気にとられた。

「じゃあ、ここからは私ひとりで運びます。ありがとうございました」

　オフィスの扉の前まで来ると、俺に持たせていた書類を半ば強引に奪い、まるで、ここまでひとりでこの重い荷物を持ってきたかのような顔をして入っていった。

　すごい新人が入ってきたな。俺は思わず唸った。……深川は俺が未婚だってこと知らないんだよな。知らずに俺と関係を持ってるってことは、深川も遊びなのか。俺のこと全然興味なさそうだし。すぐ帰るしな。

　もし俺が未婚だって知ったら、俺のこと、興味をなくすのだろうか。深川って自立してそうだし、ドライだし、こういう割り切った関係がいいのかもしれない。女って、わかんねぇ。

　俺は髪をくしゃくしゃとかいて、オフィスに戻っていった。




　島田がミスをした。

　上がってきた発注書を読んで、判を押そうとした時だった。……なにかが気になって手を止める。なんだろう、この違和感。

　その発注書は、年に一度開催される『総合食品展示商談会』で使用される企業ごとの食品数一覧だった。

　計算も間違っているようには見えない。だが、ここの取引先は売上が伸びてきたので、今季は大々的に展示ブースを大きくして商品をたくさん配るんだと、以前、上役が嬉しそうに話していた。その時の上役の、柔和な雰囲気の顔が浮かんだ。

　他の企業と比べても平均的な発注金額。あの笑顔を思い出さなかったら、なんの不信を抱くことなく判を押していたかもしれない。平均的、じゃダメなんだ。この数は絶対おかしい。

「おい島田！　これはなんだ!?」

　俺の怒号がオフィス内に響く。

　計算のもととなったデータが去年のものだということがわかると、島田は顔面蒼白になって勢いよく頭を下げた。

「すみませんでした！」

　その声は俺の怒号よりもはるかに大きく、扉を隔てた他の部署にまで聞こえるくらいだった。

　非を素直に認めて謝る姿は認めるが、今はそれどころではない。社運をかけて去年より大幅に発注を増やしてくれた、取引先の面めん子つがかかっている。このミスは自社の利益が損なわれるというだけの問題ではない。多くの事業者が集まるこの機会に材料が足りなくて商品を出せないとなったら、大事な商談の機会を棒に振る。損害が大きいのは、むしろ取引先だ。

「……で、これ納品はいつなんだ？」

「……明日です」

「明日ぁ!?　今すぐ発注しないと間に合わないだろうが！」

「……はい。まさか間違っているとは思わなかったので……」

　ふざけんなっ！　俺は思わず声を荒らげて、拳でデスクを叩いた。

「すぐやり直せ！　なんとしてでも今日中にやり直せ！」

　俺は島田にそう指示してから、急いで背広を持ってオフィスを飛び出た。

　今日中に発注書が完成すればなんとか……。はっきり言って自信がなかったが、やるしかない。嬉しそうに頬を緩め、取引先のあの人の笑顔を潰してはいけない。

　関係各所を回りなんとか承諾を得た俺は、それから方々に連絡を取ったりして、気づいた時には空が暗くなっていた。

「島田の奴、今日中に間に合わせられんのかな……」

　もしも間に合わなかったら、俺が今日したことも意味をなさなくなる。

「……大丈夫！」

　俺は大きく一歩を踏み出して、歩き出した。

　部下を信じなくてどうする。その時、携帯が鳴った。

「はい、鬼木です。……おう、島田か。どうだ、終わりそうか？　そうか！　よくやったな！　……わかった、今から会社戻るから。……おう、おう。……え？」

　島田の言葉に自分の耳を疑う。

『深川さんが手伝ってくれたんすよ！』

　嬉しそうな島田の声。……深川が？　いつもひとりで仕事してますって顔して、他人のことには興味を示さない、あの深川が？

「そっか、よかったな」

『はいっ！』

　電話を切ると、知らずに笑みがこぼれていた。深川が……。

「やるじゃん」

　俺が小さくこぼした声は、夜の風に吹かれて静かに消えていった。




　急いで会社に戻ると、ほとんどの社員はもう帰宅したのか、電気が消され、暗くなっている。

　静かな社内。オフィスに向かう途中、俺は見てしまった。

　自動販売機の明かりに照らされながら、ソファに座り、キスをしているふたりを。

　最初は誰だかわからなかった。けれど、こんな遅くまで会社に残っているのは、あのふたりしかいないはずだ。

　唇が離れると、島田は俺に気づいて、目を見開いた。

「……課長っ！」

　殴りかからなかったのが、奇跡だとしか思えない。混乱する頭で、そういえば俺たちは付き合っていなかったことを思い出した。だから俺には怒る理由なんてない。

　もう終わりにしようと思った。こんな関係、やっぱりおかしい。社内恋愛で三角関係なんて最悪じゃないか。身を引こう、そう思った。

　その後、島田が、俺を先導するように暗い廊下を先に歩き出す。

　そのあとを付いていこうとして、ふと足が止まった。ゆっくりと振り返る。

「深川、気をつけて帰れよ」

　上司として、上司らしいひと言を最後に言えたと思った。この言葉を別れの言葉にしようと思った。でも……。凍りついた深川の瞳が、涙で潤んでいた。

　ショックで呆然とたたずむ深川。その姿を見た時に、雨の夜のことを思い出した。

　瞬きしたら、消えてしまいそうだった彼女。瞳に涙を蓄えながらも零さないように必死に立っていた。プライドが高くて、我慢強くて、弱みを決して見せようとしない。




　俺はオフィスに戻ってからも、深川のあの顔が忘れられなくて、できあがった発注書に目を通しながら頭では別なことを考えていた。

「島田……」

「なんすか？」

　満面の笑みを向ける、俺のかわいい後輩。昼間あれだけ怒鳴ったのにもうすっかり立ち直って、無邪気な笑顔を惜しげもなく差し出す。

「……なんでもない」

　確認し終わり、早急に手配を終わらせた。

　すべてが終わったあと、島田は鼓膜が破れそうなくらい大きな声で「ありがとうございました！」と言って深々とお辞儀する。澄んだ瞳には、俺への尊敬の念が滲み出ていた。

「礼ならこれから死ぬ気で仕事して返せ」

　俺が意地悪くそう言うと、島田は嬉しそうに「ハイッ！」と返す。

　……余計なことを考えるのはやめよう。島田が誰を好きだろうと、俺のかわいい後輩に変わりはない。俺は島田の頭を乱暴にくしゃくしゃと撫でた。島田は「やめてくださいよ」と言いながらもどこか嬉しそうだ。俺も気づいたら笑っていた。




　深川にメールをして、俺はホテルへと急いで駆け出した。

　……自分でも、バカだなと思う。終わりにした方がいいと思う。でも……それでもどうしようもなく……好きなんだ。常識だって、理性だって、全部ぶっ壊すくらい好きなんだ。

　俺のことを好きじゃなくてもいい。いつか絶対振り向かせるから。

　だから……！

　スーツ姿で全速力で走る俺に、道行く人が不思議そうに視線を向ける。恥も外聞もプライドも、お前のためなら全部捨ててやる。

　俺は……お前が……どうしようもなく、好きなんだ。




　ホテルで待っている間、何本の煙草を吸っただろうか。貧乏揺すりをしてしまいそうになる膝を抑えるために、また一本煙草を取り出す。

　ホテルに到着した深川を、俺は責めた。本当は責めるつもりなんてなかったのに。深川の睨むような眼差しを見たら、無理やりにでも俺に気持ちを向けさせたくて、気持ちばかりが焦ってしまった。こんなことしても、意味がないとわかっていながら。俺はこんな風にしか愛せない。

　瞳に涙を蓄えていたことを知っていたのに、そのことについてはなにも触れなかった。触れてはいけないような気がして。涙の意味も知らず、遅くまで仕事をして疲れていることもわかっていながら、無理やり抱いた。

　深川の目は冷め切っていて、俺を憎んでいるようにも見えた。侮蔑の眼差しを向けられても、俺はそれに気づかないふりをして、行為を続けた。

　深川の感じる場所ばかりを責めて、理性が働かないようにして、俺のことだけを感じるように、強引にイカせた。

　すると、頭のてっぺんから発せられるような、悲鳴に似た声を最後に発した。その声が、傷ついた深川の心の悲鳴だということに、俺は気づかないふりをした。




　――それから数日後の喫煙室。

　ガラス張りで隔離された小さな個室。口から吐き出された白い煙が、天井に備えつけられている空気清浄器を通り、高く舞い上がっては消えていく。

　元気のない島田を心配して、喫煙室でサボリ……じゃなかった、休憩中に声をかけた。

「どうしたんだよ。最近元気ねぇぞ」

　いつも誰に対してもニコニコと笑顔を振りまいているのに、最近はとんと暗い表情の島田。見てるこっちまで暗くなる。

「……振られたんです」

　人差し指と中指に挟まれていた煙草が床に落ちた。

「わ～、もう、なにやってるんですか課長！　危ないじゃないですか！　あ～あ、床に灰が散らばってますよ」

「おお、すまん」

　慌てて煙草を拾い上げ、火を消した。散らばった灰を片付けて、また新しい煙草に火をつける。

「誰に？」

　何食わぬ顔で聞いておきながら、煙草を持つ手が震えていた。思い出すのは、自動販売機前のキスシーン。

「深川さんです」

　肩をがっくりと落とし、うなだれる島田。……ものすごく複雑な気持ちだ。

「お前たち、付き合ってたのか？」

　俺は島田の顔を見ないように、天井に吸いこまれていく煙を見ながら言った。

「付き合ってないです。告白したけど、振られました」

「でもお前ら、キスしてたじゃないか」

　ああ、と島田は呟いて、ため息をつきながらあの時の真相を語り出した。

「あれは、俺が無理やりキスしちゃったんです。一回拒まれたけど、気持ちが抑えられなくて。あのあと、きちんと振られました。好きな人がいるって」

　……好きな人って……俺のことか？

「ちょっと課長。なんなんすか！　ニヤニヤして！　ひどいっすよ俺、本気で落ちこんでるんすから！」

「おお、悪い。ニヤニヤなんかしてたか？」

「してますよ！　性格悪いっすよ」

「お前、上司に性格悪いはないだろ」

　ムスッとする島田を横目に、ニヤニヤしてしまったらしい頬を両手で引っ張って筋肉をほぐす。冷静に、冷静に。いつもの顔で。

「まぁでも、俺なんかが深川さんと付き合えるわけないんですけどねぇ……」

「あいつを落とすのは難しそうだからなぁ」

　俺も落とせん。どうやったら落ちるんだ、あいつ。

「……でも、お前ならいい女と結婚できそうだよな」

「無理に励まさなくていいっすよ」

「無理なんてしてねぇよ」

　島田の頭をくしゃくしゃに撫でる。……本気でそう思う。お前はいい奴だから。お前のよさをわかってくれるいい女は、必ず現れる。

「じゃあ、先に戻ってますね」

　島田はそう言って、喫煙室を出ていった。

　俺は火をつけたばかりの煙草を深く吸いこむ。……そうか、ふたりは別になんの関係もなかったのか。無理やりキスされたなら、なんであの日、俺になにも言わなかったんだ？　言い訳のひとつくらい言ってほしかった。

　……まあ、それが深川だよな。なに考えてるか、さっぱりわからない。

　俺は、灰皿に煙草を押しつけて、部屋を出た。




　それから少しして仙台に出張が入ったので、思い切って深川を誘ってみた。

　週末は会わないとルールを決められていたが、「仕事の予定がある日以外は」と言っていたから、押し通せるだろう。結局、俺の思惑通りの返事があり、ふたりで温泉旅行に行けることになった。

　ふたりでの旅行は、想像以上に楽しくて、貴重な笑顔を見られたことがなにより嬉しかったし、素に触れることができた。

　知れば知るほど、ずっと一緒にいたいと思う。結婚するならこいつしかいないとまで思える。そして、おそらく深川も、俺のことを好きなはずだ。今までは自惚れかと思っていたけど、一緒に旅行してみてわかった。……俺たちは、愛し合っている。




　旅行から帰ってきた俺は、深川にいつプロポーズするか、そんなことばかりを考えていた。いや、プロポーズの前に、偽の結婚指輪のことを説明しなければいけない。既婚者の方が都合がいいと言っていたけれど、それは最初の頃の話だ。俺のことを都合のいい相手と思っていたかもしれないが、今はそうは思っていないはずだ。どうするか、どう切り出すか。あまりにも話すタイミングを逃しすぎていて、途方に暮れた。

　そんな時に、事件が起きる。

「課長の奥さんってどんな方なんですかぁ？」

　あまりにも突然の不ぶ躾しつけな質問。でも、考えてみれば、結婚生活について今まで誰にも触れられなかったことの方が不思議だった。

　まあ俺はいつも怒っているし厳しいし、私生活を聞けるような親近感を部下に抱かせていなかったから、当然かもしれない。

　口火を切ったのは、いつもなにかと質問してきて、しゃべりかけてくる女性社員たち。プライベートな質問に、その場にいた社員たちが、面白半分で首を突っこんでくる。

　あの時、毅然とした態度で『仕事中は私語を慎め』などと制して、上手いこと逃げればよかったんだ。そうすれば、部長がペラペラとあんな虚言を並べ立てる必要もなかった。

「鬼木の嫁はなぁ、小柄で細くて、愛嬌のあるかわいらしい子だぞ」

　……おいおい、なにを言い出すんだこの人は！　部長の言葉に俺は真っ青になった。俺を助けるために嘘をついてくれているのはわかるし、その気持ちはありがたい。でも……、この場には深川がいるんだ。深川が勘違いしたら、俺の〝プロポーズ大作戦〟が崩壊してしまう！

　俺はちらりと深川を見た。

「課長の奥さんってどんな方なんですかぁ？」

　そう聞かれた時から、深川に聞こえてしまうんじゃないかと思ってひやひやしていた。でも深川は、なにやら忙しそうに仕事をこなしている。

　……聞こえてないのかもしれない。もしくは、興味がないのか。

　俺が焦っている間、部長はどんどん嘘を重ねていく。口から生まれてきたんじゃないかと思うくらいペラペラとしゃべる、しゃべる。

　俺にはよくノロけてくるぞ、と部長が言った時、この人は俺を守るためじゃなくて、単純にこの場を楽しんでいるなと思った。

「ちょっと部長！」と止めにかかっても、無邪気に笑っているんだから、始末に負えない。

　悪ふざけが過ぎる部長を止められず頭を抱えていると、ようやく話が終わったようで、「ほら、仕事に戻れ」と、シッシッと犬や猫を追い払うかのように手を振った。

　ようやく終結し、ほっと安堵して再び深川の方に目をやると、深川はさっきと変わらない表情でじっとパソコンを見つめていた。首を傾げて視線を外すと、あることに気がつく。

　……手が、止まっている。

　そう、深川は、数分前から〝なにひとつ変わっていない〟のだった。

　人形のように固まったまま動かない。呼吸さえ忘れているかのように、じっと一点を見つめたまま止まっている。もしかしたらショックで放心しているのかもしれないと思って、俺は焦った。早く深川に本当のことを打ち明けなくては。部長の言葉は全部嘘だって。

　俺は結婚していない。俺が好きなのは深川だけだって。

　気持ちだけが焦るけれど、突然深川を呼び出したりしたら周りに怪しまれる。

　考えあぐねていると、深川が席を立った。ちょうどいい。とにかく早く誤解を解かなくては！

　深川はトイレへと入っていった。俺は廊下で戻ってくるのを待つ。少しすると、トイレから出る横顔が見えたので、深川のもとに歩み寄った。

　うつむいて歩く顔は、少し青白かった。俺に気づいて顔を上げる。軽く会釈して足早に通り過ぎようとするのを呼び止める。

「なんですか？」

　言葉と眼差しに、棘があった。仙台旅行に行った時の深川とは別人のように見えて、少し戸惑ってしまう。

「あのさ、さっきの部長の言葉だけど……」

　ためらいがちに口を開いた俺に、深川は感情を殺した冷たい声で「ああ、奥さんのことですか？」と言われる。

　あまりにも冷たい物言いに、俺は動揺した。深川の醸し出す氷のようなオーラが全身で俺を拒絶している、そんな気がした。でも、ここで引いちゃいけない。俺はぐっと力んで顔を上げた。

「そのことなんだけど……」

　すると深川は俺の言葉を遮って、氷の微笑を浮かべた。

「話す必要ないです。興味ありませんから」

　……大嫌いだと言って泣かれるより、辛いひと言だった。

　俺は勘違いしていた。ずっと自惚れていた。深川は、俺に好意を寄せているって。仙台旅行があまりにも楽しかったから、自分の都合のいいように記憶を改ざんしていたのかもしれない。

　深川が俺と関係を持っているのは、俺のことが気になるとか居心地がいいからとか、ましては好きだなんて、そんな気持ち微塵もなかったんだ。深川は何食わぬ顔で背筋を伸ばして、俺の横を通り過ぎていった。深川の気持ちは、今も昔も変わっていなかった。

　……なんとも思われていなかったんだ。興味ないんだとさ。これ、嫌われるより、きついだろ。

「……つっ……」

　俺はぎゅっと拳を握った。

　なんだこれ。俺は苦しくなり、壁に背中を押しつけた。

　……どんな風にプロポーズしようかなんて、なにバカなこと考えていたんだろう。愛されてもいないのに。どんなに身体を重ねても、耳元で好きだと囁いても、深川は俺のことを見てくれてはいなかったんだ。

　もう諦めろともうひとりの俺が必死で説得しているが、すでに会いたくて会いたくて仕方がない。抱きしめたい。

　近づけば近づくほど、自分を苦しめることになるってわかってる。

　もう知ってしまったから。深川の笑顔も、絹糸のように柔らかいその肌も。全部知ってしまったから。

　好きでもなく、嫌いでもなく、〝興味がない〟と言われたのに、それでも好きだと伝えたら、君はどんな顔をするのだろう？

　性懲りもなく、俺はまた深川を呼び出して、そして抱いた。我ながらバカだなと思う。どうしようもないなとも思う。

　身体を重ねる度に、心が離れていくようだった。それでも、抱きしめずにはいられない。ずれた柱を無理やり戻そうとしたって、逆にすべてが壊れるかもしれないのに。

「深川……深川……っ」

　ひとつになって名前を呼んで抱きしめても、俺の名前は呼んでくれない。

「俺を見ろ」

　そう命令すると、深川は睨みつけるように俺を見た。違う、そういう意味じゃない。〝文字通り〟の意味じゃないんだ。

　……嫌われているのかもしれない。

　深川は、まったく笑わなくなった。でも、一緒にいてくれるなら、拒まれるまで、性懲りもなく、好きでいようと思うんだ。自分から別れることなんてできないから。

　深川が、俺を恨めしそうに睨んでも、感情のない顔で俺の腕に抱かれても、俺は構わず抱きしめる。理性だとか常識だとか、そんなものとっくの昔に手放している。苦しいだとか悲しいだとか辛いだとか。そんな自分の心の叫びすら超越するほど、ただ一緒にいたい。

　バカだろ？　俺。だからお願いだ。深川……笑ってほしい。




　外回りから帰ってくると、机の上に辞表が置いてあった。

　はあ!?　一体誰が、と思って封筒を裏返すと、深川美月と書かれている。

　椅子に座ろうとしていたところを、足の力が一瞬抜けて、豪快に転んだ。

「大丈夫ですか!?」

　社員がびっくりして俺に声をかける。

「だ、だ、だ、大丈夫だ」

　慌てて誰にも見られないように、辞表を乱暴に引き出しにしまう。バクバクバクバク……と心臓がうるさいほど悲鳴を上げていた。な、なんで急に。

　深川の姿を探したけれど、オフィスにはいない。資料を見ながら、俺の前を通り過ぎようとしている社員に声をかけた。

「深川は？」

「深川さんなら早退しましたよ。なんだか気分が悪いらしくって」

　……どういうことだよ。どういうことだよ、どういうことだよっ!!　なんだよ辞表って。聞いてないぞ。なんで、理由は!?　社員に見られないように、こっそり封を開けて中身を読んでみても、一身上の理由で、としか書かれていない。

　……一身上の理由ってなんだよ！

　眩暈がするほどクラクラする頭を抱えて、とにかく理由を聞かないと、と思い、電話しようとして手を止めた。

　……もしかして理由って、俺？　いや待て、また勘違いしてたら大変なことになる。冷静になれ。理由はどうあれ、深川が辞めるのは嫌だ。絶対嫌だ。それは断固阻止だ。上司の権力でもなんでも使って阻止だ、阻止！　でも、あの頑固な深川が決めたことを、覆すことなんてできるのか？　富士山を引っくり返すくらい難しそうだぞ？　ええい！　考えてたって、らちが明かない。とにかく深川に会って、話して……。

「今日は早退する！　あとは任せた！」

「えぇ!?　ちょっと課長～！」

　慌てて飛び出していく俺の背中に、部下の悲痛な叫びが投げかけられた。

　深川を失うかもしれない。不吉な予感に襲われる。いや、失うくらいなら、すべてをさらけ出そう。

　本当は結婚していないこと。興味がないと言われても、好きで好きでどうしようもないこと。呆れられるかもしれないけど、結婚したいと思っていること。

　全部、全部、包み隠さず。

　気づいたら、俺の一番大事なものは〝美月〟になっていた。

　仕事人間だった俺を、女なんか懲りごりだと思っていた俺を、社内恋愛なんか面倒くさいから絶対しないと思っていた俺を。美月はいとも簡単に変えてしまった。理性も常識もプライドも、なにもかもくだらなく思えるほど。

　美月……なんとなく、呼べなかった下の名前。

　恋人じゃないと言われたから。呼ぶのをためらっていた。本当はずっと呼びたかった。なぜなら美月は、彼女にぴったりの名前だと思うんだ。

　漆黒の闇に浮かぶ、白く輝く美しい月。

　目を閉じれば、美月の笑った顔が浮かんだ。あまり見せないその貴重な笑顔を俺のものにするために。その笑顔を俺が守るために。俺はまっすぐに美月のもとへ向かった。

　空を見上げると、太陽が沈み、薄らと月が白んできていた。

　欠けた月の形が、まるで笑った美月の唇のようだった。




　そして……。

　今、俺たちは海辺の砂浜をゆっくりと歩いている。出会った頃の思い出話をしながら。当時はすれ違いばかりだった。そんな話を、冗談まじりに語り合う。

　大きな太陽が、地平線に沈みかかっていていた。

　つないだふたつの手。砂浜にのびていく三人の影。

　俺の目の前で、美月が笑う。

　俺は、お前を愛してる。
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宮沢麗奈の恋模様～雨のち晴れ～




　広大な青い海と空。そして白い砂浜に爽やかな風が吹き渡る。

　私、宮沢麗奈は、雑誌に載せる会社の宣伝写真を撮るために、鬼木家族と一緒にハワイに来ていた。

「特集ページの最後を飾るのは、家族三人の幸せそうな笑顔なんですから、気合入れて笑ってくださいよ！」

　カメラマンの後ろに仁王立ち、鬼木夫婦に指示を出す。

　どうしてこんなに偉そうにしているのかというと、私は美月先輩から店舗立ち上げの際に誘われて、経営のすべてを任されたからだ。つまりは社長。そう！　私はついに念願の女社長になったのだ！

　父が不倫をしていても、母は専業主婦だったため離婚して生活していく自信がなくて仮面夫婦を続けていた。私はそんな母の生き方が嫌いだった。だから私は、たくさんお金を稼いで自立する。男に頼ったり依存する女にはなりたくない。自分で人生を切り開いて、自分の力で生きていく。そのために、夢はでっかく女社長！　その夢が叶った今、今回の雑誌特集記事を追い風にして更に成長させるんだ！　だからこの写真は一切の妥協は許されないのだ！　と、心の中で叫び、密かに拳をぎゅっと握りしめる。

「気合を入れて笑うって、どういうことよ」

　美月先輩は、自身がデザインした新作ウェディングドレスを着て、鬼の王子と今年三歳になる娘の優樹菜ちゃんを挟んで苦笑いをしながら言った。

　抜けるような青色の空と海を背景に、二次会でも着られるようなデザインの純白ドレスを着た美月先輩はとても綺麗で輝いていた。女の私でも思わず見惚れてしまいそうになる。

「氷の姫と呼ばれるほど、愛想が悪かった先輩が、なに言ってるんですか。気合でも入れないと笑顔作れないでしょうが。課長も眉間に皺寄せないでくださいね～」

「もうお前の課長じゃないんだから、その呼び方止めろよ。それに今は俺、部長だし」

　鬼の王子が呆れた顔で言った。まったく細かいんだから。課長だろうが部長だろうが、どっちだっていい。

「そちらもお前って呼ぶの止めてもらえます？　私は先輩と違ってドＭじゃないんで、お前って呼ばれるのが一番嫌いなんですよね」

「お、おお、すまん」

　私はふんっと鼻を鳴らして横を向いた。まったくこの忙しい時に、くだらないことで時間をとって……。

「宮沢、誰に対してもあんな言い方するんだろ？　よく問題にならないな」

「問題にならないわけないよ。倍以上歳の離れた取引先のお偉いさん方とよく喧嘩してる。でも本気でぶつかった相手ほど、なぜか親密になってるんだよね」

「まあたしかに、不思議と腹は立たない」

「彼女の一番の才能はそこなんじゃないかと最近思ってきた」

　全部聞こえてますけど。

「おい、散々な言われようだな」

　私の前で腰を屈めながら、鬼木家族にカメラを向けていた辻つじっちょが、笑いを堪え切れない様子で言った。

　辻つじ本もと尚なお樹き、三十歳。専門学校を卒業したあと、出版社のアシスタントカメラマンになり、二十六歳の時に有名な写真展で入賞したことをきっかけにフリーになった。

　彼とは実家が隣同士で、三歳年上の幼なじみの関係。『辻っちょ』とは、小さい頃みんなから呼ばれていたあだ名だ。

　有名な写真展で入賞したとはいえまだまだ駆け出しの彼に大事な写真を頼んだのは、幼なじみで頼みやすかったことが理由ではない。私は仕事にプライベートは持ちこまない。それなのに出版社にカメラマンを指名してまでも頼みたかったのは、ひとえに彼の才能を見込んでいるからだ。

　辻っちょが初めて個展を開いて、その作品たちを観たとき鳥肌が立った。小さなギャラリーだったけれど、並べられた写真はどれも輝きを放っていたのである。自然を被写体にした写真が得意らしく、まるで絵画のように多彩な色で溢れていて、現実にこんな場所が存在するのかと目を見張った。素直に、凄いと思った。

　だから、コネで仕事をしていると周りに思ってほしくなくて、幼なじみだということをあえて公言していない。頑なに隠したいわけではないけれど、別に言う必要のないことだと思うから。

「別に、なにを言われても平気。年が離れたクライアントと喧嘩して、そのあと打ち解けて受注が増えたことも事実だし」

「麗奈は本当に昔から自信家だな」

　昔を懐かしむような顔で笑われ、私は慌てた。

「ちょっと！　ここでは麗奈って言わないで！　幼なじみに仕事を依頼したことバレたくないんだから！」

「はいはい、わかってますよ、宮沢さん」

　辻っちょは一眼レフカメラのレンズを覗きこみ、鬼木家族にピントを合わせた。

　小さい頃からお互いを知っているけれど、仕事をしているところを見るのは初めてだ。プライベートでは見せない彼の真剣な眼差しに、胸がトクンと鳴る。

　彫りの深い顔立ちに、奥二重の瞳。背が高くて少し筋肉質。加えて明るめの茶色い短髪なので、喧嘩が強そうで、昔ヤンチャしていたように見える。……見えるというか、実際そうだったんだけど。

　でも、中身はしっかりしていることを私は誰よりも知っている。親や友達想いなところ。芯が強くて、決断や行動力があるところ。昔からカメラに興味があって、好きなことは徹底的に一生懸命努力していた。何事にもポジティブで、壁を作らない人懐っこい笑顔は、内面の自信からきているのだと思う。それに、なんでも見透かすような鋭い眼光が、意外に思慮深いことを表している。

「お～！　いいですね、最高の一枚が撮れました！」

　十五分ほど撮影したところで、辻っちょは興奮した様子で言った。撮った画像を確認すると、三人とも顔全体から幸せが滲み出ていて、文句のつけようがないほどのいい笑顔だった。

「良い写真が撮れたから、もう終了でいいんじゃないですか、宮沢さん」

　その言葉に、頷くしかない。鬼木夫妻は笑い下手だと思っていたから、撮影時間を長めにスケジュールを組み、気合を入れて臨んだので肩すかしをくった気分。でも、優樹菜ちゃんが楽しそうに砂浜を駆けまわる姿を見て、早く終わるに越したことはないかと思った。

「ではこれで今日の仕事は終了です。皆さん自由にハワイを楽しんでください」

　鬼木夫妻は嬉しそうに顔を輝かせると、砂浜に腰を下ろし、肩を寄せ合って優樹菜ちゃんを見ていた。後ろ姿からでもわかる仲睦まじい姿。愛し合っているのが伝わってくる。

「おい、麗奈。せっかくだから、俺はこれからハワイの自然風景撮りに行くけど、一緒に行くか？」

「ちょっと辻本さん！」

「大丈夫、聞こえてないって」

　それもそうかと思い、私も仕事モードは終わらせ、普段通りに接することにした。

「うん、一緒に行こうかな」

　そして私たちは、鬼木家族と別れてレンタカーを借り、オアフ島の大自然をまわることにした。せっかくなので、オープンカーを借り、ハワイの風を正面に受けながらドライブする。どこまでも続く広い道路、青い海と空を見ながら走ると、まるで空を飛んでいるかのような気分になった。

「気持ちいい～！」

　私は、バンザイするように両手を上げながら大きな声を出した。辻っちょは運転しながら私のことを見て笑っている。

　サングラスをかけてオープンカーを運転する姿は、まるで映画俳優のように画になっていた。鬼の王子と呼ばれていた課長……じゃなかった部長が王子様なら、辻っちょは海賊とかアクションヒーローものの、ワイルドな役どころが似合う風貌だ。

　昔から男らしくてよくモテていた。いつも辻っちょには彼女がいて、しかも会う度に変わっていたのだから始末に負えない。

「ここいいな。ちょっと写真撮ってくる」

　画になる風景を見つけたのか、誰もいない砂浜の駐車場に車を停めて私たちは一緒に降りた。ビーチは、寝転がれるような細かな砂ではなく、赤岩や大きな石が並んでいる。歩くだけでも大変なので、海水浴をしている人は誰ひとりおらず、たまに車が通るだけの静かな場所だった。

　そこで辻っちょは、赤岩や海の景色を撮りはじめた。ちょうど日が沈む頃だったので、赤岩と橙色に光る夕陽の色合いがとても綺麗だった。夢中になってシャッターを切る彼の横顔を見ながら、忘れていた昔の恋心が疼うずき出す。

　……ずっと、辻っちょのことが好きだった。

　辻っちょの家には毎週のように遊びに行っていた。父が浮気をして母と喧嘩している時は、真夜中に家に押しかけて泣きながら悩みを聞いてもらったこともある。辻っちょの両親もとても優しい人で、突然家に行っても快く入れてくれた。

　初めて辻っちょに彼女がいると知ったのは、私が中学一年の時だった。とてもショックで、その時初めて辻っちょのことが好きだったのだと気がついた。初恋だったから、これが好きという気持ちだと認識するのに時間がかかったのだ。

　それからは家に行くことがめっきり減った。好きだと気づいたら、部屋に上がるのが恥ずかしくなったし、なにより彼女が家にいたら最悪だから。でも、辻っちょは、相変わらず優しくて、私のことをいつも気にかけてくれていた。私が辛い時は野生のような勘で気づいてくれて、側にいてくれる。私にとってヒーローのような存在だったことに変わりはない。

　それに、辻っちょの彼女はよく変わっていたから、ヤキモチの妬やきようがなかった。そのうちだんだん麻痺してきて、彼女になれてもすぐ終わるなら今の関係でいいと思うようになった。新しい彼女を見ると、もうすぐ振られますよ、ご愁傷様です、とさえ心の中で呟くようになる。私はどの彼女よりも辻っちょのことを知っているし、辻っちょも、誰よりも私のことを知ってくれていると思っていた。

　でも、辻っちょが就職してひとり暮らしを始めてから、会うことがめっきり減った。今まではこの関係でいいと満足していたけど、結局ただの幼なじみで、家が隣同士だから関わり合いがあるだけ。彼女よりも特別な関係だと自惚れていた自分が馬鹿だったと気がついた。

　辻っちょと離れて、どれも長くは続かない恋愛だったけれど、普通に彼氏もできた。そうなると、あの初恋は恋ではなく、お父さんの代わりに私を守ってくれる人を欲していただけだったんじゃないかとも思える。小さな頃からお互いを知っているからなんでもわかり合える気になっていたけれど、恋人になって初めて見えることの多さを、彼氏ができたことで思い知らされる。辻っちょは、兄弟や家族のように近い存在で、私は家族よりも自分の弱いところを彼に見せていたけど、恋人はまた別な部分を引き出し、曝け出す存在ということも知った。

　私は、〝男〟になった辻っちょを知らない。下の名前で呼んだこともない。今でも辻っちょと呼ぶのは私くらいのもので、三十のおっさんがかわいいあだ名で呼ばれている姿を見るのが楽しいから呼んでいる。けど、呼ぶ度にただの幼なじみなのだと痛感する。ただの憧れだったのかもしれない。憧れは、恋とは少し違うものだと思う。

　ぼーっと色々なことを考えていたら、カシャッと耳元で音がして振り向くと、辻っちょが私にカメラを向けていた。

「なに勝手に撮ってんの！」

　怒っているのにもかかわらず、辻っちょは楽しそうにシャッターを切り続けた。

「綺麗になったなあと思って」

　カメラを取り上げようとした手が止まる。深い意味なんてないとわかっているのに、途端に顔が赤くなる。この胸のドキドキも、昔好きだったという名残からくるのだろうか。辻っちょ以外から言われたら、少しも心に響かないと思う。自然と彼を目で追ってしまう。この今の気持ちは、憧れなのか恋なのか。

「あ、雨だ」

　辻っちょの声で空を見上げると、頬にポタリと一滴の雨が落ちた。そこから雨はどんどんと激しさを増していき、走って雨避けになる場所を探した。

　そうはいっても、元々大自然の風景を撮りに来たので、辺りに人工物はなく雨やどりできそうな大きな木もない。獣道のような所を突き進むと、小さな洞窟を見つけた。周りは大きな草や岩で囲まれ、ぽっかりと穴が空いている。辻っちょがしゃがんで中を覗きこむと、「中は意外と綺麗だぞ」と言って入っていった。

「動物とかいたら怖いんだけど」と言いながら、私も腰を屈めて恐るおそる入りこんだ。中に入ると、意外と明るく、白い岩でできた洞窟のため、砂や泥で汚れているわけでもない。高さは百五十センチ程度で、広さは四畳にも満たないくらいだったけれど、ようやく雨宿りできたことにほっとして、そこに座った。

「いい所見つけられてラッキーだな」

　辻っちょは少年のように目を輝かせながら見渡した。

「雨が降ってきた時点でついてないでしょ」

　呆れるように呟くと、辻っちょは気にせずカメラで洞窟内を撮りだす。

「雨のおかげで洞窟見つけられたんだぞ、雨に感謝しないと」

　まったく、いつだってポジティブなんだから。

　嬉しそうにシャッターを切る姿を見ていると、自然と笑みが零れる。そうだった。一緒にいると楽しい気持ちが伝染してきて、不思議と落ち着く。だから私は、辻っちょの側にいることが好きだった。

　ひとしきり撮り終わり、満足した様子で私の横に座りこむ辻っちょ。両手を後ろにつき、豪快に足を伸ばした状態で、さっきより激しくなってきた雨を見つめた。

「雨が止むまでは帰れそうにないな」

「そうだね」

　だけど、雨はなかなか止みそうにない。このまま降り続けたら、ここで朝を迎えることだってありえる。途方に暮れる場面なはずなのに、不思議とこの状況を悲観的に捉えてはいなかった。理由はわかっている。辻っちょと一緒だから。不安もないし寂しさもない。

「なあ、麗奈は結婚願望とかないの？」

　辻っちょは、降りしきる雨を眺めながら、なんとはなしに呟いた。逆に私は雨を見るのを止めて、彼の横顔を訝るように見つめる。

「急になに」

「いや、突然ウェディングドレスの販売とか始めたからさ」

「ああ、特に意味なんてないよ。おもしろそうだったし、儲かるかなと思ったの」

　ウェディングドレスなんて、私には一生関係ないと思っていたから最初は戸惑った。でも、夢へのチャンスだと思ったから、思い切って始めてみたのだ。

「夢ある分野に、儲かるか目線で仕事始めたのか。麗奈らしいといえばらしいけど、それ聞いたら客はがっかりするだろうな」

「大丈夫。その分美月先輩が熱い想いで仕事してるから。美月先輩は稼ぐことより、幸せな結婚を後押ししたいって気持ちの方が強いから。でも、熱い想いだけじゃビジネスにはならないでしょ。私みたいな結婚に夢も希望も持っていない人が客観的にサポートしたら釣り合いも取れていいんじゃない」

「そうか？　俺はビジネスと割り切って仕事してる奴より、熱い想いを持って幸せな一日をサポートしたいって思ってる奴から物を買いたいけどな」

　私は思わず口を噤つぐんだ。そうかもしれない。でも、仕方ないじゃないか。幸せな結婚生活を知らないんだから。結婚なんて地獄よと言ったお母さんの言葉が耳から離れない。

　下を向いて黙りこむ私に、辻っちょは少し慌てて言った。

「麗奈を責めるつもりで言ったわけじゃなくて……」

「違う。私もそんな人から買いたいと思う。でも、結婚なんて地獄って言われて育ったから夢なんて抱けないんだよね」

　地面を一心に見つめて話す私を見て、身体を起こして顔を覗きこんだ。

「ごめん、思い出させたか？」

「今さら思い出しても、なんとも感じないし」

　思わず顔を背けた。もう別に、なんとも思ってない。小さい頃の思い出を引きずるような歳でもない。あの頃とは違うんだ。父と母が喧嘩する度に、隣の家に逃げこんで辻っちょの胸で泣いていたあの頃とは違う。もう私は弱くない。私はあの家から出て、ひとりで生きていけるようになった。

　辻っちょは顔を背けている私をじっと見つめている。

「麗奈は一生結婚する気ないのか？」

「ないよ。私はずっと仕事一筋に生きていくんだから」

　結婚だけが女の幸せではないことを、身を持って証明する。そんな並々ならぬ決意を込めて言った私に、言葉が出ない様子だった。大きく息を吸いこんで、考えこむように上を見つめている。

　なにに思い及んでいるのかと訝りながら見つめていると、急に私と目を合わせて白い歯をこぼした。

「じゃあ、俺と結婚するか」

　思わず新喜劇みたいに、ベタなこけ方をしそうになった。け、結婚!?

「は!?　なに言ってんの！　私の話聞いてた!?」

「うん、聞いてた」

　相変わらずニコニコしながら飄々としている。それに対して私の胸はドキドキと大きく鳴っていて、かなり動揺していた。

「私、結婚する気ないって言ったんだけど！」

「うん、でも俺との結婚は別だろ？」

　開いた口が塞がらないとはまさにこういうことだと思った。え、どういう意味？　どっからくる自信？　辻っちょのことを好きだと言った覚えはないし、気づかれてもいないと思ってた。どういうこと？　気づかれてたってこと？

　その前に結婚て！　いやいや結婚て！　結婚って、そんな簡単にするもの？　じゃあ今度飯でも一緒に食いにいくかぁ的なノリで、さらっと言ってするものじゃないでしょ！

「そういう冗談、いらないんだけど！」

「心外だな。俺、本気だよ」

　辻っちょは、真剣な表情で言った。

「本気の方がタチ悪いわ！」

「なんで」

「なんでって、バカなの？　雨に打たれすぎて頭おかしくなった？」

「そういえば濡れちゃったよな。寒くない？　俺の身体で温めてやるよ」

　両手を広げて満面の笑みを見せる。

「マジでそういうのいらないから。そろそろ本気で怒るからね」

　辻っちょはむっとした顔で、胡坐あぐらをかいて膝の上に頬杖をつきながら、私をじっと見つめた。そのアンニュイな様子が、洞窟の薄暗さとあいまって彼の野性的な魅力をさらに引き立てる。

　……そんな真剣な目で見つめられたら、ドキドキして顔を直視できなくなるじゃん。

「俺、本気だから。結婚相手は麗奈だって十年以上前から決めてたから」

「なに言ってんの。だから冗談はやめてってば」

　煩うるさいくらい心臓がドキドキいっていた。冗談ではなく、本気であってほしいのに、私はわざと軽いノリで返してしまう。もしも辻っちょの言葉が本当だったら……。

「冗談じゃないって。俺を見ろよ。冗談で言ってるように見える？」

　辻っちょは、目線を交わそうとしない私の両手をつかんで無理やり向き合わせようとしたけれど、私は頑なに目線を合わせようとはせず下を向いた。

　顔を見られるわけがない。真剣な眼差しは雰囲気で伝わってくる。私の今の顔も見てほしくない。顔が赤くなっていることに気づかれてしまうから。

「麗奈が結婚生活に夢を持てない理由は、俺が一番わかってる。だからこそ、麗奈の結婚相手は俺じゃなきゃいけないと思うんだ。麗奈を幸せにできるのは俺以外いない」

「なにそれ。同情で結婚する気？」

　嬉しいけど、結婚したいと思ってくれているなんて、そんな上手い話、信じられない。きっとなにか裏があるんだろうと思ってしまう。

「どうしてそうなるんだよ」

「だって……」

　自分でも、可愛げがないことを言っていることはわかっている。わかっているけど、怖い。その言葉を信じて、裏切られるのが怖い。

「麗奈は昔から、俺にとって特別な存在だった。麗奈もそうだろ？」

「たしかに特別だった。でも、その特別な気持ちは私の思いとは違う」

「どう違うの？」

　唇を噛みしめて押し黙る。ずっと言えなかった。気がついた時には彼女がいたから。

　私は意を決して口を開いた。

「……好きだったの」

　聞こえるか聞こえないかくらいの、小さな声で伝えた。シン、と洞窟内が静寂に包まれる。

「知ってたよ」

　辻っちょは優しい声色で言った。

　やっぱり、気づいてたんだ。私の気持ち。俺との結婚は別だろって自信満々に言われた時に、ある程度予想はしてたけど。知っててずっと気づかないふりをしていたんだ。

「ほら、やっぱり辻っちょと私の特別な気持ちは違うじゃん」

「なんでやっぱりなんだよ」

「私のこと好きじゃなかったでしょ。いつも彼女がいたし」

　当時、告白もしていないのに振られていた事実を知って半ばやけっぱちになって言った。

「俺が麗奈のこと好きだって自覚した時、麗奈は小学校を卒業したばっかりだったんだぞ。さすがに手は出せないだろ。だから、麗奈が大人になるまで気持ちを封印しようと思って色んな人と付き合ったけど、結局どれも長くは続かなかった」

　嘘……。驚きすぎて、言葉が出なかった。両想いだったの？　嬉しさが込み上げてきているのに、私の口から出たのは酷い言葉だった。

「好きでもない人と付き合えるんだ。そんな人が、結婚したら落ち着いて奥さんひと筋になるとは思えないんだけど」

　両想いで嬉しかったからこそ、歴代の彼女に嫉妬する気持ちが溢れてつい言ってしまった。たしかにあの頃の私は幼くて、身体はすっかり大人の仲間入りをしている男子高校生と付き合うには早いということはわかる。でもやっぱり悔しい。私がもう少し大人だったら、付き合えていたかもしれないと思うと、愚痴のひとつでも言いたくなる。

　軽い気持ちで言ってしまった言葉に、辻っちょは声を落として怒りを露わにした。

「……俺が浮気するとでも思ってんの？」

　突き刺すような冷たい視線に、言ってはいけないことを口走ってしまったのだと気づく。でも、気づいたとしても、もうあとには引けない。せっかく誠意を持って告白してくれているのに、私は傷つくようなことやがっかりするようなことしか言えない。心とは裏腹な態度をとってしまう。

　本当は嬉しいのに。その言葉を信じたいのに。わざと嫌われるようなことを言って試してしまう。好きだから不安になる。好きだから素直になれない。

　こんな私でも好きになってくれる？　それでも好きだって言って。どんなことがあっても好きでいてくれる保証が欲しいの。なにがあっても裏切らない証を見せて。

「麗奈は今まで俺のなにを見てきたの？　俺がそんなこと絶対にしないって、一番わかってるのは麗奈だと思ったのに」

　怒らないで。ごめんなさい。わかってる。そんな人じゃないって。お父さんとは違うって。優しくて責任感が強くて、ああ見えて案外真面目だってこと、よく知ってる。でも不安なんだよ。この漠然とした消えない不安感を拭い去ってほしい。もうなんでもないと言いながら、消えていない昔の古傷を治せるのは辻っちょしかいないって思うから。だから言ってるのに。わかってよ、気づいてよ。ねえ、嫌いにならないで。

「男なんて信じられるわけないじゃん。だから私は、一生結婚しないって決めてるの」

　私は顔を背けて、わざと冷めた感じで言った。すると辻っちょは大きくため息をついて、呆れた様子で私に背を向けた。

　……怒った？　嫌いになった？

　不安が私を包みこむ。どうしよう。向けられた大きな背中を見て慌てるも、なんて声をかけたらいいのかわからない。

　辻っちょ？　背中に触れようと手を伸ばしたけれど、その手は触れる前に諦めて力なく下がった。

　怒らせてしまった。せっかく私なんかと結婚したいと言ってくれたのに。いつもは自信満々なのに、こと恋愛に関しては途端に臆病になる。卑屈になってしまって、いつも上手くいかない。でも、仕方ないんだ。私は、愛されたいけど愛されるのが怖いから。信じたいけど、信じるのが怖いから。こんな私が、結婚なんてできるわけがない。

　落ちこみ、うつむいていると、辻っちょが振り返ってニッと笑った。

　涙が溜まっている目を大きく見開いて驚くと、そんな私を見た辻っちょも驚いたように目を見開いて、それから慈しむように目を細めた。そして、なにも言わずに私の手を引っ張る。私の身体は吸いこまれるようにその胸の中に収まった。

「ごめんな、怒ったりして。わかってるから、麗奈の気持ちは。不安なんだよな。怖いんだよな。麗奈は昔っから口が悪くて強がりで、でも人一倍寂しがり屋だった」

　謝らなければいけないのは私の方なのに。辻っちょに抱きしめられて、昔のことを思い出す。

『ちょっと聞いてよ。ついにお父さんが出てったんだけど。行き先はわかってる。浮気相手のところ。ようやく出てってくれて、せいせいするわ。これでお父さんとお母さんの喧嘩の声で睡眠を妨害されることもないし。もうずっと帰って来なければいいのに』

　当時中学三年生だった私と、高校三年生だった辻っちょ。家の近くの公園のベンチに座っていた私に、学校帰りの辻っちょが見つけて声をかけてくれた。

　以前だったら、迷わず辻っちょの家に押しかけて話を聞いてもらっていたけれど、もうそんなことはできなくなっていた。

『麗奈……』

『私、全然落ちこんでないよ。あんな奴、お父さんでもなんでもない。これを機にお母さんも離婚して自由になればいいのよ。私だってもう子供じゃないし、高校行かないで就職だってできる。私、いっぱい働いて、いっぱい稼いで、誰にも頼らないで生きていくんだから。夢はでっかく女社長！』

　拳を握りしめて力強く言うと、辻っちょは勢いよく私を抱きしめた。

『やめてよ辻っちょ。私もう子供じゃない』

　大きな身体に抱きしめられて、胸がドキドキしていた。小さい頃は自分から抱きついて泣いていた。でも、あの頃とは違う。辻っちょの身体は、大きく成長し男を意識させるし、好きだと気がついてしまっていた。

『誰にも頼らないなんて言うなよ。俺には頼れ。いいな？』

　涙が込み上げてくる。辻っちょに力強く抱きしめられて、ピンと張っていた緊張の糸が切れた。声をあげて泣く私を、辻っちょはなにも言わずに抱きしめ続けてくれた。

　あのあと、結局お父さんは帰ってきて冷め切った結婚生活は続いた。でも、私が二十歳になった時両親は離婚した。ようやく離婚してくれてせいせいしたというのが率直な感想だ。母は直前まで離婚を悩んでいたようだったけれど、いざ離婚したら人が変わったように生き生きと前向きに生活し始めた。私も足あし枷かせが外れたように自由になった気がした。

　あの頃を思い出して不思議な気持ちになる。懐かしいような切ないような……。あの時の辻っちょの温もりを今でも覚えている。辻っちょの匂いも。

　抱きしめられると安心する。どんな言葉を言われるよりも、抱きしめられるだけで不安が消えていく。

「結婚しよう。今まではまだ結婚できるほど俺に余裕がなかったんだけど、ようやく仕事も安定しだしてきたからさ」

「でも、そんな急に言われても……」

　ずっと好きだった人からの、まさかのプロポーズ。嬉しいけれど、驚きと戸惑いの方が大きかった。

「急に言われて戸惑う気持ちもわかる。だから、俺、待ってるから。麗奈が結婚したいと思えるまで。ずっと待てるから、考えといてよ」

　ここまで言われたら私の気持ちはほとんど傾きつつあった。結婚なんてまったくする気がなかったのに、幸せな結婚生活を思い描き始めている。

　でも、不安がすべて消えたわけではなかった。付き合ってから知ることの多さに驚いたことを思い出す。辻っちょのことは好きだけど、好きだからすぐに結婚とは考えられない。

「結婚って簡単に言うけど、私たちなんにも知らないじゃん」

「なんにも知らない相手じゃないだろ。むしろお互いをよく知ってる間柄だろ？」

「それは幼なじみとしてでしょ。私たち、付き合ったこともなければキスもしたこともない。男と女として真剣に向き合ったことないんだよ。結婚ってそんなに簡単に決めていい問題じゃないと思う」

　辻っちょは驚いたような表情で私を見た。

「それ、誘ってんの？」

「え？」

　あっと思った瞬間には、目の前に辻っちょの顔があって、唇に温かいものを感じた。

　そして辻っちょは、ゆっくりと唇を離した。驚き固まっている私に、色気を含んだ瞳で笑みを浮かべる。

「キスしたよ。もう、キスもしたことのない間柄じゃない」

「そ、そういうことを言ってるんじゃなくて……！」

　非難しようとしたら、言葉を遮られるように再び唇を押しつけられる。

「んんっ！」

　力強いキス。頭を手で抑えられて、ほんの少し空いていた唇の隙間から舌が侵入し暴れ出す。今までのどんなキスよりも激しくて、それなのにとろけるように気持ち良かった。

　キスに溺れ目を閉じて、されるがままに何度も顔の角度を変えてキスをしていると、辻っちょは私の服を脱がそうとしてきた。途端に理性が戻って唇を離す。

「ちょっ、待って」

「待たない」

「それはダメ！」

「ダメじゃない」

「やめてってば」

「やめないよ」

　抵抗するも、辻っちょは私の服を脱がして素肌に手を這わせる。その指先の感覚に、どんどん神経が集中していってなにも考えられなくなる。

　……ああ、ダメだ。陥落。理性崩壊。

　いつもの私だったら、こんな所でなんてバカがする行為だし、思いっ切り見下して常識のない最低な奴だって罵るのに、それすらもどうでも良くなってしまった。バカでいい。最低でもいい。

　抵抗するのを止めた途端、辻っちょは私から身体を離した。

「やっぱり、お楽しみはあとに残しておこう」

「なんで？」

　思わず口にしてしまってハッとした。これじゃ名残惜しいと思っているのがバレてしまう。

「麗奈が大切だからに決まってるでしょうが」

　私の頭をポンっと撫でる。その瞬間、胸がキュンとして苦しいくらい愛しさが込み上げてきた。辻っちょの笑顔も優しさも、すべてが大好きだと思った。

「あ、雨やんでる」

　言われて外を見ると、静かな空になっていた。

　洞窟から出て背伸びをする辻っちょ。私は、結婚の返事をする代わりに、あるお願いをして自分の気持ちを伝えることにした。

「尚樹って呼んでいい？」

　すると、少し驚いた顔をして振り返った。ずっとあだ名で呼んでいたのに、急に名前で呼ぶ意味。幼なじみから恋人へ。呼び方を変えるだけで、関係性もなんとなく変わるような気がするのだ。

　遠回しの想いに気がついたのか、優しい笑顔を投げかけられた。

「いいよ」

　了承も得ずに、私の手を繋ぎ歩き出す。しっかりと恋人繋ぎしながら、ＭＩＺＵＫＩブランドの新作ドレスを考えてもらわなきゃなと思った。





おわり












あとがき




　こんにちは、及おい川かわ 桜さくらです。

　この作品は、二〇一一年に単行本として出版したものを改稿し、新たに宮沢さんを主人公とした書き下ろし番外編を加え、文庫本となりました。表紙デザインも変わり、美月と鬼の王子のイメージイラストを描いていただきました。なんて贅沢！

　それと、タイトルも変わったんです。原題は『薬指の十字架』でした。この作品は処女出版作で、まだまだ未熟なところが沢山あり、読み返すのも恥ずかしいくらいでした。ですが、このような形で再び光が当たることになり、感謝の気持ちでいっぱいです。この本を手に取り、読んでいただきまして本当にありがとうございます。

　さて、読んでいただければわかる通り、前半は不倫の恋が主題となっています。単行本のあとがきにも書きましたが、大人の恋愛を書こうと思い、大人の恋愛ってなんだろうって考えた末に思いついたテーマが不倫でした。

　しかし、この作品は不倫を推奨しているわけではないのです。むしろ、アンチテーゼの意味合いを含んでいます。美月はどんなに楽しい時でも、心の中にいつも罪悪感を抱え苦しんでいました。結果的に不倫ではなかったから幸せになれましたが、もしも本当の不倫だったら、どんな結末になっても、心の底から喜び、周囲から手放しでお祝いされるようなハッピーエンドにはならなかったと思います。また、現在不倫している方が読んだ時、不倫している男の戯ざれ言ごとを信じてはいけないと警けい鐘しょうを鳴らすつもりで書きました。

　前半は重たい感じですが、後半は働く女子がテーマなので夢いっぱいに書いたつもりです。結婚も仕事も子育ても、全部頑張りたい。女子って、欲張りですからね。

　そして今回、新たに書き下ろした宮沢さんの番外編。宮沢さんの強烈なキャラクターは評判が良かったので、彼女を主人公にした短編を書いてみました。素直になれない宮沢さんのツンデレっぷりと、ワイルドで優しい辻っちょの恋愛にドキドキしてくれたら嬉しいです。

　最後になりましたが、担当編集の渡わた辺なべ様といつも見守ってくださった堀ほり口ぐち様。そして素敵なイラストを描いてくれた嘉か村むら朗ろう様とデザイナーの金かね子こ様。また、編集に携わっていただいた全ての関係者様に感謝申し上げます。

　また、会えるといいな。


及川 桜









本作は二〇一一年九月に小社より単行本『薬指の十字架』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。

特別書き下ろし番外編「宮沢麗奈の恋模様～雨のち晴れ～」は本書のために書き下ろされたものです。







この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










上司に恋しちゃいました
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